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　アリシエルは荷に馬車から飛び降りると、娘のお転てん婆ばに驚いた母に笑顔で「ちょっと敵状視し察さつしてくる」と叫んだ。気をつけなさい、という父の声をアリシエルは暢のん気きに聞き流した。生まれ育った森の町ルファを出しゆつ立たつした時は、野や盗とうを警けい戒かいして高い護ご衛えい賃ちんを払うために集団で旅をしてきた。が、目的地の城じよう塞さい都市は目の前。なにを気をつけることがあるのか。それより、なぜ城塞に入るのが遅れているのか。旅の道どう中ちゆう、親しくなった幾いく人にんかと挨あい拶さつを交わしながら、列の横を駆け抜けた。

　やがて、城塞都市に入る関かん門もんが見えてきた。門の前には門もん番ばんが数人立っていた。そのなかの一人が門の横に何か話しかけている。門の横にあるのは薄うす汚よごれた何かの塊かたまりのように見えた。まるで塊に許可を得たかのように、門番が頷うなずくと、待たい機きしていた荷馬車が城塞のなかに消えていった。じわりと隊たい列れつが動く。

　いったい、あの塊はなんなのだろう。アリシエルが目をこらすと、塊が動いた。ぼろ布をかぶせたような何かが、アリシエルを凝ぎよう視しした。

　人だ。

　汚れた塊に見えたそれは、黒い瞳ひとみをした少年だった。


アリシエル譚たん詩しより












　　　４月５日（土）




　とうとう、比ひ呂ろ美みは行ってしまった。

　私の気持ちは大おお雨あめ土ど砂しや降ぶりだったというのに、今け朝さは憎らしいくらいに晴れ渡っていた。

「じゃあ、行くね」

　それが、部屋を出る時に発した、比呂美の最後の言葉だった。

　比呂美の荷物は昨日までにすべて運び出されていたから、部屋の向こう半分はやけにすっきりしていた。ベッドと机とクローゼットが部屋の両端はしにある、どの部屋も同じ造りの寮りようの一室。ここで一年間、私と比呂美はたくさんの言葉を交わした。卒業までの残り二年の間に、もっともっと言葉を交わすと思っていた。けれど二年生を目前にした春休み、突然「転校することになった」と言いだした。海外に赴ふ任にんしていた親が帰国をすることになったらしい。彼らが一人娘むすめと一緒に暮らしたいと願うのは仕方のないことか。

　どうせ全ぜん寮りよう制せいなのだから卒業するまで在ざい籍せきすればいいのに、とは言えなかった。言ってもしようのないことだから。それは私の勝かつ手てな言い分だから。

　だから私は比呂美を笑顔で送りだそうと決めていた。なのに、差しだされた比呂美の手の温かさと柔らかさに、喉のど元もとにこみあげてきたものがあった。

「うん」

　頷うなずいて、そっぽをむいた。涙なんて見せられないから。比ひ呂ろ美みに背を向け、自分の机に座ってパソコンにむかった。キーボードの上に手を乗せても、指はちっとも動かなかった。動くはずがなかった。

　さっさと行ってほしかった。そうしないと、涙が湧わいてきてしまう。

　仕方がないから、私は背中越ごしに手を振ってみせた。

　比呂美の温ぬくもりが、手を振るごとに消えて行ってしまう。

　比呂美はしばらく部屋の中に立っていたけれど、やがて静かに出て行った。多分、比呂美が立っていたのは一分もなかったと思う。けれど、それは五分にも一〇分にも、永遠のように感じられた。

　ぱたんと閉じられた扉の音の後、私は急いで振り返った。

　そこに、比呂美は、いなかった。

　これからずっと、比呂美がこの部屋に帰って来ることはない。

　一人きりの寮りようの部屋で、やっと実感として湧いて出た瞬しゆん間かんだった。

　本当は、校門まで見送りに行きたかった。学園長に挨あい拶さつに行っているという両親とそこで落ち合うことになっていると、昨日きのう言っていたから。

　でも去り行く車を黙って見送る自信はない。だから、こっそり木の陰から見送るくらいにしようと思った。

　寮の前に広がる林の中を通って、校門前の木の陰まで行ってみた。そこには、すでに一年の時のクラスメイトたちが最後の別れのためにたくさん集まっていた。

　私のことを噂うわさしている子の声が隠かくれている私の元まで聞こえてきてしまった時には、行かなければよかったと、心しん底そこ思った。

　やっぱり来ていないとか、冷たいとか、怖いから、とか。

　聞き馴なれている言葉だけれど、比呂美に対する私の気持ちを理解できるものか、と飛びだして叫びたかった。

　そんなことして、何になるのか。

　だから、見送りはやめてあの場所に行くことにしたのだった。

　誠せい城じよう学園は竹たけ鳥とり市を見下ろす小高い山の中に建てられている。学園の敷地内ないには寮を囲むように広がる林がある。林の中にある休憩所。休憩所と言っても、木こ陰かげに木製のベンチが置かれているだけの場所で、もしかすると誰かが勝かつ手てに置いたものなのかもしれないけれど。事実、誰もその場所を知らないらしく、いつ行っても人ひと影かげはなかった。けれど、そこは季節ごとに様々な彩いろどりを見せる林と、竹鳥市を一いち望ぼうできる丘の上になっていて、私と比呂美のお気に入りの場所だった。

　私たちはそこで、二人並んで腰をかけて本を読んだ。天気のいい日は、比呂美は読んでいる途中で頭を私の肩に乗せて眠ったものだった。

　ベンチに座ると、比ひ呂ろ美みの頭の重さを感じることだってできるのに。

　きっと、今だって。

　そんなふうに思っていた時だったから、

「かぐちゃん」

　と声がして、ベンチの陰から比呂美が見えた時は幻まぼろしだと思った。

　私のことをそんな呼び方をするのは比呂美だけ。長い髪をおさげにして、屈くつ託たくなく笑いながら、呼びかけてくれるのは。

「やっぱり、ここに来てくれた」

　と、比呂美は鬼おにごっこで隠かくれていた子供をみつけた時のように、笑った。

「どうして？」

「正門にいたら、ちらっとかぐちゃんの背中が見えたの。きっと、ここだろうと思って。だって二人の思い出の場所でしょう？　よくここで本を読んだよね」

「比呂美は、居い眠ねむりしている時のほうが多かった」

「そうだっけ？」

　とぼけてみせながら、比呂美の目には、どんどん涙が湧わいてきていた。

「泣かないでよ」

「だって、かぐちゃんが泣かないから」

「なによ、それ」

「泣きたいときは泣いていいのに。意い地じっ張ぱり」

「知らなかった？」

「知ってる」

　比呂美は、私の腕に手を伸ばすと、指を絡ませた。

「川かわ原はらかぐやは意地っ張りで、こう見えて人ひと見み知しりで、林の中の丘の上のベンチが好きで、ピーマンとしいたけが嫌いでピラフに入っていたらよけて、ファンタジーが好きで、王子さまと騎き士しさまが出てくる物語が特にお気に入り、ＳＦはちょっと苦にが手てで、成績がいいのは毎まい晩ばん予習と復習とテスト前夜の徹てつ夜やの努力の成果で、大きな犬の縫ぬいぐるみが宝たから物もので、一年の時にクラス委員の決め方でケンカをしたものだからクラスメイトから怖い人って誤ご解かいをされて、それから」

　比呂美の顔は涙でくしゃくしゃで、声も切れ切れだった。

「それから、泣き虫で」

「それは、比呂美でしょう」

「私は、かぐちゃんの分まで泣いてるのよ」

　それから、私たちは抱き合った。比呂美は声をあげて泣いていた。そんな比呂美を抱き締めながら、それでも、私は唇くちびるを噛かみ締めて、涙をこらえた。

　そうして、私は比ひ呂ろ美みとの別れの儀ぎ式しきを終えることができた。

　あそこで比呂美と会わずにいたら、ずっと後こう悔かいしたままだったと思う。

　部屋に帰ると、一人きりの部屋はやけに広く感じた。まるで魂たましいの抜けた身体からだのように。せめて書きだしくらいはどうにかしておきたかったけれど、頭のなかは空からっぽだった。

　夕食後、明日には新しい人が部屋に来ると、寮りよう長ちようが伝えてきた。

　もう新しい人がくる。新入生だろうか。それとも入寮まちしていた学生がいたのだろうか。

　二人部屋だから仕方ないけれど。どんな子がくるのだろうか。

　とりあえず、今夜はもう寝ることにしよう。




　　　４月６日（日）




　今日は朝からいろいろな出会いに満ちた一日だった。

　ふと目が覚めると、妙みように頭が冴さえている。ついさっきまで起きていたかのように、すっきりしている。いったい何時だと時計を探ると、五時だった。

　そんな馬鹿な。健けん全ぜんな高校生は夢のなかの時間じゃないの。そんな時間に目が覚めてしまった自分が信じられなくもあり、一方で仕方がないという思いもあった。

　なにしろ、今日は新しいルームメイトが来る日だった。今日からまた、ここは二人部屋になる。果たしてルームメイトになる子はどんな人なのだろうか。

　もう一度寝ねようと思ったのだけれど、心しん臓ぞうがドキドキして、とても寝付けなかった。

　布ふ団とんのなかで二に転てん三転してみるのだけれど、まぶたを閉じれば新しいルームメイトのことばかり考えてしまう。

　比呂美のように友情を築くことができるだろうか。もしかすると私のことを怖がって口も聞いてくれないかもしれない。はたまた、とてつもない能力を秘めた子で、私なんかたちうちできない人かもしれない。

　想像のなかで、新しいルームメイトはどんどん、とんでもない宇宙人になっていく。身長二メートル、超ちよう能力と魔法を駆く使しする、魔ま女じよっ娘こができあがった。

　……ちょっと怖くなって、慌あわてて目を開けた。

　仕方がない。思いきって身体を起こすと、二つのベッドのあいだにある窓を開いてみた。

　目の前に白い壁。ゆっくりと、大気の流れで運ばれていくと、壁の向こうにうっすらと寮の周囲に広がる林が現れた。

　すごい朝あさ靄もやだった。誠せい城じよう学園は竹たけ鳥とり市を見下ろす山の上に、地上から隔かく離りされるように建っていて、時とき折おりこんな靄や霧に覆おおわれることがある。

　まるで雲のなかにいるみたい。暢のん気きなことを考えて、そして、導きだした答えは。

　どうせ眠れないのなら、散歩に行こう──だった。

　寮りようの外に出ると、私の動きにあわせて靄もやがゆっくり動く。すると足元に道が現れた。

「開けゴマ」

　気分はそんな感じ。

　小さく呟つぶやいた私の声にあわせて、銅どう像ぞうが現れた。学園内のあちこちに、全部で十二体たい飾られている像は、黄こう道どう十二宮きゆうの星せい座ざを擬ぎ人じん化かしたもので、この学園の卒業生でもあるナントカっていう有名な人が寄き贈ぞうしたものらしい。十三体目になるウミヘビ座の像が寄贈されるという噂うわさが、ここ数年、語り継がれているけれど、ちっとも実現しそうにない。

　どこをどう歩いたのかは覚えていない。というか、分からない。周囲は真っ白で、方向感かん覚かくもゼロ。とにかく、一歩足を踏みだして、白い壁が割れた先を進んで行った。

　靄のためか身体からだはしっとりと濡ぬれ、もっと着込めばよかったと後こう悔かいしはじめた時だった。

　がさりという音に、身をこわばらせた。

　あれほど視し界かいの悪いなかでは、なにが潜ひそんでいても分からない。いくら学園の敷地が街まで車で一五分ほどの距離とはいえ、山の上に建っているのだから、猪いのししとか、もしかすると、危ない人が潜んでいるとも限らない。

　頭のなかで、身長二メートルの新しいルームメイトの姿が浮かび上がったので、ふるふると頭を振って、怖い想像を振り払った。

　滑こつ稽けいなくらいおびえ、物音の正体が分かると、さらに自分が愚おろかに思えた。

　物音の正体は、鳥だった。

　それが、ルースとの出会いだった。

　種類はよく分からないけれど、インコだと思う。体長は二〇センチほど、長い尾もいれると、四〇センチくらいだろう。一見、全身真まっ白しろだけれど、頭の上にピンと立っているトサカと羽の下はまるで虹にじを溶かしたような七色の羽う毛もうに覆おおわれている。

　ルースはよほど酷ひどい目にあったのか、飛ぶこともできず、よたよたと歩いて私の前に現れた。すんでのところで踏み潰つぶすところだった。

　惨さん劇げきを免まぬがれた彼（おそらく）は、私を一度だけ見上げると、丸い瞳ひとみで真っ直ぐに見つめた。それから、がっくりとその場に翼つばさを広げて倒れてしまった。

　今から思うと、どうしよう、なんて迷いはまるでなかった。

　とにかく、この子を助けなければ。
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　それしか考えていなかった。寮りようが生き物の飼し育いく禁止なんて、その時はまるで頭になかった。ともかく彼を抱き抱かかえ、寮に帰って手当てをしなければ、と振り返り、そして、途と方ほうに暮れた。果たして、ここはどこだろう。寮はどの方向にあるのだろう。

　視界と同様、頭のなかも真っ白になっていると、前方に黒いものが現れた。心しん臓ぞうがぎゅっとするくらい驚いてから、それが自分の影だと気づいた。背後が突然明あかるくなったからだと気づき、慌あわてて振り返る。日の出にしてはおかしいと、直感して。

　靄もやの向こうに、何かがある。それはまるで恒こう星せいのように自ら光を発している。光はきらきらと踊り、靄にぶつかって撥はね、さらに光を反射させている。靄全ぜん体たいがぼわっと輝いているかのように。

　ＵＦＯが降りてきたのか、魔ま女じよっ娘こがやってきたのか、それとも……火の玉？　ともかく「やばい場面に遭そう遇ぐうした」という恐怖と、「いったい何が起きているのか」という興味とが、頭のなかでせめぎ合い、結果、その場から動くこともできずに見守っていた。

　そして。

「無事ですか？」

　声。靄の向こうの光は薄れ、声だけが聞こえてきた。それは男性のものか女性のものか分からない。なんだか変な具合に音が反はん響きようしているようで、言葉を発した本人も、「声が変だ」と笑っているようだった。

「ここが異い世界ですか。さすが、変わっていますね」

　と、別の声。いや、これは朝あさ靄もやだから、と心の中で突っこむ。

「靄じゃないのか？」

　と、先さき程ほどの声に突っこまれている。うん、そのとおり。

「それにしても、さすがは光こう家けの力。王子の肩書きは伊達だてじゃないな」

　王子？　は？

「本当に、見事に扉を開かれましたね」

　彼らは、私の内ない心しんの動どう揺ようなど知らずに、どんどん会話を進めている。

「うん……」

「どうかされましたか？」

「いや、なにかを扉に巻き込んだような気がしたんだけど……気のせいかな？」

　王子と呼ばれた人の声は、とても落ち着いたゆっくりとした話し方をしていた。どんな窮きゆう地ちにあっても慌あわてない、そんな話し方だった。

「敵でしょうか？」

「不ふ本ほん意いながら光家の王子を守るのが俺たちの役目だ。たとえどんな敵であろうとも……」

　王子さまのお付はどうやら二人らしい。二人の声が緊きん張ちようする。けれど、

「いや、そんな危険な相手ではないと思うよ」

　と、王子さまはやんわりと二人を制した。

「確認しなくても大丈夫でしょうか？」

「もしも危ない輩やからだったら、今いま頃ごろ、こんなのんびりはしていないだろう」

「それもそうですね」

「では、行きますか？　確かこちらの責任者が……」

　話しながら声が遠ざかっていった。どうやら、彼らはどこかへ歩きだしたらしい。

　王子さま？　そして、守る……王子を守るといえば、騎き士しとか？　まさか。そんな。思い描いていた物語が頭をかすめる。傾けい国こくの王子、王子を守る、ともに旅立つ……。でも、あれは物語の出来事。現実に、この現代日本に王子や騎士などいるわけない。王子などいないから、王子の命を狙う輩もいない。そうよ、いるわけがない。きっと、本の読みすぎね。

　その時、手の中で鳥が身じろぎした。そう、王子さまは幻まぼろしかもしれないけれど、手の中の鳥は現実だ。私は寮りようを探して、まだ朝あさ靄もやが残る歩道に足を踏みだした。

　何度か道を間違えそうになったけれど、やがて太陽が上りはじめると、靄はあっと言う間に晴れた。おかげで、あまり迷うことなく、寮に帰ることができた。

　けれど問題は鳥の世話だ。獣じゆう医いなど学園にはいないし、町の獣医といっても、まだ夜が明けたばかりだった。こんな時間に診みてくれるものだろうか。

　鳥の様よう子すを見ると、彼は小さく震えている。寒いのだろうか。だったら温めよう。短たん絡らく的かもしれないが、その時の私にできることといったら、それくらいだった。

　冬、比ひ呂ろ美みにもらった使い捨てカイロを引っ張り出した。スカートの後ろポケットに入れると腰がじんわりと温かくて、授業中など睡すい魔まと闘う羽は目めに陥る危険物ぶつ資しだ。一いつ刻こくも早く温かくなるよう激しく振る。その成果かどうか知らないが、温かくなってきたところで、低温火傷やけどをしないようタオルを敷き、その上に鳥を横たえた。間に合わせに段ボールの空あき箱を使って。

　お腹なかは減っていないだろうか。気になったので、寮りようの共同冷れい蔵ぞう庫こに二日前に購こう買ばいで買ったままだったパンを取りに走った。少しちぎってみたけれど、食べる様よう子すはない。考えあぐねて、水にふやかしてみた。クチバシの先に、ふやかしたパンをあてがってみると、鳥はわずかに口をあけ、ついばんだ。

　やった！　食べたのは、ほんのわずかだったけれど、食べ物だと認にん識しきしてくれたらしい。鳥は、その後も数回、それを食べてくれた。

　パンを食べ終えた鳥は、段ボールのなかで目を閉じ、じっとうずくまって動かない。大丈夫だろうか、心配しながらじっとみつめていると、やがて、うとうとと……。

「川かわ原はらさん」

　ノックと同時に、扉が開かれた、どうやら眠り込んでいたらしい。漫画のように、飛び上がって驚いたように思う。

「あら、寝てたの？　ごめんなさい」

　それよりも、寮りよう長ちようの後ろに立っている女性のほうが気になった。なにしろうたたねをしていたものだから、新しいルームメイトを迎える心の準備ができていなかった。どきどきしながら、その人を見た。すらりと背の高い美人。切り揃そろえられた前まえ髪がみが、彼女の几き帳ちよう面めんさをあらわしているよう。緑の黒くろ髪かみと真っ白な肌はだは、まるで人形のよう。その美しさは日本人形というよりは、西洋のドールを思わせた。一いつ見けんして下級生や新入生ではないと思った。

　とりあえず、背は高いけれど、身長二メートルの宇宙魔ま女じよっ娘こでないと分かって、ほっと胸をなでおろした。

「こちら、今日からこの部屋に入にゆう寮りようする来くる栖す明あける子こさん。来栖さん、こちらは川原かぐやさんよ」

「よろしくお願いします」

　長身の来栖さんは、優ゆう雅がに頭を下げた。さらりと、真っ直ぐな黒髪が肩を滑すべって落ちた。

「こちらこそ」

　とかなんとか言ったような気がする。が、起きぬけだったということと、緊きん張ちようしていたこともあって、自分が何を言ったか覚えていない。

　寮長は来栖さんを案内するという役目を終えると、さっさと回れ右をして帰っていった。

「あの、どうぞ」

　二人の部屋なのに、どうぞというのも変だが。　

　来栖さんは部屋に入ると、さっと全体を見まわした。八畳じようほどの部屋の両サイドにベッドとテーブルとクローゼットがあるだけ。寮の二人部屋なんて、ほとんどプライバシーは存在しない。はじめて寮住ずまいをする人は、それに驚く。

「私はこちらを使うといいんですね」

　昨日まで比ひ呂ろ美みが使っていたベッドに歩み寄った、まさにその時だったと思う。

　ぴー。

　ルース（もちろんこの時はまだ名前はなかったけれど）が小さく鳴いた。

「いまのは？」

　焦った。そうだ。これから二人部屋になるんだ。寮りようはペット飼し育いく禁止。共きよう犯はんになってもらわない限り、隠かくし通すなんてできない。

「ぴー」

　目が覚めて、お腹なかを空すかしたようだった。

　来くる栖すさんは私のベッドの横に置かれている段ボールに目め星ぼしをつけると、歩み寄った。

「これは」

　と、絶ぜつ句くした。

　ああ、もう駄だ目めだ。と、心しん底そこ思った。かくなるうえは、寮を出て、どこかで一人暮らしをするか？　生活費を稼かせぐためにバイトをしなければ。きっとご飯は毎日パンの耳になるんだ。あ、でもルースも同じものを食べるからちょうどいいか。

　そんなことを走そう馬ま灯とうのように思い描いていると、

「お腹、空いてるみたい」

　箱の中を覗のぞき込んだ来栖さんが言った。クールな外見からは思いつかないような、楽しそうな声だった。

「え、あ、ああ、うん」

　私はふやかしたパンをルースに与えた。欠けつ食しよく児童よろしく、がつがつと食いついてくる。食べると満足したのか、目を閉じた。

「へえ、こんなものも食べるのね」

「なにをあげたらいいか分からなくて」

「食べているから平気でしょう。この子、どうしたの？」

「今け朝さ、学校の敷地で拾ったの。ケガはしていないみたいだけど、元気がなくて……」

「今朝？　……そう、今朝……」

　来栖さんはちょっとの間、爪つめを噛かむ仕し草ぐさをした。なにかまずいことでもあったかな、と思ったけれど、次の語ご調ちようは特に変わったところはなかった。

「その割に、よく懐なついているわね。川かわ原はらさんのことを親だと思っているのかしら？」

「うーん……どうだろう？」

　餌えさを与えてはいるものの、本能で食べているって感じだけど。

「この子、名前は？」

　と、来栖さんが訊きいた。名前？　その時になってやっと名前のことに思い至った。

「で、でも寮はペット禁止だし」

「あら、そうなの。でも元気になるまで世話をするのなら、名前とかあったほうがいいんじゃない？　それに、川かわ原はらさんに気を許しているみたいだから……このまま保護してもいいと思うけれど。人なれする鳥だから。頭もいいし」

　人なれする、頭のいい鳥？

「この鳥のこと、知っているの？」

「えっ？　ああ、ええと……知ってはいるけど……それは……そう、友人！　友人が飼っているのを見たことがあって……」

　と、来くる栖すさんは言葉を探すように答えた。まるで、なにか秘密があるような、ないような……。なにはともあれ、来栖さんが共きよう犯はんになってくれるらしいということは間違いないようだった。動物好きの人に悪い人はいない、という言葉が頭のなかでエコーする。話の分かる人でよかった。というか、むしろ、積極的に奨すすめられているような気がした。

「名前は……じゃあ、ルース、かな」

「ルース？　すてきな名前ね。よろしくね、ルース君」

　来栖さんは、そう言って笑ってルースに頭を下げた。見た目はきりりと厳きびしい感じだったけれど、案あんに相そう違いして優しい人のようだった。

　どんな人だろうと、かなり身み構がまえてはいたけれど、ルースの一件のおかげで、来栖さんに対する緊きん張ちようは、少し緩かん和わできたような気がする。

　その後、簡単に寮りようの案内をした。どんな説明をしようか悩んでいたものの、

「そういえば寮りよう長ちようさんが、椿つばき館かんがどうとか言っていたけど？」

　と、来栖さんのほうから切りだしてくれた。

「それはこの寮棟とうの愛あい称しよう。私たちの南館が椿館で、北館が柊ひいらぎ館」

「面白いわね。もしかして、男子寮も愛称があるのかしら？」

「たしか、南館が烏からす館で北館が燕つばめ館だったと思う」

「どうして、そのような名前がついているの？」

「寮の玄関横よこに飾られている絵のタイトルよ。うちの学校関係者の絵らしいけど」

　実に個性的な絵を描いている人だ。個性的すぎてタイトルがなければ、それが椿なのか柊なのか言われても分からない代しろ物ものだ。

　その後も来栖さんから「ここは？」「お風ふ呂ろは？」と聞いてくれたので案内しやすかった。

　玄関を挟んで片かた翼よく一五室、ワンフロア三〇室の五階建て。同じ構造の北館があって、あいだに自習室、談だん話わ室、それに大だい浴場がある。一室の定員は二名だから寮の最大収しゆう容よう人数は六〇〇名ということになる。誠せい城じよう学園は女子の人数が多いので、ほぼ満まん室しつ状態だ。まれに、幸運な一人部屋もないことはない。

　椿館の南にある巨大な建物は一階二階が食堂、三階四階が自習室になっている。

「食事は、朝あさ昼ひる夜よる、ここで取ることになるのね？」

「うん。寮内はパジャマでもＯＫだから、お風呂や談話室にもそのままの格かつ好こうで行けるけど、食堂は男子寮りようにも繋つながっているから、着き替がえてから行ってね」

「なるほど。気をつけます」

　食堂を通れば、直接、校舎に入れるようになっているから、雨の日でも濡ぬれることはない。その点は便利だ。

「自習室が多いのね」

「寮室が二人部屋だからね。それに、芸術科の生徒用に防音されたピアノ室とかあるのよ」

「芸術科もあるの」

「……知らずに入学したの？」

「あ、いえ……そういえば、学校案あん内ないにあったような気が……」

　ま、普通科にいたら、あまり関係はないか。

　来くる栖すさんは、その後「手続きがあるから」と言って出て行ったきり、この時間になっても帰ってきていない。なんの手続きをしているのだろう？　それとも、人ひと好ずきのする学園長につかまって、話しこんでいるのだろうか。




　　　４月７日（月）




　いよいよ今日から新学期。来栖さんも同じクラスだった。とはいえ、来栖さんはほかのクラスメイトのように「同じクラスになったわね！」と、はしゃぐような性格ではないようで、静かにたおやかに自分の席に腰掛けていた。私はといえば、来栖さんに声をかけるべきか、それとも一年の時のクラスメイトに「また同じクラスね、よろしく」と声をかけるべきか迷っていた。でも声をかけても迷めい惑わくがられるかもしれない。ここはひとつ、新しい学年新しいクラスになったことで気持ちを改め、初しよ対面の子に声をかけようかと逡しゆん巡じゆんしているあいだに、友達の輪は完成して、私は入れずに終わってしまった。友達の輪をつくっている人たちをぼんやりと横よこ目めにしていると、

「ミス誠せい城じようと同じクラスか」

　そんな言葉が耳に飛びこんできた。

　周囲の会話に注意をしてみると、どうやら、みんなの話題はほとんどミス誠城のことのようだった。はて、そんなものあったっけ、と記き憶おくを掘り起こした。そういえば、去年の文化祭の時に公式行ぎよう事じではなかったけれど、生徒間かんでそんな投票がされていたという話を比ひ呂ろ美みから聞いたような気がする。興味もなかったし、誰も投票の誘いにこなかったから、すっかり忘れていた。当然、誰がミス誠城になったかなんて知らなかった。

　注意して見ると、一番大きな輪の中心に、とびきり可愛かわいい女子がいるのが見えた。明るい褐かつ色しよくの髪はふわふわしていて、驚くほどの小こ顔がおにまるで化粧を施ほどこしているようなくっきりとした目め鼻はな立だちと、朱しゆ色いろの唇くちびるが印いん象しよう的。もしかすると、本当にお化粧をしているのかもしれない。一いつ瞬しゆん見ただけで、記き憶おくに残るような美少女ぶりだ。小説の世界なら、さしずめ勇ゆう者しやに救出される王女さまといった感じ。

　取り巻きのなかには一年の時のクラスメイトも何人かいたけれど、言葉を交わしたことなどほとんどない人ばかりだった。もっとも、私が言葉を交わしていたのは比ひ呂ろ美みだけだったから。

　まあ、私には縁えんのない人になることは違いなかった。

　そして。ああ、そして！　去年と同じ轍てつは踏むまいと心に誓ちかって登校したにもかかわらず、またしてもやってしまった。

　始業式が終わって、ホームルームの時間のことだ。誰がなにをしようと、決して関わるまい、と思っていたのに。

　クラス委員は担任による指名制せいだから免まぬがれないとして、その他の委員の決定方法だ。

　立候補者しやなんてそうそういるわけもないけれど、美び化か委員は趣しゆ味みで中ちゆう等とう部ぶ時代から引き受けている人がクラスに毎年一人はいる。あれは、どういった種類の趣味になるのだろう？

　で、いよいよ図書委員を決めようということになった。

　朝あさ昼ひる放課後ごに図書館で図書の貸し出しなどを行うため、本好きであろうとなかろうと不人気になってしまうことは分かる。自分の時間を割さかないといけないから。

　みんなのあいだで、静かな役目の押し付け合いがはじまっていた時、

「明あ日す香かは、どう？」

　という声が背後から聞こえた。斜め後ろを振り返ると、例のミス誠せい城じようと思おぼしき美少女が、つんと唇くちびるを尖とがらせていた。

「あたしは、いやよ。どうして、そんな面めん倒どうなことをしなくちゃいけないのよ」

　ひそひそと、彼女の名前を出した子、たしか濱はま田ださんだ、と会話を続けていた。

「だって、ほら、去年のなんとかって賞にもうちょっとだったんでしょう？　明日香、小説を書くくらいだから、本とか好きなのかなって」

　賞にもうちょっと、小説を書く、明日香。ぴんとくるものがあった。

　たしか、去年のサファイア文ぶん庫こ新人賞で二次選せん考こうまで残っていた人だ。去年、ちょっとした騒ぎになっていた。剣けん崎ざき明日香ってペンネームだと思っていたら、どうやら本名で、うちの学校の子だったらしいということまでは、比呂美から聞いて知っていた。

　そうか、その人がミス誠城だったんだ、と考えていたら、

「その話はしないで」

　ぴしゃりと、剣崎さんは一いつ蹴しゆうした。

「少女小説なんて、子供っぽい。あたし、今は純じゆん文学を読んでいるの」

「え、そうなの？」

　話しかけた人は、残念そうな口く調ちようで答えていた。

「そうよ。九く条じよう賞の最年少受じゆ賞しようを目指すんだから」

　九く条じよう賞って、あの純じゆん文学で有名な賞のことだろう。そうか、純文学なのか。

「だいたい、委員なんて、やったって何の役にも立たないでしょ。時間をとられるだけで。面めん倒どう臭くさい。去年もやった人がなればいんじゃない？　このクラス、誰かいないの？」

　すると、濱はま田ださんの隣となりに座っていた女の子が口をはさんだ。

「いるわよ。一年の時に私と同じのクラスで図書委員をしていたの。藤ふじ島しまくん」

「どの子？」

「それが、今日は風か邪ぜで休んでるって」

「ちょうどいいじゃない。はーい、委員長！　藤島くんを推すい薦せんします」

　おやおや。おしつけられてしまった。

　貸し出しをしたことがあれば、彼がその役目に不満を抱いていたことは誰でも知っている。一年の時はアミダクジで当たってしまったと、図書館で言っていたのを聞いたことがある。

　欠けつ席せき裁判か。こんな日に風邪を引いたことを不運だったとあきらめられるか。一年間も。

「やあ、あの」

　間延びした声が右みぎ隣から聞こえた。隣の席に座っていた男子が、はい、と挙きよ手しゆしていた。

「はい、えと……鳳おおとりくん」

　座席表を見ながら委員長が発言を許可する。おおとり？　珍しい名前。彼は指名されて立ち上がると、

「欠席裁さい判ばんはどうかと」

　と、涼しい声で言い放った。ざわざわと教室が騒がしくなった。波なみ風かぜ立てず、穏おだやかに決まろうとしていたことに、一いつ石せきが投じられた。

「じゃあ、あなたが立候補したら？」

　鳳くんの言葉に剣けん崎ざきさんが反論をすると、そうだそうだという声が一いつ斉せいに聞こえた。それとこれとは別べつ問題だろう、とむかむかした。

　駄だ目めだ。ここで抑えなくては、去年の二にの舞まいになってしまう。

「それじゃあ、欠席裁判と変わらなくなってしまうよ」

　鳳くんは笑みながら返した。その柔らかい物言いに、剣崎さんと同調していた男子たちは黙らざるをえなかった。

　ちょっと感心してしまった。喧けん嘩かするわけでもなく、でもちゃんと主張している。私だったらきっと喧嘩腰ごしになっていただろう。まあ、おかげで一年の時は失敗をしたわけだが。

　だから、あえて議ぎ論ろんに参加しないよう、意識を窓の外に向けた。

　その時だったと思う。白いなにかが緑みどり濃こい森をよぎった。え、と目をこらした。それは、木々の間を行ったり来たりしていた。わずかに顔を窓に近づけて、疑問は確信にかわった。

　ルースだった。閉じ込めたままでは換かん気きが悪いと、窓を少しあけていた。まだ飛べないだろうと、高をくくっていたのが悪かった。

　ルースはよたよたと木から木へと飛び移っていたが、それは飛ぶというよりは滑すべり落ちている、という感じだった。まだ十分に回復していないんだ、ということは素しろ人うと目めにも分かった。どうしよう。そわそわと外を見ていると、やはりというか、別の枝に移ろうとしたルースは枝に止まるどころか激げき突とつし、落下してしまった。

　ルース！

　声にならない悲鳴をあげた。……つもりだった。

「か、川かわ原はらさん？」

　委員長の声が、やたらに耳につく。

　はっと気づくと、しんと静まり返った教室内で私は一人立ち上がり、クラスメイトの注目を浴びていた。今いま思い返しても恥ずかしい！　固唾かたずを飲んで私の言葉を待っている、顔、顔、顔。隣となりの席の鳳おおとりくんだけが、面白そうな視線をむけていた。

「ええと」

　とりあえずごまかしながら、どうして自分は一人立っているのだろう、と考えたように思う。

　ルースが心配だった、から。でも、ルースのことは秘密だから言えない。

　今にして思えば、すみません、寝ぼけていましたと言うべきだったかと後こう悔かいしている。その時は、議題にあった発言をすべきで、そうだ、鳳君の発言に賛成です、それでいこう……と、口を開くまでは考えていたと思う。いや、そうだった。

　それなのに。

「図書委員に立候補します」

　口から飛びだしたのは、自分でも予想外がいの言葉だった。なぜ？　どうして？　そりゃあ、欠けつ席せき裁判はよくないと思っていたし、やりたくない人に無む理り矢や理りやらせるくらいなら、それなら私が、とほんの少しだけ、思わないわけではなかったけれど……。

「えー、藤ふじ島しまくんを推すい薦せんする意見もありましたが、立候補がありましたので、ここは立候補者の意志を優先させるということで、川原さんに図書委員になってもらっていいですか？」

　委員長の言葉にぱらぱらと同意の拍手があり、議ぎ決けつされてしまった。

　ああ、なにが立候補者の意志を優先よ！　委員長のバカ！

　ていうか、自分のバカー！

　とにもかくにも、こうして、私は図書委員になってしまった。放課後には早さつ速そく、図書委員会が開かれ、朝あさ昼ひる放課後ごの図書館当とう番ばんが決められてしまった。

「川原さん、格かつ好こうよかったわよ」

　とは、寮りように帰ってきた来くる栖すさんの言葉だ。私は、手のなかで眠るルースの頭を撫なでているところだった。

「欠席裁さい判ばんになるところを、私がやりますって啖たん呵かをきるなんて」

「立候補するつもりじゃなかったんだけど」

「そうなの？　すごい勢いで立ち上がっていたけど？」

「それは、その……窓の外を見ていたら、ルースが木から落ちて……」

「えっ!?」

「それで驚いて立ち上がったら、あんなことに」

「……ぷっ」

　来くる栖すさんは小さく吹きだすと、我が慢まんできないといった感じで笑った。

「ご、ごめんなさい。そうなんだ。川かわ原はらさんって、けっこう、後あと先さき考えないタイプなのね」

「えー、えー、そうですよ」

　それで去年も失敗したんだった。どうってことのない議ぎ題だいだったのに、中等部からの持ち上がり組が高等部からの編へん入にゆう組に対して「うちの学校の伝統を知らない奴やつは口を出すな」的な態度を取ったことが発ほつ端たんだった。それで、まあ、ちょっとした議ぎ論ろんが勃ぼつ発ぱつしてしまったのだった。今は、ちょっとだけ反省しているが。

「でも、ルースも無事でよかったわね」

　それは本当に。あのホームルームの後、大急ぎで落ちた木の下に向かうと、私に気づいたルースは胸に飛び込んで来た。私を探していたようにさえ感じた。

「まあ、一年間、がんばってね、図書委員さん」

　うう、とため息混まじりに答えるしかなかった。

　それから、比ひ呂ろ美みに手紙を書いた。誠せい城じようは電波が悪くて携帯電話は持っていないし、比呂美はパソコンを持っていない。古こ風ふうだけど手紙は一番確かく実じつ。新しいルームメイトのこと、ルースのこと、今日のことを書いた。きっと笑うだろうなぁ。成長していないと言って。




　　　４月８日（火）




　ああ、もう、いったい、なんなの！

　浦うら島しま太た郎ろう、桃もも太た郎ろう、金きん太た郎ろう、人にん魚ぎよ姫ひめにシンデレラ。たしかに、どれも読み継がれてきた素晴らしい作品だけど、高校生が購こう入にゆう希望図書にリクエストするようなものなのか？

　誰かが図書館のリクエストシステムをからかっているのか。それとも私は知らないけれど同名の別べつ作品があるのか。それなら、作者名めいを書くだろうから、それは違うと思う。もしかすると。本当にそれらの作品を読みたいと真剣に思っているのか。浦島太郎を？　でも実はちょっとだけ、ちゃんと読み返してみたいなあ、と思わないでもなかった。それで、

「このリクエストカード、本気なのかな？」

　一年の時に同じクラスで、図書委員になっていた加か藤とうさんに話しかけてみた。

「ああ、それ！　やっぱり川原さん、腹立った？　そうよね、ちゃんと真ま面じ目めに書いてほしいわよね。真面目といえば、川原さんってやっぱりすごいわね。図書委員に立候補したんですって？　私のクラスなんて、くじ引きよ、くじ引き！　貴き重ちような休み時間が台だい無なし！」

　と言うものだから、読んでみたいわね、とは言えなかった。そんなことを言えば変へん人じんの称しよう号ごうに輪をかけてしまうだろう。ただでさえ、気が強くて図書委員に立候補する変わり者と思われているのだから。……今いま更さらではあるけど。

　変わり者といえば、隣となりの席の鳳おおとり鷲しゆう一いち郎ろう。今年から誠せい城じように編へん入にゆうしたらしいけど、言動が少し変わっている。

　あれは三時間目がはじまる前のことだったと思う。喉のどが渇かわいて、お茶を買いに行った。教室の位置的に、学がく食しよくの裏うら手てにある自販機が近く、ここは他のクラスからは遠とお回まわりになるため、穴あな場ばになっていた。

　が、先せん客きやくがいた。鳳くんだった。彼は自販機の前で、ボタンを押してはじっと考えこんでいた。しばらく考えては、ボタンを押し、取りだし口を覗のぞきこみ、再び考えこむ。

　そうこうしているうちにも時間は経たち、休み時間は減って行く。たまりかねて、声をかけた。

「どうしたの？」

「これって、どうやったら出てくるんだろう？」

　と首を傾かしげている。壊したのか、壊れたのか。せっかくの穴場自販機だったのに。先生に報告をしなければ。壊れたままでは後の人が困るだろうし。

　と、つらつら考えながら、どこが壊れているんだろうと、思った。ボタンを押して商品が出てこないのだから、壊れていると思うじゃないか！

　そこへ休み時間のかけこみ購こう入にゆうにクラメイト、三み沢さわくんだったかな、が走りこんで来た。

「なんだよ、おい、故こ障しよう？　ぐはーっ！　喉が渇いて死にそうだっつーの！　おい、どこが壊れてるんだよ？　詰まってんじゃないのか？」

　と、三沢くんはがんがん自販機を叩たたいた。その時、やっと私は気づいた。どのボタンも、点灯していない。それは、つまり。

「ねえ、いくら入れたの？」

「なにを？」

「お金」

「……お金？」

　もしかしなくても、あの男は自販機にお金も入れずにボタンを押し続けていたのだ。

「おいおい、マジかよ！」

　三沢くんは天を仰ぐと即そく座ざに小こ銭ぜにを入れ、目当ての物を購入して帰って行った。

「なるほど、小銭を入れていたのか」

　ふむふむと鳳くんは頷うなずいた

「自販機、知らないの？」

「いや、これが自販機ということは知っていた」

　でも、購入の仕方を知らなかったのだ、彼は！

「とりあえず、小こ銭ぜには？」

　と聞くと、えー、と頼りなげな返事。その時の彼が、なんとなく犬に見えた。

　しょんぼりと肩を落とし、なにを主張するでもなく、ただこちらを見つめている。

「おごるわ」

　と、言うしかないじゃない！

「えっ、本当に？　わあ、ありがとう！」

　学校内の自販機のジュースは、すべて百円に設定されている。たかが百円、されど百円。奨しよう学がく金きんで生活している私にとって、その百円の価か値ちは大きい。でも、すごい勢いで尻尾しつぽを振って喜んでいる彼を見ていると、まあ、いいかなと思ってしまった。

　案あんの定じよう、教室に帰ると、彼は金を入れずにジュースを買おうとした男として知れ渡っていた。

　まあ、私には関係のないことだ。

　ルースは順じゆん調ちように回復している。よかった。




　　　４月９日（水）




　生き物に、うかつに餌えさを与えてはいけない。

　登校すると、机の上にドリンク剤が置かれていた。いったい誰が忘れていったのだろう、と首を傾かしげていると、

「昨日のお礼、川かわ原はらさん」

　と鳳おおとりくんが声をかけてきた。どうやら、昨日の自販機の件を気にかけてくれていたらしい。しかし、ジュースの礼が、どうしてドリンク剤なんだろう。

「健康にいいって聞いたから」

「うん、まあ、そうね」

　せっかくだから頂ちよう戴だいしよう。と、キャップをひねると、おもむろに彼もドリンク剤を取りだしたではないか。

「なるほど、こうやって飲むのか」

　ドリンク剤の飲みかたを知っているとかいないとか、この際どうでもいい。

　朝の教室で、並んでドリンク剤を飲む男女！
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「おっ、なんだよ、昨日はがんばりすぎたのか？」

「これからがんばるんじゃないのか？」

　面白がってクラスメイトが囃はやし立てるし！　まったく、なにを考えているのか！

　そして、昼休みともなれば。

「川原さん、お昼はどこで食べているの？　食堂？　おすすめのメニューってなに？」

　と、くっついてくる始し末まつ。どうやら、うっかり与えたジュースが餌えさになって、なつかれてしまったらしい。

　なつかれるといえば。

「あんたが川かわ原はらさんだっけ。ああ、川原でいい？」

　と、休み時間、突とつ然ぜん声をかけられた。正直、誰だコイツと訝いぶかった。

「いやあ、話は聞いたよ。本当、マジ、助かったよ」

「きみ、藤ふじ島しまくんだっけ？」

　鳳おおとりくんが名前を言ってくれて、やっと分かった。そう、彼、藤島くんだ。藤島くんのおかげで図書委員をするようなことに……まあ、結果的には、楽しんでいるからいいけれど。　

「いやだなぁ、藤島くんだなんて他人行ぎよう儀ぎな。藤島でいいよ、あ、祐ゆう希きでもいいぜ」

　藤島祐希、と自己紹しよう介かいする彼は、鳳くんと比べて頭ひとつ背が低い。身長一五五センチの私からすれば高いけれど、成長期の男子のなかでは小こ柄がらなほうだと思う。

「じゃあ、藤島」

「おう、なんだよ鳳」

　すっかり二人は打ち解けて、あっはっはと藤島くんは自分よりも背の高い鳳くんの肩を叩たたいている。彼のノリに少々ついていけないでいた時だったと思う。

「お、恭きよう悟ごじゃないか」

　藤ふじ島しまくんの視線の先には、来くる栖すさんと見み慣なれぬ男子が教室の扉とびら付近に立っていた。

「俺のルームメイトなんだ。桐きりゆ生う恭きよう悟ご。おーい、恭悟！」

　藤島くんが手を振ると、来栖さんの隣となりに立っていた男の人が回れ右をした。

「まったく素直じゃないな。恭悟、こっち、こいよ！」

　藤島くんに呼びかけられて、逃げるように出て行こうとした男子を引き留めたのは、来栖さんだった。来栖さんに引き留められた男子は、私たちのクラスにしぶしぶ入って来た。来栖さんは大人おとなびた美女で、桐生くんという男子もなかなかの美形なものだから、その二人が並んで歩くと、かなり目を引いた。

「よっ、なんだよ。休み時間にまで俺に会いにきたのか？」

「……祐ゆう希きもこのクラスだったのか」

「なんだ、俺に用じゃないのか」

「残念ながら」

「んじゃ、なんの用だよー」

「そっち」

　桐生くんが指さしたのは、鳳おおとりくんだった。ということで、来栖さん、鳳くん、桐生くんは知り合いのようだった。

「あれ、来栖さんも鳳くんと知り合いなの？」

「まあ、ええ」

　と、来栖さんは困ったように俯うつむいてしまった。その仕し草ぐさは、まるで知られては困る関係を知られてしまったような……もしかして来栖さんは、鳳くんのことを？　鳳くんはちょっと変わっているけれど、好感はもてる。来栖さんがそうなら、私は応援するつもりだ。

「なにかあったのか？」

「あさって、オリエンテーリングがあるだろ」

「オリエンテーリング？」

　鳳くんはきょとんと首を傾かしげている。桐生くんの眉まゆが苛いら立だたしげにあがった。

「植物園に行くことになっているだろう？」

「ああ！　そうだった、そうだった。みんなで行くんだよね。楽しみだなぁ」

　鳳くんはまるで遠足に行く小学生のように嬉うれしそうな顔をしていた。

「それで？」

「それで、じゃないだろ。俺たちのクラスも、同じく植物園に行くことになったから」

「あ、そうなんだ。やー、みんな一緒か。よかった、よかった」

　鳳くんは、暢のん気きに笑っているけれど、桐生くんと来栖さんの顔は真剣だ。

「園についたら一緒だが、バスは別だから……」

「あ、うん、そうだね。一緒に乗れたらいいのにね」

　あくまで暢のん気きな鳳おおとりくんに対し、桐きりゆ生うくんはなんだか苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔をしている。

「まあ、いいけどな。とにかく、気をつけろよ」

「ああ、そうだね」

　と、鳳くんはにこにこと笑っていた。そこで予よ鈴れいが鳴ったので、二人は自分の教室に帰ってしまった。

　たかがオリエンテーリングで、なにに気をつけると言うのだろう？

　会話の途中で「はしゃいじゃって、ばかばかしい」という声が聞こえてきたのは、とりあえず聞こえなかったことにした。ちらりと見たら、剣けん崎ざきさんが不満げな顔を私たちにむけていた。……なにか、怒らせてしまったのだろうか。

　寮りように帰ると、来くる栖すさんに鳳くんと桐生くんのことについて突とつ撃げき取材を敢かん行こうしてみた。

「来栖さん、桐生くんって知り合いだったの？」

「ええ、まあ……以前からの知り合いよ」

「誠せい城じように、鳳くんと桐生くんと、一緒に編へん入にゆうしてきたの？」

「そういうことになるわね」

「鳳くんのこと、どう想っているの？」

「え!?　……あ、あの、その、大切な、友人よ」

「……へー」

　うーん、これは間違いない！

「がんばってね」

　私が言うと、来栖さんは、ちょっと困ったように俯うつむいてしまった。可愛かわいい。




　　　４月10日（木）




　ついに犯人をみつけた！

　毎日毎日、図書館の購こう入にゆう希望図書にやれ一いつ寸すん法ぼう師しだ、親おや指ゆび姫ひめだと、リクエストしてきた犯人！

　購入希望を書き続けた犯人は、やはりというか、らしいというか、鳳くんだった。

　放課後の受付のため図書館にいると、鳳くんがきた。長身でスタイルはよく、笑顔は優しく、眼鏡めがねが理り知ち的に見える鳳くんは、黙って立っていたら、十分、人ひと目めを引く。

　貸し出し口のカウンターに彼が立つと、私を押しのけて、奥でお菓子をつまみに喋しやべりまくっていた一年の図書委員の女の子とその友人たちが飛びだして来た。

「えー、なにを希望されているんですか？　優先的に購入するようにします」

「興味あるわ！　私も読んでみたーい」

　そんな彼女たちに、鳳くんの答えは、

「いやー、猿さる蟹かに合がつ戦せんなんだけど」

「はい？」

　おそらく、彼女たちの目は点になっていたはずだ。かくいう私も、危うく椅い子すから転げ落ちるところだった。

「猿さる蟹かに合がつ戦せんって、あの、昔むかし話ばなしの？」

　この歳としでそんなものを読むのか、と呆あきれたりもしつつ、じゃあ、どんな物語だったか、覚えているのかと問われると、ちょっと怪しい。だから、読んでみたいとちょっとは思った。

「猿軍ぐん団だんと蟹軍団が戦ったんだろ、これ」

「えーと、どうだったかしら？　ねえ、先せん輩ぱい？」

「違うわよ」

　少なくとも、猿軍団とか蟹軍団などは出てこなかった……はず。

「え、でも、猿蟹合戦だろ？」

「タイトルはね」

　どう説明したものか、悩んでしまう。

「猿が蟹に悪さをしたから、蟹の友達が仕し返かえしをしたのよ」

「悪さ？　それって、どんな？」

「えーと、たしか柿かきの木に登って……」

「猿が？」

　たしか、柿の木は蟹が育てたもので、甘く熟うれた柿を猿が食べて、硬い渋しぶ柿がきを蟹に投げたものだから、それで……。やっぱり、細さい部ぶは思いだせない。

「う、うん。たぶん」

　それで、臼うすが猿に乗っかったり、蜂はちが刺したりという仕返しをしたと思うのだけれど。

「じゃあ、川原さん、親おや指ゆび姫ひめって知ってる？」

「読んだことはあるわ」

　見開きいっぱいに描かれた絵と、それに添えられた物語のイメージを思いだすことはできる。うん、たしかに読んだことはある……はずだ。花の上に座っている親指姫とか……ツバメに乗っている親指姫とか……。親指姫は、どうしてさらわれて、誰に助けられたのか。

「カエルとかツバメとかが出てくる話よね」

　でも、どういう役だったか覚えていない。どうなったんだっけ。

「呪のろいをかけられて小さくなったお姫様が、王子のキスで元の大きさに戻る話？」

「違うわよ！」

　なんだか別の話が混じっている気がする。というかタイトルの印いん象しようだけで言ってない？　本気で読んだことがないのか？　なかったとしても少しくらい知っているものじゃないの？

　とはいえ。鳳くんの問いにまともに答えることができないのだから、人のことはいえない。小さいころは、わくわくしながら読んだはずなのに、肝かん心じんのところを覚えていない。読書好ずきとか言いながら、現実はこんなものかと、我ながら呆あきれてしまう。

「うーん……覚えていないものね」

「じゃあさ、購こう入にゆう、検討してみてよ」

「そうねぇ」

　と、うっかり同意してしまいそうになってしまった。

「って、そんなわけにはいかないわよ！　予算だってあるのよ」

　貴き重ちような購入費ひ用ようで猿さる蟹かに合がつ戦せんを購入したりしたら、人気のある文庫の新刊を希望している人たちに申し訳ない。

「駄だ目めかな？」

「基本的に、購入はリクエストの多い順だから」

「うう、民主主義の弊へい害がいだ」

「最大多た数すうの最大幸こう福ふくよ。でも」

　リストには載せておくと言うと、えらく喜んでいた。無む邪じや気きに喜ぶその様さまは、やっぱり犬みたいだった。尻尾しつぽを振って喜んでいる大型犬けん。ちょっとだけ、可愛かわいいと思ってしまったりした。私としたことが。気の迷いに違いない。

　ルースは随ずい分ぶんと元気になった。幸い、大きな声で鳴くこともなく、頭がいいのか、私のいいつけをよく守っている。ただ、部屋に帰った私に喜んで、頭に止まりにくるのだけは直らない。頭の上で落とし物をしていくのは勘かん弁べんしてほしい。

　鳥ってトイレのしつけはできるのだろうか？　明日、図書館で飼育書でも見てみよう。

　それにしても。パソコンを起き動どうさせても、あのファイルはさっぱり開く気になれない。もう四日、まったく手をつけていない。週末にがんばろう。




　　　４月11日（金）




　今日のことを、どう書けばいいのだろう。日記だから、今日起おきたことを書けばいいのだけれど。けれど、どんなに事実を書いてもフィクションにしかならない。

　あー!!　今いま思い返しても、やっぱりあれが現実とは思えない！　でも、ま。どうせ日記だし、誰が読むでもないし。とりあえず、書いておこう。

　今日はレクリエーションの日。それぞれのクラスで一日、なにをやってもＯＫな日だ。

　去年はキックボールをするとか言ったら、いつの間にか他のクラスも名乗りをあげてきて、クラス対たい抗こう試合になっていた。今年はできれば、スポーツは勘弁してほしいと願っていたら、願いが神に通じたらしい。

　写生会かいに決まってしまった。

　は？　高校生が写生会？　とも思ったけれど、要は、写生会と称しようして公園に出掛けて、遠足気分でまったり、ということらしい。桐きりゆ生うくんたちの１組と合同の写生会かいだ。目指すは大おお森もり公園。県内ではわりと有名な植物園だけれど、私は初めてだったので、写生とかレクリエーションとか関係なく、素直にわくわくしていた。

　鳳おおとりくんはバスのなか、隣となりの席の神かん崎ざきくんをあれこれと質問攻ぜめにしていた。

「あのでかい橋はなに？」

「橋って、あれは高速道路じゃないか」

「じゃあ、あれも？　うわ、なんか長いよ、あれ！」

「あれは新幹線」

　おいおい、どこの未開の地からやってきたんだ、という突っこみが入る。さすがは、自販機の使いかたを知らなかっただけある。

「あ、あれ！　もしかして、あれが飛行機？　ねえ、川かわ原はらさん」

「あ、止まったよ。ついたのかな、川原さん？」

「川原さん、あれかな、大森公園」

　気がつけば、彼の質問は、私に向けられていた。まあ、私の前に座っているから仕方がない。鳳くんの隣に座っていた神崎くんは、早々と質問に匙さじを投げていたから。くじで決まった席とはいえ、どうしてこうも鳳くんと縁えんがあるのだろう。

　そして。はたと気づけば、鳳くんは弁当を持って、私の隣に立っていた。園内では自由行動ということで、あらかじめ一人一人に弁当が手渡された。集合時間までに適当に絵を描いて、昼飯はコンビニ弁当のようなこの弁当をどこかで適当に食え、という日程だった。

　なにがどうなったのか、いつのまにか私は、鳳くんと来くる栖すさん桐生くん、それに藤ふじ島しまくんまで、五人でお弁当を食べることになってしまった。

　青空の下、弁当を広げると、桐生くんと藤島くんの漫まん才ざいがはじまった。

「うわー、この天てん麩ぷ羅ら、ピーマンじゃないか！」

「なんだよ、うるさいな」

「俺、ピーマンは駄だ目めなんだ」

「ガキめ」

「そういう自分はシイタケ食ってないじゃないか」

「食わなくても死なない」

「ガキー」

「なんだと」

「俺は大人おとなだからシイタケくらい食べられる」

「俺だってピーマンくらい食べられるさ」

　気がつけば、二人はおかずを交換しあって食べている。微笑ほほえましい光景だった。

　振り返ってみれば、あんなふうに和わ気き藹あい々あいとご飯を食べたことって、この数年なかったことだった。中学の頃はお母かあさんは働きに出ていたし、誠せい城じように入学してからは、食事はほとんど一人だった。比ひ呂ろ美みは人気者で、ほかの友人と一緒にご飯を食べることが多かったから。

　いつの間にか、食事は一人のほうが静かでいい、なんて思っていたけれど。みんなと食べたお弁当は、ピーマンとシイタケは入っていたけれど、とても美お味いしかった。

　桐きりゆ生うくんと藤ふじ島しまくんの会話に耳を傾け、時に笑い、来くる栖すさんとはおかずの交換までした。

　そして鳳おおとりくんはといえば、昼食のあいだも、あれは、これはと私を質問攻ぜめにした。昼食を終えて、ゴミ捨てに男性陣じんが席を外すと、来栖さんがにこりと笑った。

「どうやら、彼の面めん倒どうを押し付けられたようですね」

「そのようね」

　まあ、別にかまわないけど。無害だし。大型犬けんだし。犬は好きだし。そういえば、興味のあるものには鼻からつっこんでいくあたり、犬にそっくりだ。目につく植物は片かたっ端ぱしから寄って行き、案内板を熱心に読んでいる。まあ、植物園にきて植物を見ない人よりは、ずっと好こう感かんが持てるのも事実だ。

「でも、来栖さんと鳳くんの邪じや魔まじゃない？」

　せっかく教室の外で来栖さんと鳳くんが一緒にいられるのに。下へ手たになつかれたものだから、鳳くんは私ばかりに声をかけてくる。これではいけない、と切りだしてみた。

「そんな！　すごく楽しそうだし……一緒にいてあげてください」

「でも……」

「本当に、いてください！　鷲しゆう……鳳くんも、そのほうが嬉うれしいと思うし」

　その時は、鳳くんと来栖さんの関係って、よく分からなかったから、てっきり、来栖さんは鳳くんにラブなのだと思い込んでいた。

　だって。来栖さんは、たまたま偶然と言っていたけれど、編へん入にゆう生せい同士が知り合いっていうのは、ちょっと珍しい。前の学校で同じだったとすれば、

「俺、誠城に転校するんだ」

「ええっ、それなら、私も一緒に行くわ！」

　なんていう流れがあっても不ふ思し議ぎではない。

　黙って立っていれば鳳くんはそれなりにハンサムだし、来栖さんは口を開いても大人おとなっぽい、美人。つまり、似に合あいの二人と言えなくもない。そう思って来栖さんを見ていると、彼女の視線は常に鳳くんにむけられていた。うーん……やはり、来栖さんは……？

　適当に写生を済ませ、そして、時間はあっと言う間に過ぎ去った。

　楽しい時間は早く感じる、というのは本当だろう。五人でお弁当を食べ、植物園を散さん策さくし、いちおう写生もした。一秒一秒、どんなことがあって、どんなことを喋しやべったのか思いだせるほど充実していたのに、過ぎてしまえば一いつ瞬しゆんの出来事のように思える。

　それでも今日の植物園の一日は、思いだせばくすぐったくなるような、あったかい一日だった。きっと、来くる栖すさんたちのおかげだ。

　来栖さんといえば。鳳おおとりくんとの関係が気になって、写生どころでなかったことも事実だ。

　けど、もしも本当に二人がつきあっているのであれば、来栖さんのルームメイトとして、いろいろと手伝ってあげることとかもあるわけで。例えば、門限後ごに校内でデートをしたい時もあるだろうし、そういう時は同室なのだから、こっそり部屋から出ることや、アリバイ工作も手伝ってあげたい。

　とか、やきもきしていたら、いつの間にか集合時間になっていた。

　まだ下した書がきもできていなかった。大おお慌あわてで、緑で小高い丘を、赤やピンク、黄色で花を、そして空を青で塗りつぶし、小学生以い下かの写生を終わらせた。後で破り捨てよう。

　別になにをしたということもないのだけれど、帰りのバスは、ほぼ全員、眠っていた。

　担任も疲れていたのだろう、バスのなかにはいつのまにかくっついてきていた１組の桐きりゆ生うくんが乗っていたけれど、誰も気づくものはいなかった。

　行きの席はくじだったけれど、帰りは、もうてんでばらばらだった。神かん崎ざきくんは行きで懲こりたのだろう、鳳くんの隣となりを謹つつしんで辞じ退たいしていた。どうやら１組に彼女がいるらしく、それで桐生くんとバスを交こう替たいしたらしい。

　私は来栖さんに鳳くんの隣に座ってもらうつもりだったのに、窓まど際ぎわに座った私の横に、さっさと鳳くんが座ってしまった。

「あっち、行ったら？」

「迷めい惑わく？」

　あんまり悲しそうに訊たずねるものだから、つい、

「そんなことない」

　と答えてしまった。自分のバカ。

　結局、帰りのバスは、藤ふじ島しまくんと桐生くんが並んで座り、私の横に鳳くん、後ろの席に来栖さんが一人で座っていた。

　そんな席でもバスが発車して一〇分もすると、うとうとと眠りに誘われてしまい、あまり関係なくなってしまっていた。

　彼も眠っていたように思う。自分が寝ていたから、よく分からない。

　だから、最初、なにが起きたのかよく分からなかった。

　なにしろ、一いつ瞬しゆんのことだったから。

　身体からだが左右に揺さぶられる衝しよう撃げきで目が覚めた。

　続いて、クラクションの音。

　そして、悲鳴。

　最後に訪れたのは、一瞬の静せい寂じやくと、浮ふ遊ゆう感かん。

　窓の下にあるはずの道路が消え、眼下にあるのは鬱うつ蒼そうと茂る森の谷底。

　その先にあるものは。

　死？

　ほんの一時間前まで公園ではしゃいでいた。こんな未来が待ち受けていたなんて、誰に予測できよう。

　人生の最さい期ごに残したものが、あの写生画がだなんて！

　やり直しを要求する！

　神様！

　そんなものが存在しないことは知っていた。でも、願わずにはいられない。だって、それ以外に、あの状況を修正できる存在なんて知らなかったから。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくのあとは絶ぜつ叫きよう。

　楽しいオリエンテーリングのはずが、どうしてこんなことに！

「きゃ───っっ！」

　重なりあう悲鳴。

　死ぬ!?　死んでしまう!?

　パニックに身体からだが震える。どうして!?　どうしたらいいのっ!?

　不意に、誰かに身体を引き寄せられた。

「え？」

　私は誰かの胸のなかにいた。

「え？　え？」

　バスがどうにかなるなんてことよりも、その瞬しゆん間かん、私は誰の胸のなかにいるのだろう、ということで頭が一いつ杯ぱいになり、そして、鳳おおとりくんの胸のなかだとコンマ一秒で理解し、別のパニックに襲おそわれた。

「え───っ？」

　そ、そんな、なにするのよっ!?

　文句を言おうと、鳳くんの顔を見上げた。

　見上げた彼の顔は、とても、その、つまり……不ふ本ほん意いながら、とても凛り々りしかった。

「はやても龍りゆうの」

　鳳くんは、叫んでいた。

　と同時に、はっきりと見た。

　彼の、鳳くんの身体が光を帯び、その光が爆発したのを。

「吹かするなり……開け、扉よ！」
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　そして。

　どすん、と衝しよう撃げきが伝わり、バスは止まった。再び、バスは静かになった。

　なにが起きたか、誰も確認したくなかったのだろう。バスが止まった直後、動く者は誰もいなかった。

　意識があるとして、考えられるのは、これが噂うわさの死後の世界か、くらいだ。

　自分が生きているなんて信じられない。だって、谷に向かってバスはジャンプした！

　なのに、しっかりと瞬まばたきをすると、自分はちゃんとバスのなかに座っていた。

　信じられなかった。

　ふう、というため息が聞こえて、やっと少しだけ自分を取り戻した。見ると、鳳おおとりくんは随ずい分ぶんと青ざめた顔をしていた。すかさず、来くる栖すさんと桐きりゆ生うくんが気き遣づかうように鳳くんに声をかけた。

「鷲しゆう一いち郎ろうさま、このような……お身体からだは？」

「おい、顔色悪わるいじゃないか。大丈夫なのか？」

「さすがに物がでかいと、これが限界だよ。咄とつ嗟さに思いついたのはこの場所だしね」

「ええ。ここならば市民の騒ぎにはならないでしょうが……」

「衛えい兵へいの騒ぎにはなるだろうな」

「分かっている。でも少し時間をもらわないと連続はきつい」

「それはやむを得ないだろう」

　自分たちはどうなったんだろう、という静かなざわめきのなかで、三人の会話はあきらかに特殊だった。状況に、少しも驚いた様よう子すがなかった。

　三人の会話に口をはさむことはためらわれたけれど、聞かずにはいられなかった。

「なんのことなの？」

「いや、なんでもない。ちゃんと帰れるから、安心して」

　そう言って、鳳おおとりくんは青い顔をして無む理りに笑った。

　その間にも、一人二人、おそるおそるバスの外に目を向けはじめた。

「おい、ここ……どこだよ」

　呟つぶやきは、やがて、全員の共有となった。

　バスが止まっているのは、なんだかよく分からない広場だった。

　周囲には山や谷はもちろん、大きな建物はなにもない。だだっ広い、広場になっていた。広場には小さな白い石がびっしり敷き詰められている。ずっと向こうの方には建物が建っているが、高層ビルなどの現代的な建築物ではなく、なんとなくお寺のように見える。

　少なくとも、さっきまでバスが走っていた場所ではない。と、いうことは、やっぱり、ここは死後の世界？　誰もが、そう思ったに違いない。

「うわあ、俺、死んだのかな？」

「夢でも見ているんじゃないのか？」

「いてっ！　なにするんだよ！」

「痛いのか、そうか、夢じゃないんだな」

「自分を殴なぐれよ！」

「あれ！　あれ、見て！　なにか来たわよ」

　誰かの声に、あれは剣けん崎ざきさんだったと思う、全員の注目が一いつ斉せいにバスの外に向けられた。

　わらわらとバスを取り囲むように走りよってくる姿がある。死後の世界なら鬼おにかもしれない。

　そんな予想は、あっけなく覆くつがえされた。

　駆け寄って来たのは映画に出てくる憲けん兵ぺいのような格かつ好こうをした人間だった。人間とはいえ、その手には二メートルほどの槍やりのようなものをもち全員が武装している。それを視し認にんした女じよ生徒たちから悲鳴が起こった。

「おいおい、マジかよ」

　前の席に桐きりゆ生うくんと並んで座っていた藤ふじ島しまくんが呟いた。それから私たちを振り返り、「大丈夫？」と訊たずねた。

　無事の確認に答えながら、無言の鳳くんが気になった。あの呪じゆ文もんのような言葉と、不ふ思し議ぎな光。あれは、いったいなんだったんだろう。

　憲兵のあいだから小こ柄がらなおじいさんが足早にバスに近づいて来た。

「里さと見みが来たぞ」

　桐生くんが立ち上がり、鳳くんに声をかけた。里見って、あのおじいさんの名前だろうか。背後で来くる栖すさんも立ち上がる気配がある。

「うん、そうだね」

　その場にふさわしくない、あくまでもマイペースな鳳おおとりくんののんびりとした返事に、桐きりゆ生うくんは呆あきれているように見えた。

「鷲しゆう一いち郎ろうさま」

「うん」

　バスの通路に立った来くる栖すさんが鳳くんを促うながすと、鳳くんもおもむろに立ち上がった。鳳くん桐生くん来栖さんの三人は連れだって、悲鳴をあげているクラスメイトたちの間を通って、バスの扉に向かった。

「お、おい、動くんじゃない！」

　岡おか村むら先生が叫ぶ。その時だった。バスの扉が音を立てて開かれた。そして。

「鷲一郎さま！」

　叫びながら駆け込んで来たのは、老ろう爺やだった。テレビドラマか映画で見るような時代がかった衣装を身に纏まとっている。まるで神かん主ぬしさんのような、そんな格かつ好こう。おじいさんは、鳳くんの姿を認めると、よたよたと嬉うれしそうに駆け寄ってきた。

「おお！　扉が開かれたので鷲一郎さまだろうと思っておりました。ご無事で？」

「ああ、うん、なんとかね」

「しかし、突然のご帰き還かん、いったい、なにが！　それに、これは……」

「説明するから。これ以上、話をややこしくしないでくれ」

　そして、茫ぼう然ぜんと事の成り行きを見守っていた私たちを置いて、鳳くんと来栖さんはバスを降りて行ってしまった。

「何事？」

　剣けん崎ざきさんが、ぽつりと呟つぶやいた。

「知り合い？　鳳くんの？」

「え、でも、ここってどこよ？」

「ちょっと待てよ。そもそも、ここは日本なの？　さっきのはなによ」

「彼、異い世界の魔法使つかいなのかな」

「むしろ王子さま……？」

　谷に向かってジャンプしたバスが止まっていたのは、小石を敷き詰めた、見み慣なれぬ広場。周囲を取り囲んでいるのは槍やりを持った憲けん兵ぺいのような兵士。そして、鷲一郎さまとうやうやしく呼ばれた鳳くん。この状況から見て。

「じゃあ、鳳くんは、王子さまなわけ？　ここの……この世界の？」

　ここがどこかは分からないけれど、鳳くんが王子さまということは冗じよう談だんではなさそうだった。

　なんとすれば、兵士たちは鳳くんが歩く先を、モーセが海を割るように、道をあけて行く。誰もが頭を垂れている。その先に、兵士に遅れて、ちょっと偉そうな人たちがやってきたけれど、鳳くんに気づくと、皆、膝ひざを折って挨あい拶さつをしている。鳳くんの後ろには、ぴったりと来栖さんと桐きりゆ生うくんがくっついて歩いている。

「おいおい、マジかよ」

　誰かがつぶやいた。まったくだ。思わず、頬ほおをつねりたくなる。

　鳳おおとりくんは、何か手振りで説明をしている。来くる栖すさんと桐生くんは、その後ろに控えて黙って立っているようだった。

「来栖は、どういう関係かな？」

「さあ。隣となりに立っているのって、１組のヤツだろう？」

　ぼそぼそと後ろから声が聞こえる。

　鳳くんと桐生くんと来栖さん。鳳くんが異い世界の王子さまということは、桐生くんと来栖さんも異世界の？

　そうだ。思いだした。早朝散さん歩ぽのとき……六日だ。朝あさ靄もやのなかで聞いた不ふ思し議ぎな会話。

「ここが異世界ですか」

「さすが王子」

「扉を開いた」

　あの会話は鳳くんたちのものだったんだ。鳳くんが王子というのは冗じよう談だんではなかったんだ。

「あ、おい、帰ってくるぞ」

　一通り説明の終わったらしい鳳くんが、再びバスに戻ってきた。

「あー、どうも、お騒がせしました」

　いつもの笑みを浮かべたままで、とても、王子というようには見えない。

「えー、それでは、バスを移動させるんで、座ってください」

「待てや、こら！　もうちょっと説明しろよ！」

「移動って、どういうことだよ！」

　一いつ斉せいにブーイングが起こった。それはそうだろう。

「あー、つまり」

　鳳くんは、ちょっと困ったように頭を掻かいた。

「ここはさっきまでとちょっとずれた所で、ずれを直すと元の所に戻れるというわけで」

「全ぜんっ然ぜん、わからんぞ」

「もっと具体的に説明しろよ」

　いや、みんな、それは教えてもらう立場の発言としては、ちょっとどうかと……。

　それでも、鳳くんは、少しも態度を変えることなく、口を開いた。

「えー、つまり、ここは俺が以前に住んでいた所なんだ」

「それで？」

「それで、まあ、ここと日本はこんな感じになっていて」

　と、鳳くんは、両の手のひらをあわせ、少しだけ横にずらした。

「あー、なんとかワールドってやつか」

　パラレルワールド？

「んー、まあ、そんな感じ、なのかな？」

　どよどよと、再びざわめき。ほとんどは、信じられないとすごい、の二つ。

「これからどこに移動するの？」

「え？　元の場所だよ」

「えー、もう帰るのかよ！」

「見学させろよ、見学！」

「いいけど、僕は向こうに帰るよ。僕が向こうに帰ると、自じ力りきでは帰れないよ？」

　興味はあっても、帰れないのでは意味がない。さすがに、不ふ平へい不満はあれども、従わないわけにはいかないだろう。

「はい、それでは、帰りまーす。座って、座って」

　えー、とか、そんなー、とかの声の間を縫ぬって、鳳おおとりくんは私の横の席に帰ってきた。来くる栖すさんと桐きりゆ生うくんもさっきまで座っていた席に着く。

　椅子のあいだから、藤ふじ島しまくんが何か言いたげに桐生くんに顔を向けているのが見えた。私も、全く同じように鳳くんの顔をまじまじと見てしまう。私の視線に気づいたらしい鳳くんは、一いつ瞬しゆん、私に顔をむけると、にこりと笑みを浮かべた。

「すぐに戻れるから」

「は、早くしなさいよ」

「うん。ちょっと待っててね」

　別に心配とか不安とか、そんなことはなかった。急せかすつもりもなかった。ただ、鳳くんにリードをとられたままでいることが、癪しやくに障さわったのかもしれない。口を開けば、出るのは強がりばかりだ。

「よき方に赴おもむきて吹くなり」

　鳳くんの口から呪じゆ文もんのようなものが聞こえると、彼の身体からだが光を帯びた。バスがジャンプしたときに見た光と同じものだ。

「扉よ、開け！」

　バスは光に覆おおわれた。

　そして、私たちは、元の世界に帰った。そこは、誠せい城じよう学園の敷地内ないにある駐車場だった。朝、学校を出る時にバスに乗りこんだのと同じ場所。

「あれ？　ここ、もしかして学校？　山じゃないんだ」

「へー、こんなこともできるのか！　便利だなー」

　てっきり、バスが谷にむかってジャンプした、あの山の中に戻るのだと思っていただけに、一瞬、ここはどこだろうと思ってしまった。

　クラスメイトたちは口々に言いながら、鳳おおとりくんの肩を叩たたいて、バスを降りて行く。

　最後に残ったのは、鳳くんたちと藤ふじ島しまくん、それに私だった。

「川かわ原はらさんも」

「鳳くんって、王子さまなの？」

「え!?　ど、どうして!?」

　あの狼狽うろたえぶりは、やっぱり王子さまなんだと思う。

「本当なんだ」

「え、あー、んー……どうだろう？」

「どうだろう、じゃないでしょ。自分のことなのに」

「やー、まあ、そうだね」

　はははと鳳くんは笑う。やっぱり大型犬けんだ。

　私と鳳くんの横では、藤島くんと桐きりゆ生うくんが話し合いをしていた。

「おい、どういうことなんだよ」

「どういうもこういうも」

「なんで黙っていたんだよ」

　普通は、異い世界の人間だなんてこと、秘密にすると思う。

「水くさいじゃないか、秘密にするなんて！」

　どちらかといえば背の高くない藤島くんが、体格のいい桐生くんに食ってかかっている。雰ふん囲い気きとしては、小型愛あい玩がん犬けんが、大型使し役えき犬けんに吠ほえているように見える。

「そのうち、話そうと思っていたんだ」

　桐生くんが藤島くんの肩を叩たたくと、それで一件落らく着ちやくしたようだった。

「そうか……それなら、いいんだ」

　なんだか痴ち話わ喧げん嘩かのようにも感じたけれど、まあ、いいか。二人の問題だし。

　そう、考えてみると、私には別になんの関係もない。ルームメイトが異世界の住人かもしれないけれど、理解不ふ能のうな言語で会話をするわけでもないし、奇き妙みような習慣もない。いたって普通のルームメイトだ。それに、鳳くんにしたって、教室の席が隣となりで、ジュースをおごったりおごられたりしただけの仲じゃないの。

　でも、異世界ってものが本当に存在していて、そこと行き来している人がいて、その人物がほかならぬ、隣に立っている鳳くんだってことは、ちょっとは興こう奮ふんする事じ態たいに違いない。

　教室に帰ると、岡おか村むら先生は何事もなかったように写生画がを回収し、週末の注意事じ項こうと週明けの連れん絡らく事項を伝達した。それで、終わりだった。これで、終わり!?　そんなバカな！　だって、異世界よ！　魔法みたいに、ばーっと光って、バスが移動して……。

　どうしてこれで終わりなのという疑問は、前に座っていた男子の会話によって判明した。

「まあ、無事に帰ってこられたし。異世界、なんて言っても、誰も信じないよな？」

「まあなあ。俺たちの頭がおかしいと思われるか、夢でも見たんだろうって話で終わりだよな。証しよう拠こはないし」

「携帯で写真、撮とったけどな。でも証拠にはならないよなー。ただの観光写真みたいだものな」

「そうそう。それに、何者かは知らないけど、あいつはあいつだしな」

　それは、まあ、そうかもしれないけど！

　異い世界って事実は、もうちょっと、こう、なにか知りたいじゃないの！　寮りように帰るなり、来くる栖すさんに疑問をぶつけた。

「来栖さんと鳳おおとりくんと桐きりゆ生うくんは、異世界からきたの？」

「うん、まあ、そういうことになるわね」

「で、鳳くんは、王子さまってことなの？」

「えっ!?」

　どうしてそれを、という顔をして驚いた。それで、いつかの朝のことを話した。

「そう、聞いていたのね」

　来栖さんは、細い長い指を唇くちびるにあてると、秘密よ、というポーズをとった。

「鷲しゆう一いち郎ろうさまは光こう家けの方で、社会見けん学がくっていうのかな？　こっちの世界に留学に来たの」

「光家？」

「鷲一郎さまのような力を持っている人のことよ」

　光家。へー。そんなふうに呼ぶんだ。

「それって、実はこっちの世界の政府の偉い人は知っているとかいう……」

「いいえ。知っているのは、ごく一部のかたよ。例えば学園長とか」

　なるほど。どういう経けい緯いで知り合ったのかは分からないけれど、異世界の人間を受け入れるとなれば、知っていても当然か。

「それで、来栖さんもあっちの世界の重じゆう要よう人物だったりするの？」

「いいえ、まさか！　私は護ご衛えいみたいなものよ」

　護衛……王子を守る、護衛……騎き士し？

「桐生くんも？」

「ええ。私と恭きよう悟ごは、小さい時から一緒に鷲一郎さまをお守りするために育ったの」

　桐生くんは騎士で、来栖さんは女おんな騎士だったんだ！　異世界にやってきた王子と女騎士。ロマンスの香り！

　人生、なにが起きるか分からない。こうやって、今日のことを思い返して書き記してみても、やっぱり、バスが危うく事故を起こしそうになったくだりからは、ＳＦかファンタジーのように思えてならない。

　でも。そんなフィクションのような現実が、すぐそこにあったんだ！　異世界って、本当に存在したんだ！　すごい！　そんな事実を知っただけでも、なんだか世界が違って見えるような気がする。あー、明日見みる世界はどんなふうに見えるんだろうか。とても楽しみ。

　だから、今日は、もう寝ることに……って、窓の外、明るい。え、もう五時？　今日が土曜でよかった。ついでだ。今から比ひ呂ろ美みに手紙を書こう。

　それから。

　寝よ。
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　やっとの思いで伯お母ばが経営する宿に到着すると、伯母は待ち兼ねていたように温かいお茶を出してくれた。その温かさにほっと一息つけた。

「祭りにむけて、どんどん人がきているから、警けい戒かいも厳げん重じゆうになっているようだね」

　警戒を理由に裸はだかにされても納なつ得とくできない。アリシエルは憤ふん然ぜんとした。

「だいたい、あの子、なんなのよ」

　あの少年に元げん凶きようがあるとしか思えない。そんなアリシエルの言葉を聞いた伯母の表情が、さっと変わった。

「あの子は……エリュオウさまはリスティスの王子なんだよ」

「王子？　あの子が？　リスティスって、あのオアシスの？」

　ぼろ布をかぶって城門に座っていた少年と、王子という存在が結びつかず、アリシエルの声は大きくなった。

「エリュオウさまは魔ま石せきを持っていて、魔石を持った人間がいないか、調べているのさ」

「魔石……吟ぎん遊ゆう詩人が村に来たときに謳うたっていたのを聞いたことがある」

「お話じゃないよ。魔石は本当にあるんだ」


アリシエル譚たん詩しより












　　　４月12日（土）




　昨日のことをゆっくり考えようと、図書館へ行ったときのこと。

「や、川かわ原はらじゃないか」

　藤ふじ島しまくんと桐きりゆ生うくんが並んでやってきた。目が自然と、鳳おおとりくんの姿を探してしまう。桐生くんは鳳くんの護ご衛えいなのだから、近くに鳳くんがいるかもしれない。

　予測どおり、二人に少し遅れて鳳くんと来くる栖すさんがやってきた。来栖さんは鳳くんに目もく礼れいして離れると、テーブルに座って手にしていた本を広げて読み始めた。鳳くんと来栖さんが並んでいると、二人は似に合あっている……と、思った。

「金曜のアレ、川原はどう思う？　こいつ、話すとか言いながら、結局詳くわしいことはなんにも教えてくれなくてさ。川原、来栖と同じ部屋なんだろ？　なにか聞いたか？」

「いいえ、別に」

「ちぇー、なんだ。そっちもか。こいつら、秘ひ密みつ主義だよなぁ」

「仕方ないんじゃない？　異い世界だなんて、ちょっと信じられない話だし……いくらルームメイトでも、話せないことって、あるだろうし」

　実際、私は来栖さんには、お父とうさんのことや、あのことは話していない。お父さんのことを比ひ呂ろ美みに打ち明けたのも、ルームメイトになってから半年以上経たってからのことだったと思う。

「そんなものなのかなぁ？　俺は、別に秘密にしていることなんてないんだけど」

「祐ゆう希きがおおらかすぎるだけなんじゃないのか？」

「なんだよ、いいじゃないか」

「いいことだよ」

「あー、なんだよー、まったくー」

「はいはい、図書館では静かにしてね」

　藤ふじ島しまくんと桐きりゆ生うくんの痴ち話わ喧げん嘩かを止めに入る。まだルームメイトになって一週間しか経っていないはずなのに、二人はすっかり打ち解けあっているように見える。というか、藤島くんが一方的に桐生くんになついているだけなのかもしれないけれど。

　正直、藤島くんのおおらかさはちょっと羨うらやましい。気がつけば、藤島くんの調子にあわせてさして身み構がまえることもなく会話をしていた。

　私にも、あれくらいのおおらかさがあれば、もっと来くる栖すさんとも仲良くできるかもしれないのだけれど。まだまだ、他人行ぎよう儀ぎなよそよそしさがぬぐいきれていない。

　それで、来栖さんに何か話題をふろうとしたのだった。来栖さんと打ち解けた話をするためなら、なんでもよかった。それで、貸し出しカウンターに置かれていたチラシに気づいて手に取ってみた。誠せい城じようのＯＢが制作した映画のチラシだった。よく知らないマイナーな賞ではあるけれど、なにか受賞したとかいうことで、竹たけ鳥とり市で上映をするらしい。

　私はチラシを持つと、テーブルで静かに読書をしている来栖さんに歩み寄ろうとした。

　その時。

「ユキちゃん、ユキちゃん！」

　騒そう々ぞうしい声と足音と衝しよう撃げきが私を襲おそった。天地がひっくりかえって図書館の天てん井じようが見える。眼めが鏡ねが吹き飛んで天井付ふ近きんでくるりと舞っていた。

　なにがおきたのだろうと考えていると、視し界かいに鳳おおとりくんの姿が入った。

「川かわ原はらさん、大丈夫？」

　鳳くんの手を借りて立ち上がる。ぐいっと私を起こしてくれる手は、案あん外がい、力強かった。「はい」と鳳くんが拾ってくれた眼鏡を受け取っていると、

「す、すみません、先せん輩ぱい！　大丈夫ですか？」

　私にぶつかってきた女子は、そのタイの色から中等部の子だと分かった。彼女も、私のタイの色から高等部の学生だろうと判断したのだろう。慌あわてて、頭を下げている。

「え、あ、ええ……」

「うあ、すみませんー」

　うろたえている彼女に真っ先に声をかけたのは、藤島くんだった。

「祐ゆう奈な、なにしてんだ？」

「ユキちゃんのこと、探していたんだよ」

「藤ふじ島しまの知り合い？」

　にこりと鳳おおとりくんがほほ笑むと、彼女はぎろりと鋭い視線を向けた。

「なに、こいつ？」

「俺のクラスメイト。鳳鷲しゆう一いち郎ろう」

「あ、そう」

　彼女は一いつ瞬しゆんで鳳くんに興味を失うと、藤島くんに向き直ってしまった。鳳くんの笑顔は不発に終わってしまった。捨てられた犬のような顔をするものだから、つい、「気にしないで」と肩を叩たたいてしまった。とたんに、大型犬けんは笑顔を取り戻して、尻尾しつぽを振った。

「藤島くんのお知り合い？」

　騒ぎに読書を中断した来くる栖すさんが歩み寄ると、にこりとほほ笑んだ。彼女はじっと来栖さんの顔を見てから、

「はいっ、藤島祐ゆう奈なと申します、不ふ出来な兄がお世せ話わになっています！」

　と、明らかに先さき程ほどの鳳くんに対してとは大違いな反応を見せた。それに対して、

「来栖明あける子こよ。よろしくね」

　ああ、そうなんだ。あのタイミングなんだ。さりげなく会話に加わり、きっちり自己紹介をして。うう、それにひきかえ、ただうろたえているだけだった自分のなんて情なさけないことか。来栖さんの極ごく上じようの笑みに、藤島さんはすっかり舞い上がっていた。

「明子先せん輩ぱいですか！　素す敵てきな御名前ですねー。明子先輩とお呼びしていいですか？　ボクのことは祐奈とお呼びください」

　どうやら、藤島さんは一いち人にん称しようがボクのボクっ娘こらしい。ボクっ娘か……。ま、まあ、ちょっとボーイッシュな女の子には、一人称がボクになる麻ま疹しんのような時期がある。私にもちょっとだけあったというのは、永久に封ふう印いんすべき過去の話だ。そう思うと、無む性しように親近感が湧わいてきた。それに小こ柄がらでショートカット、少年のような藤島さんには似に合あっているし。

「元気がいいのね」

「はい！　それだけが取とり柄えです！」

「おい、それだけ、なんて自分で言うなよ。我が妹ながら情けないぞ」

「うははー」

　藤島さんは頭を掻かいて笑った。
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「で、なんの用？」

「来週、大おお呂ろさんの映画が上映されるって知ってた？」

「えっ、マジっ!?」

　大呂、どこかで聞いたようなと、手元のチラシを見た。手にしていたチラシを見ると、そこにはたしかに監かん督とくの名前に大呂と書かれていた。藤島くんは私の行動に気づいて、チラシを手にすると、食い入るように見ていた。

「うあっ、なんだよ！　川かわ原はら、知ってたのか？！」

「いま初めて知った」

　チラシを見たのも監督の名前が大呂ということも。とりあえず、せっかく藤ふじ島しまくんが会話を投げかけてくれたのだから、どうにか続けようと会話を投げ返してみた。

「大おお呂ろさんって、知り合い？」

「まさか！　でも……そうだな、いつかは知り合いになりたいな」

　藤島くんはちょっと夢見る少年の顔をした。それから桐きりゆ生うくんの背中をばんばんと叩たたき、

「そうと知ったら、行くぞ！」

「行くって、どこへ」

「決まっているだろ、映画だよ、映画！」

　藤島くんはすっかり盛り上がっている。チラシを目にした鳳おおとりくんも、

「へー、面白そうだね」

　と乗り気になってしまった。

「そうだろー！　じゃあさ、皆で行こうよ。観客動どう員いん数すうは多いほうがいいしさ。では来週、全員予定をあけておくように」

　全員、とその場にいた面めん々めんに指をさした。そのなかに私も入っていたものだから、つい、

「私も？」

　と聞き返してしまった。

「あったりまえだろう」

　さも当然と大おお真ま面じ目めに藤ふじ島しまくんは頷うなずいた。休日は、あの作業にあてようと思っていた。そろそろ進めないとやばかったのだけれど、

「川かわ原はらさんも行くんでしょう？　一緒に、映画」

　見捨てないでと言わんばかりに、鳳おおとりくんが私に向けて手をさしだした。私がその手をあっけなく振り払うと、彼は泣きだしそうな表情をつくる。こいつは本当に王子さまか？

　まさか私が誘われてみんなで映画に行くなんて。比ひ呂ろ美みが聞いたらさぞ驚くことだろう。

　そんなわけで、来週の土曜日は映画に行くことになった。貴き重ちような休日ではあるけれど、なんだか久しぶりにわくわくしてしまった。

　午後は寮りようで作業をちょっとがんばろうとしたけれど、映画のことを考えるとわくわくして、考えがまとまらなかった。




　　　４月13日（日）




　今け朝さは朝まで遅れていた分を書こうと、唸うなっていた。けれど、全然進すすまず、結局五時くらいに寝たかな。ほとんで寝ていなかったけれど、朝ご飯を逃すはもったいないので、寝ぼけ眼まなこで食堂に行った。

　食堂に着くと、来くる栖すさんと藤島さんが手を振って迎えてくれた。

「おはよう。声をかけたんだけど、眠っていたから」

　そうだったんだ。そういえば、夢のなかで誰かに声をかけられたような気がした。

「ん。朝までちょっといろいろとやっていたから……」

「パソコンっていうんですか？　なにかされていたようですが」

「あ、ごめん。うるさかった？」

「いいえ。気にはなりませんでした」

「先せん輩ぱい、ネットでもしているんですか？」

「あー、まー……」

　例の件は、あまり騒ぎにしたくないので学園長とも話をして秘密にすると決めていた。なので、適当に話を合わせて誤ご魔ま化かしておく。

「今日は、祐ゆう奈なちゃんと桜さくら祭まつりに行くことにしたんです。一緒にどうですか？」

「藤島さんと……？」

　すっかり打ち解けたらしい二人に驚く暇ひまもなく、

「やだなー、先輩！　祐奈って呼んでください！」

　ばんばんと肩を叩たたかれた。

　ぽんと、藤ふじ島しまさんは私が超えられないでいた距離を飛び越えてくれた。藤島兄妹は、人と人の距離を縮める天才なんだと思う。私がもじもじしているあいだに、藤島さんは来くる栖すさんとの距離を縮め、そして私との距離を縮めてくれた。そんな藤島さん……祐ゆう奈なちゃんがうらやましくもあり、ちょっぴり疎そ外がい感かんも覚えてしまった。それで、つい、

「んー、遠えん慮りよしておく」

　と答えてしまった。実際、あまり人の多い場所は好きではないし。そのとき、

「なにが遠慮？」

　朝食が載った盆ぼんを持った鳳おおとりくんたちが揃そろってやってきた。そして、私たちと同じテーブルについた。白いご飯に納なつ豆とう、焼き魚、おみそ汁、青あお菜なのお浸ひたし。そんな完かん璧ぺき日本食を、鳳くんはいつも残さずに食べているようだった。くるくると納豆を掻かき混ぜている。箸はしを持つ指は細くて長くて……。

「関係ないよ！」

　ぷいっと祐奈ちゃんはそっぽを向いた。

「もしかして、桜さくら祭まつりのことか？　竹たけ鳥とり川がわ沿ぞいにずらっと屋や台たいが出るんだよな。イカ焼き、食いたいなー。みんなで行こうぜ」

「桜祭りか……いいな、それ」

　藤島くんが楽しそうに煽あおり、鳳くんはぽやんと楽しそうに笑っている。いっつも、彼は楽しそうに笑っている。

「桜祭りって、いつまでやっているの？」

　と、不意に問われた時には、ジロジロ見ていたことがばれたのかと、どきりとした。

「え？　えっと、たしか今日までよ」

「行ったこと、ある？」

「あるけど」

「けど？」

「二度と行きたくない」

「どうして？」

　人ばっかりで肝かん心じんの桜はよく見えないし、季節を間違えた毛虫が桜に体当たりしたバカのせいで落ちてきたり、喉のどが渇かわいてジュースを飲もうと思ったら露ろ店てん価格のために一〇円足りなくて買えなかったり、お花見の宴えん会かいですっかりできあがって下か半身を丸出しにしたオヤジに抱きつかれたり……散さん々ざんな目にあったからだ。

「……どうしても」

「そっか」

　…………。

「なによ、どうして、くらい聞かないの？」

「え？　だって、行きたくないんだよね？」

「そりゃあ、そうだけど」

　たしかに嫌な思い出しかないから行きたくない。でも竹たけ鳥とり市の桜さくら祭まつりは有名で、川岸に数百メートルに渡って咲き誇る桜ロードは結けつ構こう、見み物ものだ。それにあわせてけっこう屋や台たいも出るから、大人おとなも子供もこぞって参加している。

　お祭りの人ひと込ごみはいやだけど桜は見てみたい。美しい桜の感動を分かち合える、一緒に見てくれる人がいたら……とか思わないでもなかった。つ、つまり、鳳おおとりくんとなら桜祭りに行ってもいいと思っていたのだろうか。

　そんな馬鹿な。

「じゃあ、何時に出発する？」

「鷲しゆう一いち郎ろうさまもいらっしゃるのですか？　でも、けっこう人出があるようですから……」

「平へい気き平気。人出があるなら、逆に安心さ」

「逆に安心って……ちょっとは気にしろよ」

「恭きよう悟ごは心配性だな」

「鷲一郎が暢のん気きすぎるんだよ」

「ははは、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」

　何が大丈夫か分からないけれど、鳳くんはのほほんと、来くる栖すさんと桐きりゆ生うくんは心配そうな顔をしていた。

　結局、私は当とう初しよどおり桜祭りは辞じ退たいした。

　私はと言えば、例の発売が近づいてさらに胃が痛くなってきた。でも少しは進めておかないと。それにしても眠りたい。それで部屋に帰ってちょっとベッドに転がったら、すっかり眠ってしまっていた。起きてから、慌あわてて進めようとパソコンに向かったけれど、ぼうっとして、結局進すすまなかった。

　花見はどうだったのかなとか、みんな楽しかったかなとか、そんなことばかり考えてしまって。こんなことなら、行けばよかった。と、後こう悔かいしないでもなかった。

　そうやって部屋で一人、鬱うつ々うつとしていると、部屋の窓がこんこんと鳴った。ルースが顔をあげて、ぎゃぎゃっと鳴いた。昼を少し回った頃だったと思う。なんだろう、と窓に目を遣やると、鳳くんが立っていた。

「どうしたの!?　お祭り、行ってるんじゃないの？」

「うん。まあ、あはは」

　どうやら、例の場所を移動する力を使って帰ってきたようだった。

「これ、差し入れ」

　と、窓まど越ごしに渡してくれたのは、屋台のソース焼きそばだった。

「今からでも、一緒にどう？」

「い、いいわ。人が多い場所、苦にが手てだから」

　さっきまで行けばよかった、とうだうだ考えていたのに。いざ誘われると、今さらだからとちょっと強がってみた。

「そっか……じゃあ、また後で」

　そうして、鳳おおとりくんはあっさりと行ってしまった。

　やっぱり行けばよかったのだろうか。

　自分の優ゆう柔じゆ不うふ断だんなくせに頑がん固こなところが嫌になる。はぁ。




　　　４月14日（月）




　寮りように帰ったら荷物が届いていた。箱をあけて中身を確認して心しん臓ぞうが止まりそうになった。まさか、こんなものが送られてくるなんて……。

　なので、ちょっと別のことを考えるようにした。

　金曜日から昨日までのことを、あらためて振り返ってみた。

　ルームメイトは異い世界人じんで、クラスメイトは異世界の王子さま。そんな話、たしかに誰も信じてはくれないだろう。

　週明けの学校でも、図書館でも、高等部二年２組に起きた事件は話題になっていた。

　バスがＵＦＯに攫さらわれ、宇宙人に人じん体たい実験され、今いる２組の生徒は宇宙人と入れ替わっている。だから、２組のなかには自販機の使い方も知らない人がいる。……限りなく事実だけれど、それを言うなら、鳳くんの自販機事じ件けんはあの事件前のことだ。

　バスが異い次元に飛ばされ、異次元世界から数年かかって帰ってきたから、２組の生徒は老ふけている。現に、２組の図書委員は同じ高校生とは思えない貫かん禄ろくがある。……大きなお世せ話わだ！

　なんだか、突とつ拍ぴよう子しもない話が横おう行こうしているらしい。

　リアリストの岡おか村むら先生は、自分の身に起きたこととはいえ、どうやら夢を見ていたと思い込みたいらしい。それはそうだろう。バスが事故に遭あって異世界に転てん移いし、教え子が異世界の王子でした、なんてことを報告した日には、病院と休きゆう暇かをすすめられると思う。

　バスの運転手さんはバスが谷にジャンプした時点で気を失っていたらしい。まあ、分かる気がする。自分の運転する、教師と生徒あわせて三十数名も乗車しているバスが転てん落らく事故を起こしかけたのだもの。気き絶ぜつもしたくなる。

　そのどれも図書館で仕入れた情報だから、どこまで真実なのかは、怪しいところだ。

　噂うわさといえば、変な話を聞いた。

　金曜日、私たちの行く先々に痴ち漢かんがいたらしい。植物園の女子トイレに男の侵しん入にゆう者しやがいたというのだ。女子トイレに侵入するなんて、大だい胆たん不ふ敵てきというか……最近は女じよ装そうして女子トイレに侵しん入にゆうし、ビデオをセットする変へん態たいがいるとかいうから、気をつけないと。

　もう一つの変態は、ちょうどバスが事故を起こした現げん場ば付近のこと。

　あの辺は山さん菜さいも豊富で、時とき折おり、山菜摘つみに山に入る人がいるらしい。ただ、山のなかだから、用を足したくなっても何もない。大自然がトイレだ。そこで、山菜摘みにいった女性が、えいと意を決したところを、男性に覗のぞかれたとかなんとか。どうやら、その女性がうちの学校の親しん戚せきだったとかで、覗き魔まの変態とバス事故の関連を疑って、連絡をいれたらしい。

　変態と事故は関係ないとは思うけど。もしかすると、追いかけられた変態が道路に飛びだして、飛びだしてきた変態に驚いた車が対たい向こう車しや線せんに飛びだし、結果、私たちの乗ったバスが谷にジャンプする羽は目めになったのかもしれないけれど。

　それは、ちょっと出来すぎた話か。漫画じゃあるまいし。

　それはともかく、二つの話に出てくる痴漢は、もしかすると同一人物かもしれない。

　どちらも一いつ瞬しゆんのことで、人にん相そうをとらえることはできていないらしいし、いずれも、消えるように逃げたとのことなので、根こん拠きよはないけれど。

　変態痴ち漢かんはどうでもよくて、問題は異い世界のことだ。

　来くる栖すさんが、もっと話してくれたらいいのだけれど……来栖さんが異世界のことを話したがらないのは、情報漏ろう洩えいの制限とかあるのだろうか？

　なんにせよ、来栖さんから教えてもらうのは難しいかもしれない。

　だから、現状において判明していることをちょっと一人で考えてみた。

　まず、鳳おおとりくんの世界はどんな世界なのか。

　言葉が通じるということは、大きい。使用している文字も同じだろうと思う。文化もかなり似ている。もしかすると、鳳くんたちの名前は、向こうでも同じ名前なのかもしれない。使い慣れていない名前という感じではないから。

　肌はだや顔立ちも、現代の日本人とほとんど変わりない。

　異世界というと、中世ヨーロッパふうの剣と魔法の世界を思い浮かべるけれど、どうやら、そんなものではないらしい。

　ただ、バスが停まっていた広場の向こうの建物や、バスを取り囲んだ衛えい兵へいの人たちは、やたらと時代がかっていた。時代劇を見ているような感じだろうか。

　鳳くんは、パラレルワールドだと言っていた。だとすると、まったくの別世界というわけではなく、微び妙みようにズレた日本、つまりは、地球と考えていいのだろうか。

　そうすれば、言葉や文化についてもなんとなく納なつ得とくはできる。

　それから、鳳くんのこと。

　鳳くんは向こうの世界の王子さまで、そして、向こうの世界とこちらの世界をつなぐ、扉を開く能力を持っている。どうやら、その力は、彼しか持っていないらしい。どうして鳳くんには、そんな能力があるのだろうか。

　来くる栖すさんは、学園長は鳳おおとりくんのことを知っていると言っていた。ということは、過去にも、むこうの世界からこちらの世界にきたことのある人がいるのだろうか。

　うーん……気になる。

　気にはなるけれど、聞きこみすぎては、来栖さんが返答に困るだろう。だから、彼女から話してくれるまでは、あまり聞きすぎないようにしなければ。

　それにしても、あの鳳くんが王子さまだなんて。世が世なら、というか、世界が違えば、雲の上の人なんだろう。私のような生きつ粋すいの庶しよ民みんとは、住む世界が違う。

　百円のジュースだって、きっと自販機ごと買えるような人……って、そんなレベルじゃなくて！　我ながら、思いつくことの程度の低ささに呆あきれる。自販機どころか、学園ごと、いえ、王子さまなんだから、国のすべてが彼のものなんだろう。

　……やっぱり、住む世界が違うや。

　来栖さんなら、鳳くんともお似に合あいなのだけれど。

　来栖さんは、鳳くんのことを好きだとして、鳳くんは来栖さんのことをどう思っているんだろうか。桐きりゆ生うくんもいれた三人は、いつから知り合ったのかな。昨日きのう今日きよう知り合ったという仲ではなさそうだけれど。

　もっとも、このところ来栖さんは祐ゆう奈なちゃんといつも一緒だ。　

　そういえば、今日のクラスの雰ふん囲い気きはちょっと異い様ようだった。それは、まあ、先週のことがあってからの、普通の授業なのだから、仕方がないか。

　みんなが、鳳くんを遠とお巻まきにしている雰囲気があった。話しかけたいけど、どう切りだしたらいいのか分からない。そんな感じだった。そんな時。

「ねえ、鳳くんって、すごいのね」

　休み時間、剣けん崎ざきさんが鳳くんに話しかけた。

「すごいって？」

「だって、別の世界の人なんでしょう？」

「別の世界の人というのなら、僕から見れば、みんなも別の世界の人だよ」

「それは、まあ、そうだけど。でも、私たちには、別の世界と行き来する力なんてないわ」

「僕にとっては、生まれた時から持っている力だから」

　鳳くんの言わんとしていることは、分からないでもなかった。

　努力して手にいれた結果ならともかく、生まれながらの境きよう遇ぐうや資し質しつをほめられても、あまり気持ちのいいものではないのだろう。でも剣崎さんの素直な気持ちもよく分かった。

　だからこそ、昼休みにトイレで交わされた会話は、ちょっと腹立たしかった。

　剣崎さんが鳳くんに声をかけていたのは、鳳くんが別の世界でもちょっと地位の高そうな人間だからだとか、別世界の住人を彼かれ氏しにするとちょっと格かつ好こういいからだとか、金曜日までは鼻もかけてなかったのにとか。

　剣けん崎ざきさんが鳳おおとりくんに声をかけたことがそんなふうにとらえられているのかと驚いた。

　と言うか、あの件けん以来、鳳くんの評価が「ちょっと抜けてる変わり者」から「特とく殊しゆ能力を持った異い世界の重要人じん物ぶつ」に変化している。

　後者は事実かもしれないけれど、それは鳳くんの肩書みたいなもので、彼の本質は前者なわけで。後者の肩書が付け加えられたとたんに、鳳くんの評価が変わるのって、なんだかなあ。

　特殊能力があろうと、異世界の人だろうと、王子さまだろうと、私には関係ない。

　あ、ルースが起きた。さっきまで籠かごのなかで眠っていたのに、ぱっちりとした黒い瞳ひとみで私を見ている。首を傾かしげた。何を考えているの？　と言っているかのように。

　か、可愛かわいい……こういうの、親ばかって言うんだろうか？

　ルースはこちらの気持ちを、まるでテレパシーで感じているかのように理解してくれる。おいでと思うと、少し羽を広げ、それからゆっくりと身体からだを傾け一直線に向かってきた。

　飛行の瞬しゆん間かん、ルースの羽裏うらの虹にじ色いろの羽う毛もうが見える。綺き麗れい。……やっぱり私は親ばかだ。

　ルースは私の肩に止まると、まるで羽は繕づくろいをしてくれるかのように、耳の後ろの髪の毛を突っついた。ちょっとくすぐったい。

　ルースについて思うのは、もしかすると鳳くんの世界の鳥ではないかということ。ちょうど鳳くんたちがやってきた日にルースを拾ったから。

「ルースは帰りたい？」

　私が問うと、黒い瞳がきらきらと光った。それから、クチバシを私の頬ほおに当てる。

　帰りたい、と言っているのか。それとも、ここにいたいと言っているのか。

「ねえ、どっち？」

　ルースは、私の言葉には答えずに、机の上にひらりと舞い降りた。それから、白い封筒をクチバシで突いた。

　書いたはいいけど、いまだに出せずにいる比ひ呂ろ美みあての手紙だ。金曜日の出来事を手紙にしてみたのだけれど、出すべきか悩む。あまりにも、非ひ現実的な出来事すぎて。

　ルースは手紙を突いてから、私に向かって小こ首くびを傾げた。

「やっぱり、出したほうがいい？」

　うんうんと、頷うなずくようにルースが二度、首を縦たてに振った。

「そうね」

　ルースに促うながされて、手紙を出すと決めれば、胸のつかえがすーっと取れていった。

「じゃあ明日、出して来る」

　うんうん、と頷くようにルースは頭を縦に振った。

　届いた荷物は、とりあえずベッドの下に押し込んだ。献けん本ぽんなんて、どうすればいいのよ。




　　　４月15日（火）




　朝、思いきって比ひ呂ろ美みに手紙を出した。手紙には、鳳おおとりくんたちと映画に行くことになったという事も書き加えておいた。

　相変わらず、普通の一日。とはいえ、音楽の授業の時に鳳くんがピアノの腕を披ひ露ろうした時には、少なからず驚いた。先週の授業の時、音楽に関するアンケートがあって、そのなかに楽器に関する項こう目もくが確かにあった。聴きくことしか能のない私には、楽器を演奏するなんて、想そう像ぞうもできない。楽器とは、技術のない私にとっては、「音が出る物」という認にん識しきしかない。

　ところが、技術をもっている人にとっては、それは当然、ただの「音」ではなく、「音楽」になるわけだ。ということを、頭では理解していたけれど。

　どんな回答をしたのか、四人が、音楽室のピアノの前に座らされた。

　音楽、美術、書道は選せん択たく授業になっていたため、体育と同じく、１組との合ごう同どう授業だった。生いけ贄にえになった四人のうち、二人は知らない顔だった。あとの二人は剣けん崎ざきさんと鳳くんだった。

　さすがに生け贄にされるだけあってピアノはちゃんと楽器になっていた。が、やはり緊きん張ちようしていたのだろう、ところどころ間違えたり、先生が用意した譜ふ面めんを何度も見返したりしていた。

　剣崎さんは、先の二人よりは、ずっと軽やかにピアノを演奏していた。剣崎さんは小説も書けるうえに、ピアノも弾ひけるんだ。才さい色しよく兼けん備びとは、彼女のためにある言葉なのだろうか。

　鳳くんが目立っていたのは、別に、彼女たちの失敗の後だったからではない。

「へー。この楽がく譜ふ、初めてです」

「そうなの？　ごく普通の練習曲きよくだけど」

　先生の答えに、横のほうで「あいつ、やっぱり異い世界の人間だからかなあ」というひそひそ声が聞こえてきた。きっと、そうに違いないと、私は胸のなかで同意していた。

「適当に弾いていいですか？」

　いいわよ、と先生の了りよう承しようを得て、鳳くんは鍵けん盤ばんの上にゆっくりと指を置いた。

　そして流れてきたのは、美しい「音楽」だった。
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　ゆったりとしたテンポではじまり、やがて流れるようにテンポは早まっていった。耳に心地よい音ね色いろは、訴えかけるように激しく盛り上がり、そして、急速に落ち着きを取り戻し、消えた。

　音楽が消えた後も、音楽室は静まりかえっていた。静せい寂じやくさえも彼の生みだす音楽のようで。

　かたん、と音がして鳳くんが立ち上がった。

　ぱちぱちと小さな拍手がだれからともなく起こり、それはクラスメイト全員に伝でん染せんした。

「いやあ」

　と、鳳くんは照れたように笑っていた。

　あれは初めて聴いた旋せん律りつだった。自分が知らないだけの曲かもしれない。先生も同様だったのだろう。

「初めて聴きいた曲だけど、なんていう曲？」

「えーと、そうですねえ。じゃあ、四月の風、にでも？」

「は？　どいう意味？」

「なんでもいいです。適当で。いま即そつ興きようで弾ひいただけだから」

「え？　即興で？　適当に？」

　それからが大変だった。音楽室から、２組の教室に帰るまでのあいだ、鳳おおとりくんは数人のクラスメイトに囲まれていた。一一日のことがあって、ちょっと引ひき気ぎ味みだったクラスメイトたちが、また鳳くんの周囲に戻っていた。

　トイレで耳にした会話によると、女子の人気も急きゆう上昇のようだった。

　ＣＤデビューしないのかな。絶対、買うよね。王子さまみたいだった。

　というか、王子さまなんだけどね。まあ、私には関係のないことだけれど。　

　寮りようで、来くる栖すさんに鳳くんのことを聞いてみた。

「鳳くんのピアノ、すごいのね」

「そうですね。ご家族皆みな様さま、何かしらの楽器をたしなまれていらっしゃいますから。ご幼よう少しようの頃から、ピアノは特に熱心でいらっしゃいました」

　へー……ご家族で、ご幼少の砌みぎりから。さすがは王子さま。本物のお坊ぼっちゃまなんだ。




　　　４月16日（水）




　うちの学校の体育の授業に相撲すもうがあるのは、「相撲は国こく技ぎであり、すべての若者は経験しておくべきだ……という学園長の方針なので」とのことらしい。

　だからといって、男子はともかく、女子までするのはどうかと思うけれど。

　噂うわさでは、学園長は若いころ女おんな相撲の横よこ綱づなで、県内はおろか他た府ふ県けんにまでその名前が知れ渡っていたとか。まあ、そんな変な噂にも納なつ得とくしてしまう。

　そんなわけで、男子も女子も、体操服ふくの上にまわしを巻いて、四し股こをふまされる。さすがに二年目ともなれば、慣れたけれど、去年、初めてこの授業を受けた時には、入る学校を間違えたと真剣に思ったほどだ。

　でも不ふ思し議ぎなもので、自分が経験してみると、少しは親しん近きん感かんが湧わくのか、妙みように大おお相撲が気になったりする。ほかにも同じように感じる人はけっこういるのか、大相撲の季節には、寮りようの談だん話わ室のテレビは相撲になっていたりする。

　もともと体育系けいのクラブ活動をしている子や、体格のいい子は有利だ。私なんかは背も低いし、たいてい投げ飛ばされるほうだ。投げられるなら投げられるで、投げられ方にもコツがあったりする。

　順番待まちをしている間、ふと男子のほうを見た。

　鳳おおとりくんは、きりりとまわしをしめ、背せ筋すじをしゃんとして立っていた。いつもの黒くろ縁ぶち眼鏡めがねは外していた。私もだけれど、さすがに相撲で眼鏡は危ないからだろう。

「ねえねえ、鳳くん、眼鏡を外してもいいわね」

　と、そんな声が聞こえてきた。

　眼鏡のない鳳くんは黙って立っていれば、ちょっと格かつ好こうよく見えないこともない。でも、中身はちょっとネジが緩んだ異い世界人だからねえ。

　そんなふうにしか思っていなかったけれど、その後の授業では少々見み直なおすことになった。

　どうやら、トーナメント戦を行っているらしい男子のあいだで、鳳くんは順調に勝ち上がっていた。なにしろ、相撲の授業があるなんて、うちの学校くらいだと思っていたから、鳳くんに相撲経けい験けんなんてないと思っていた。

　ところが、彼の取り組みは、けっこう本格的だった。ほかの男子生徒がプロレスっぽいつかみ合いをするなか、鳳くんはちゃんと寄りきりなんかの相撲技わざを駆く使ししていた。秋あき津つ島しまでは、相撲は普通に取り組まれているんだろうか。

　決勝は、鳳くん対たい桐きりゆ生うくんだった。その取り組みには、女子が色めき立った。なにしろ、見た目はかなりいい感じの男子二人が、互いの腰に手を回し、胸をぴたりとあわせ、頬ほおを寄せるかの勢いで組み合っていたんだから、仕方ない。

「二人とも、強いのね」

　と、来くる栖すさんに話しかけると、

「お互い、意い地じがあるでしょうから。相撲すもうは秋あき津つ島しまでも国こく技ぎなので、光こう家けの一員である鷲しゆう一いち郎ろうさまはそれなりの指導を受けています。恭きよう悟ごは、護ご衛えいの立場として、鷲一郎さまに負けたくないでしょう」

　なるほど。桐きりゆ生うくんの気持ちも分からないでもない。

　そして鳳くんと桐生くんの闘いは、お互いの意地が張り合ったのか、大だい熱戦となった。互いに一歩も譲ゆずらず、土ど俵ひよう際ぎわまで追い詰めても、ぎりぎりで残る。そして、土俵際に追い込むのに力を使って、疲れた隙すきをついて、相手を逆に追い込む。あわや水入りか、と思われるほど激しい接戦の末、ついに勝者が決けつ定ていした。軍ぐん配ばいがあがったのは、西の桐生くん。決まり手はうっちゃり。誠せい城じよう学園の歴史に残してもいいほどの見事な勝負だった。

　体育の後の昼休みは、なんとなく来栖さんや藤ふじ島しまくんたちと一緒に食堂に行くことになっていた。それで、つい、

「さっきの体育、すごかったね」

　と話題にしてしまった。

「まったくなー。背は高いし、相撲は強いし、うらやましい奴やつだぜ」

　藤島くんのうらやましがるポイントはそこなんだと思っていると、鳳くんは慌あわてて答えた。

「えっ、み、見てたのっ」

「そりゃあ、女子も隣となりの土俵を使っていたから」

「え、そうか。見えなかったから。しまったなー」

　本当に、眼鏡めがねを外すと見えないんだ。というか。

「なにがしまったなのよ」

「いや、その、勝ちたかったなあ、と思って」

「でも、二人とも格かつ好こうよかったわよ」

「本当に？　格好よかった？」

「うん、まあ。負けは負けだけどね」

　なんだか、図に乗りそうだったから、釘くぎは刺さしておいた。ちゃんと刺さったかどうかは不明だけれど。




　　　４月17日（木）




　月曜日に仕入れた噂うわさの詳しよう細さい情報が手に入った。

　場所は図書館、昼休みの当番に出ている時だった。私の座っている貸し出しカウンターのすぐ横の書しよ棚だなの前に立っていた中等部の子の会話だった。

「高等部の２組が変な事故にあったって本当かなあ？　宇宙人にさらわれたとか……」

「さあな。でも、宇宙人ってのは、あながち間違ってないかも」

「どうして、そんなに言いきれるんだよ」

「あの時、山に怪しいヤツがいたって通つう報ほうしたの、俺の知り合いなんだ」

「ああ！　山で放ほう尿にようしようとしたとかいうおばさんのこと？」

「……その話はよせ」

　彼の言葉に、一いつ瞬しゆん、本気の殺さつ意いが見えた。もう一人の生徒は、そこで茶ちや化かすのをやめた。うん、私もそれが正解だったと思う。

「ああ、すまん。で？」

「聞いた話なんだけどな。これ、らしいぞ」

　男子生徒は、両手を胸の前に持ち上げて、手首から下をぶらりと垂たらした。

「これって、なんだよ」

「だから、これだよ！」

「わかんねーよ！」

「幽ゆう霊れいだよ！」

「はあ？　幽霊の痴ち漢かん？」

「……いや、だからな。痴漢なのか、どうかは分からないが……ともかく、おばさんが見たのは、幽霊だったらしいんだ」

「幽霊ねえ……足がなかったとか？」

「足どころか。なんか、透すけて見えたって」

「……は？」

「体の一部が、あちこち見えなかったんだと」

　体の一部が見えない？　どういうことだろう。聞き手の男の子と同どう様よう、私も首を傾かしげていると、予よ鈴れいが鳴った。

　予鈴が鳴ると、図書委員の役目も終わりになる。図書館から教室に向かっていると、

「川かわ原はらさん、仕事は終わり？」

「予鈴が鳴ったから終わりよ！」

　がう、と叫びながら答えた。相手は当然、鳳おおとりくんだ。私の勢いに、教室に帰りつつあった他の生徒たちがびびって首をすくめていた。なによ。ちょっと吠ほえたぐらいでびびらないでよ。もっとも、鳳くんは全然、平気な顔をしていたけど。

「何を読んでたの？　貸し出しカウンターで、熱心に読んでただろう？」

　噂うわさ話ばなしを聞いていた時を見られていたようだった。

「話を聞いていたの」

「話……そう言えば、カウンターの近くに誰か立っていたね」

「分かっているわよ。盗み聞きなんて、誉ほめられたことじゃないわ」

「盗み聞きじゃなくて、聞こえてきたんなら仕方がないだろう？　で？　どんな話？」

「先週の金曜日、事故があった山のなかに痴ち漢かんがいたって噂うわさ、知ってる？」

「知らない」

「いたのよ。それでね、その痴漢、体がところどころ、見えていなかったんですって」

「……へー」

　不ふ意いに、声が遠ざかった。隣となりを歩いていたはずの鳳おおとりくんを見ると、数歩後うしろで立ち止まって考えこんでいた。

「ほら、急がないと、本ほん鈴れいが鳴るわよ」

「ああ、うん、そうだね。先に行っていて。後から行くから」

　結局、鳳くんは午後の授業には出てこなかった。はてさて、どこへ行っていたのやら。




　　　４月18日（金）




　昼休みに図書館で剣けん崎ざきさんとすれ違った時のこと。

　新学期初しよ日にちに、もう少女小説は書いていないと言っていたのは残念だったけれど、まだ書くことはしているらしいから、ちょっと興味があった。クラスメイトなんだし、話しかけてもおかしくはないよね、そうよ、鳳くんの誰とでも親しく話す大らかさを見習って、ちょっとがんばるのよ、かぐや！　と自分を鼓こ舞ぶさせて、剣崎さんまであと三歩の位置まで歩み寄ったとき。

「今度は、コネなんかなくても受賞できるようなところに応募したいわ」

　という、剣崎さんの声が聞こえて、固まってしまった。なんのことだろう？

「コネで受賞した人なんているの？」

　剣崎さんと一緒にいたのは濱はま田ださんと、知らない顔の人。たぶん、一年のときの友人だろう。

「いるわよ。どんぐりの背くらべだったら、バックになにもないよりも、親が有名な作家とかのほうが、売りだしやすいでしょう」

「そりゃそうよね。やっぱり親かー。うちは駄だ目めね。上じよう司しにくっついて出しゆつ世せを狙う米つきバッタだもの。上司がこけたら一いち蓮れん托たく生しようよ。それまでに、いい男を捕まえておかないと」

「そうね。私は、自分の力で賞を勝ち取ってみせるわ」

　ちらりと、剣崎さんの視線が私にむけられた。あわてて、本を探している振りをしたけれど。剣崎さんは、私のこと、なにか知っているのだろうか？

　その後は特になにごともなく、一日が終わろうとしていた夕食後ごだった。

「ルコ先せん輩ぱい！」

　突然、部屋の扉が開かれた。私は例の作業を、そして来くる栖すさんは図書館で借りてきた本を読書の最さ中なかだった。

「祐ゆう奈なちゃん、どうしたの？」

　彼女がただ遊ぶためだけにきたのではないことは、その荷物を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「えっへっへー。お泊まりにきました」

　祐奈ちゃんはいつの間にか来くる栖すさんのことをルコ先せん輩ぱいと呼び、部屋に泊まりにくるまでの仲になっていた。先日の花見で親しん睦ぼくを深めたんだろうか。ちょっぴりうらやましかったし、やっぱり花見に行けばよかったと、いまさら後こう悔かいしてみたりする。あー、馬鹿だ、自分。

　泊まりとわかると、ルースの籠かごを確認した。彼の籠は、寝かしつけるためにバスタオルをかけて机の下に置かれていた。

「寝ね袋ぶくろも持ってきたんですよ。ここ、荷物を置かせてもらっていいですか？」　

　寝袋やらパジャマやらが入っているような大おお荷物を、邪じや魔まにならないように机の陰に置こうとして、気づいたようだった。

「あれー、かぐや先輩、これ……あ、もしかして、ミニ冷蔵庫ですか？」

「あっ！　そ、それは！」

　祐奈ちゃんを止めようとしたけれど、遅かった。祐奈ちゃんは、ルースをいれていた籠のタオルをぱっと取り払ってしまった。

「ひょえっ!?」

　一いつ瞬しゆん、ルースと祐奈ちゃんの視線があったように見えた。続いて、

「わーっ！　これ、なんですか!!」

「ギャアッ」

　祐奈ちゃんの叫び声に、ルースが翼つばさを広げて驚いた。不幸なことに、部屋の扉は、しっかりと閉じられていなかった。

「あっ！」

　と、思った時には、ルースはわずかに開いた扉の隙すき間まから飛んで行ってしまった。

「あーっ！」

「た、たいへん！」

　それからが、大おお騒そう動どうだった。急いで廊下に出ると、ちょうど風ふ呂ろから帰ってきたらしい寮りよう生せいの子が、廊下を飛んでいるルースに驚いて悲鳴をあげた。その悲鳴に、ルースはまたまた驚き、さらに羽ばたいていってしまった。

「なに？　悲鳴？」

　悲鳴に驚いて、談だん話わ室のほうからわらわらと寮生が姿を現した。

「え？　なに？　いま何か飛んでいかなかった？　ハト？」

「なんでハトが寮内にいるのよ！」

「ちょっと！　いやよ、汚いわね！」

　ルースは汚くないわよ！　と叫びたいところを抑えて、

「鳥、どっちに行った？」

「え？　あ、あっち……」

「ありがと！」

　ルースを追って、寮りよう内ないを走り回っていると、来くる栖すさんと祐ゆう奈なちゃんも追いかけてきた。

「先せん輩ぱい！　あれ、先輩の鳥ですか!?」

「えー……いろいろと理由があって……」

「すみません！　ボクって粗そ忽こつものだから確認もせずに……驚かせてしまったんですね」

「祐奈ちゃんは悪くないわ」

　悪いのは、寮りよう則そくに違い反はんしてルースを保護していた私なんだから。

「いえ、ボクが悪いんです！　責任とって、保護、手伝います！」

「えっと……責任は感じなくてもいいけど、保護を手伝ってくれるのはありがたいわ」

「はい！　がんばります！　じゃ、ボク、あっちから回りこんでみますね！」

「お願い！」

　で、私たちはルース保護作さく戦せんに出たのだけれど……。

　翼つばさある生き物を、走り回るしかできない人間が保護するのは、至し難なんの業わざだった。

「いましたか!?」

「こっちにはいないみたい」

　はさみこみで追い詰めようとしたのだけれど、椿つばき館かんの一階には見あたらなかった。

「どこに行っちゃったのかなぁ？」

「まさか、外に……」

　外は暗い。どうやって探そうか、と不安が胸をよぎった。その時。

「きゃーっ！」

　悲鳴が聞こえた。私たちは一いつ斉せいに顔を見合わせ、そして叫んだ。

「大だい浴場！」

　夕食後ごということもあって、大浴場にはけっこう人がいた。脱だつ衣い場じようには、風呂上あがりのピンクの肌はだの女の子たちが、珍ちん客きやくに驚いて、タオル一枚で走り回ったりうずくまったりしていた。

「いやー！　なにー!?　なんなのー!?」

「ちょっ……ルー……待っ……」

　なんとか落ち着いてもらって、捕まえようとするのだけれど、女の子たちの動きと悲鳴に興こう奮ふんしてか、飛び回っていた。女の子たちは、それがなにかも分からずに、まるで怪かい物ぶつに襲おそわれているかのように、ただただ悲鳴をあげ続けていた。それで、とうとう。

「静かにしなさーい！」

　叫んでしまった。ぴたりと悲鳴が止まり、水を打ったように静まりかえった。

　そして、やっとルースが脱衣場の床に降り立つことができた。

「……なに？　鳥？」

　女の子たちは、やっと自分たちが悲鳴をあげていた怪かい物ぶつの正体を見た。

「真っ白……綺き麗れいな子ねー」

「どこかから迷いこんできたのかな？」

　徐々に、女の子たちの輪ができてくる。

　さて、女の子たちは落ち着いてくれたけれど、これですっかりルースの存在が知れ渡ってしまった。ここで、「私の飼い鳥よ」というわけにもいかない。どうする、どうしよう？　女の子たちに囲まれているルースが、私を見上げた。そして、

「スキスキ、ダーイスキ」

　ルースが！

「しゃべった！」

　どっ、と女の子たちが沸わきあがった。

「いやーん！　可愛かわいいー」

「ねえねえ、いまの、好き好き大好き、よね？」

「スキスキダイスキ！　ルース！　ルース！」

「あ、またしゃべった！　この子、ルースって名前なのかな？」

　女子たちは可愛い可愛いと連発した。すると祐ゆう奈なちゃんが私にウインクをした。

「ねえねえ、すごく人なれしてるし、きっと、どこかの飼い鳥だよ」

「そうねえ。きっと、逃げだしてきちゃったのね」

「ボクたちで保護しない？　飼い主がみつかるまで」

「でも、寮りようの規則では……」

「だから飼うんじゃなくて一時預あずかり。でも飼い主が見つからなかったら仕方ないよね？」

「そうねぇ……もともと、寮長ちようって、こういうこと、気にしてないみたいだし」

「今年卒業した先せん輩ぱい、部屋でハムスターを飼ってたわよ」

「え？　私のルームメイトは猫を飼ってたわ」

「私はトカゲを……」

「ええっ!?」

　なんだ、けっこうみんなペットを飼ってたんだ。

「じゃあさ、誰が保護する？」

「ルースくんに決めてもらおうよ」

　と、祐奈ちゃんは私の顔を見て頷うなずいた。正直、その時は不安だった。果たしてルースは私の元に帰ってきてくれるだろうか？

　けれど、そんな不安は無用だった。私がわずかに腕をあげると、ルースはぱっと翼つばさを広げ、取り囲んでいる女の子たちの輪を乗り越えて、私の腕に飛んできた。

「すごい！　綺き麗れい」

　わっと、飛ひ翔しようするルースを見て女の子たちが歓声をあげた。落ち着いて見てみると、ルースの虹にじ色いろの翼つばさはとても美しいから、彼女たちが騒ぐのも無む理りはない。

「ルースくんは、先せん輩ぱいがいいみたいですよ。先輩、どうします？」

「え？　あ、う、うん……いいわよ、別に」

「じゃあ、決定！」

　と、祐ゆう奈なちゃんがなぜかその場を仕切りながら進行させていった。

「それでは皆さん、ルースくんは先輩が保護をするということでご協力をお願いしまーす」

　ぱちぱちぱち、となぜか拍手までわき起こった。

　まあ、いいけど。

　そんなこんなで、どうにかルースは帰ってきた。

　そして今、ルースはいつもの籠かごのなかで眠っている。

　祐奈ちゃんはと言えば、最初は床に寝ね袋ぶくろで寝ると言っていたけれど、けっきょく、来くる栖すさんのベッドで二人抱だき合うようにして眠っていた。
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　定員二名の部屋に、プラス祐奈ちゃんとルース。

　でも。なんだか修学旅行みたいで、ちょっと楽しかったりする。
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「待って」

　身を翻ひるがえして去りかけた少年の背に、アリシエルは声を投げかけた。深夜の街並みに響ひびき渡った自分の声の大きさに驚いた。少年は立ち止まり、アリシエルのいる二階の窓に視線を投げた。アリシエルは窓を閉めると、きびすを返して部屋の扉に向かい、大急ぎで家を出た。

　その場所に少年は立っていた。星明かりの下で見ても、少年の黒い瞳ひとみは印いん象しよう的だった。襤ぼ褸ろは纏まとっているけれど、その顔は理り知ち的で、ある程度の教養を受けてきているように見えた。

「昼間のあれ、ちょっとひどいんじゃない？」

　昼間に受けた仕打ちを思いだすと、少年の美しい顔立ちさえも憎らしく思える。少年の指示によって、アリシエルが全ぜん裸らにされたのは間違いない。

「無む駄だだって言ったんだ。調べても、何も分からないって」

　何がなんだか分からないけれど、それでは裸はだかになっただけ損したようなものではないか。

「ねえ、どうして私なの？」

　問いかけると、少年は一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよし、そして口を開いた。

「君が、魔ま石せきを持っているから」


アリシエル譚たん詩しより












　　　４月19日（土）




　今日は先週の約束どおり、映画を観みに行った。ついでに街で食事をしようということになった。

「大丈夫でしょうか」

「ちょっと目を離すと、ふらふらするからな」

「やっぱり、心配だわ」

「平気、平気。ここは秋あき津つ島しまじゃないんだから」

「お前の、そういう暢のん気きなところが不安なんだよ」

　学園の正門前に集合した鳳おおとりくんたちのあいだで、そんな会話が交わされていた。なんだったんだろう。

　来くる栖すさんと映画の話題ができると思っていたけれど、いざ、一緒に行こうとなると気が引けた。せっかくの来栖さんと鳳くんのデートなわけだから、邪じや魔まはしたくなかったから。

　来栖さんはロングスカートに白いブラウスとサーモンピンクのカーディガンという清せい楚そな出で立ちに変へん身しんした。私は、ジーンズにポロシャツ、劇場は寒いかもしれないから、寒さ対策にシャツを腰に巻いた。

　鳳くんは、来栖さんのようなお嬢じようスタイルがお気に入りなのだろうか？　私の私し服ふくは動き易やすい服が多いから、来くる栖すさんのような服はほとんど持っていない。

　まあ、どうでもいいことだけど。

　全員揃そろったところに、学校と街を往復している巡じゆん回かいシャトルバスがやってきた。

「バスに乗るにはお金がいるんだよね？」

　そういえば、鳳おおとりくんたちは、こちらのお金はどうしているのだろう。鳳くんたちのことを知っているのは学園長だから……お小こ遣づかいでももらったのだろうか。

「このバスはいらないのよ」

「え？　そうなの？　じゃあ、このバスも植物園に行くのかな」

「……どうして？」

　料金不ふ要ようだと、どうして植物園に行くことになるのよ。

「先週乗のったバスも、お金がかからなかっただろう？　あのバスは植物園に行ったから」

　……真剣に理由なんて聞くんじゃなかった。このバスは料金不要。先せん週しゆう植物園に行ったバスも料金不要。だからこのバスは植物園行ゆき。なんなんだ、その小学生なみの三段論ろん法ぽうは！

「違うわよ！　先週のバスは、オリエンテーリング用に学校が貸しきったバスだったからお金がいらなかったのよ。このバスは学校が運行させている駅前と学校を往復するシャトルバスだかお金がいらないの」

「学校が……ああ、なるほど！」

　鳳くんは、やっと合が点てんがいったらしい。

「じゃあ、後で学校に払うんだね」

「……まあ、別に止めないけど」

　うんうん、なるほど、そうかー、と一人で頷うなずいている。まあ、たしかに、学費で運営されているのだから、そう考えれば利用者である生徒（の親）が払うということには違いがないかもしれないけど。

　バスは山のなかの蛇だ行こうする道を通って、やがて下げ界かいである街にたどり着いた。

　映画は勤きん労ろう会館で上映しているらしく、さらに市営バスに乗った。

「このバスは……」

「乗車賃ちんがいるわよ」

　鳳くんに聞かれる前に答えつつ、駅前から勤労会館前停てい留りゆう所じよまで向かった。

　バスは信じられないほど混こん雑ざつしていた。どうやら、勤労会館で別の催しも開かい催さいされていて、それに向かう人が大おお勢ぜい利用しているようだった。

「うー」

　祐ゆう奈なちゃんはしかめっ面つらで、周囲の乗客にがるると歯を剥むいていた。最初こそ六人まとまって陣じん取どっていたけれど、次々乗りこんでくる客の波に押されて、ばらばらになってしまった。

　ふと気づくと、私の前には鳳くんの胸があった。

　ぎゅうぎゅうに混こん雑ざつしているのに、不ふ思し議ぎと私の周囲には余よ裕ゆうがある。ちらりと左右に視線を向けると、鳳おおとりくんがしっかりとバスの壁に手をついて、私の周囲をガードしてくれていた。

「平気？」

「う、うん」

　答えながら、彼の胸はけっこう広いんだ、なんて思ったなどということは秘密だ。

「みんなはどうしたかな？」

「俺おれの位置からは見えないんだ」

　それもそうかと、私は爪つま先さきだって懸けん命めいに首を伸ばした。

　すると、鳳くんの肩の向こう、ちょうどバスの反対側に桐きりゆ生うくんの頭が見えた。背の高い桐生くんは、周囲の乗客よりも頭ひとつ飛び抜けているから、よく目立つ。

　口をぱくぱくさせて、みんなはどこ？　と合あい図ずを送っていると、どうやら通じたらしい。

　桐生くんは、親指を立てたあと、人差し指を下に向けた。次いで、小指を立てたあと、人差し指をバスの後方に向けた。

「桐生くんと藤ふじ島しまくんはバスの向こうにいるわ。来くる栖すさんと祐ゆう奈なちゃんはバスの後ろのほうにいるみたい」

　と、桐生くんのゼスチャーを翻ほん訳やくしてみた。どうやら、異い世界においても親指は彼かれ氏しで小指は彼女らしい。本当かどうかは確認していないので分からないけれど。

「えっ、すごいね、よく分かったね。見えたの？」

「私、テレパシーがつかえるの」

「ええっ！　す、すごい！　じゃあ、俺が今なにを考えているか、分かる？」

　この人は疑うということを知らないのか、それとも、私の冗じよう談だんにつきあっているのか。

　仕方がないから、適当につきあうことにした。

「そうね……寮りようの今夜の夕飯はなにかと思っている」

「す、すごい！」

　って、当たったの!?

　なんてことを、話している時だった。

「やめさないっ！」

　凛りんとした、鋭い声がバスのなかに響ひびきわたった。と同時に、大おお勢ぜいの人ですし詰め状態のバスのなか、ひょいっと男の人の身体からだが乗客の頭の上に現れた。

「うわ、うわっ、たっ、たすけてくれ！」

　細くて白い手がにょっきりと人のあいだから生はえ、その二本の腕で男の人が軽々と持ちあげられていた。じたばたと暴れていた男の人は、けれど、バスのなか、後方から前方にかけて投げ飛ばされていった。ぴゅーっと。人が、あんな飛ぶみたいに投げ飛ばされるの、初めて見た！　異世界人である来栖さんの特とく殊しゆ能力だろうか？　バスの中では「痴ち漢かんだ」とか「すごい」とかの言葉が飛び交っていた。あれは、なにか異い世界の特別な力だったのだろうか。

　きゅっと身体からだが揺れて、バスが停車した。見れば、ちょうど勤きん労ろう会館前だった。降ります、の声が方々であがった。人の波に押されるままに、降り口に向かった。

　運転席横よこにバスのなかを飛んで行った人が伸びていた。まるでうわごとのように、

「間違えたんだ。女とは思わなかったんだ」

　と呟つぶやいていた。……もしかして、ホモの痴ち漢かんだったんだろうか？

「さっきの明あける子こだろう？　大丈夫か？」

「私は大丈夫ですが」

　来くる栖すさんの視線は祐ゆう奈なちゃんに向けられた。祐奈ちゃんは仏ぶつ頂ちよう面づらをして、

「だから男は馬鹿で粗そ野やで間ま抜ぬけであんぽんたんでスケベでどうしようもない生き物なんだ」

　と叫んだ。痴漢にあったのは祐奈ちゃんだった。

「だいたい、なんだよ！　ボクのこと、男と間違えただなんて！」

　藤ふじ島しまくんは「あちゃー」という顔をしかめた。

「これで祐奈の男おとこ嫌ぎらいに拍はく車しやがかかったな」

「嫌いだよ！　大だいっ嫌いだ！」

　どうやら、もともと男性嫌いだったらしい。それで、鳳おおとりくんに話しかけられても無視をしていたのか。

「捕まえなくてもよかったの？」

「ええ、ムラムラ虫をつけておきましたから」

　私が訊きくと、桐きりゆ生うくんは「げっ」と叫んだ。

「ムラムラ虫？」

「性的興こう奮ふんを嗅かぎつけると、噛かみつくんです」

「……噛みつく？」

「体内に侵しん入にゆうして、男の急きゆう所しよを根ね城じろにするんだ」

　と桐生くんが細かく説明してくれた。男の急所……ああ。

「で、男が興奮すると、体内からナニの辺りで噛みつく。がぶり」

「ひええ」

　その話を聞いて、藤島くんも震えあがった。

「寿じゆ命みようは一年ほどありますから。ふふふ」

　桐生くんと鳳くん、それに藤島くんは、青ざめた顔をしていた。どうやら男性にとっては大変なことらしい。

「ルコ先せん輩ぱいが敵を討うってくれたんですね！」

　むぎゅーと祐奈ちゃんは来栖さんに抱きつき、よしよしと来栖さんは祐奈ちゃんの頭を撫なでていた。

　勤きん労ろう会館に入ると、会場にはチラシと同じデザインの巨大なポスターがあちこちに飾られていた。

「おお、大おお呂ろ作品、評価されてるなー」

　藤ふじ島しまくんの声は、心しん底そこ嬉うれしそうだった。

　それは「アキと猫の朝」というタイトルの映画だった。華はな々ばなしいキャストでもないし、派は手でな特とく撮さつもない。一人の女性のある日が、淡たん々たんと映しだされる地じ味みな内容だった。けれど、女優の演技力、台詞せりふまわし、演出、そのどれもが独どく創そう的で、作品世界に引きこまれてしまった。

　あっという間に、映画は幕まくを迎えた。

「すごい、すごいよっ！」

　藤島くんが拍手をすると、ぱらぱらと観客から拍手が起こった。

「ほらな、分かる人には分かるんだ」

　藤島くんは、まるで自分のことのように誇らしげに胸を張った。

　映画が終わると、ホール近くの喫茶店に入った。痴ち漢かん騒さわぎですっかり忘れていたけれど、まだ昼食をとっていなかったからだ。

　飢うえた獣けもののように、手当たり次第にメニューから食事を注文した。一皿出でてくる毎ごとに、六人が一いつ斉せいに皿にたかるものだから、皿の上の料理は一いつ瞬しゆんでなくなってしまった。人ひと心ごこ地ちつくまでには、料理の皿が一〇皿ほど必要だった。

「大呂先せん輩ぱい、やっぱいいよなー」

　空くう腹ふくが満たされると、藤島くんはその言葉を繰り返した。私は特に何も考えず、

「藤島くんも、映画を撮とるの？」

　と、聞いてみた。尊そん敬けいをする先輩がいれば、その後を追ってみたいと願うのはよくあることだからだ。私の言葉に、藤島くんは瞳ひとみを輝かせて、

「おう！　それだよ、それ！　俺、映えい研けんに入っているんだ」

「あ、じゃあ、やっぱり映画を撮るんだ」

「えいけんって、なに？」

　隣となりの席で、鳳おおとりくんがきょとんとした顔で来くる栖すさんに訊たずねている。

「映画研究部のことよ。そっか、じゃあ、いつかは大呂監かん督とくのようになるのね？」

　とりあえず鳳くんに答えてから、藤島くんとの会話も続けた。

「やー、そうなれればいいけどな。とりあえず、秋に高校映画コンテストがあるから、出品する予定なんだ」

「研究部って、映画を研究するのかな？」

「映画を撮さつ影えいするクラブ活動のことよ。じゃあ、もう撮影とかしているの？」

「実はまだ脚きやく本ほんを書いているところなんだ。俺のほかはほとんどが幽ゆう霊れい部員だからな」

「コンテストって？」

「全国から集まって作品を競いあうの。自分で脚きやく本ほんを書いて映画を撮とるの？　一人で？」

「出演してくれる人もなかなかいないから、演劇部にも声をかけているけど、あっちはあっちでコンクールがあるみたいだからな」

「コンクールとコンテストの違いは……」

　ああ、もう！

「あとで！　答えるから！　ちょっと待ってなさい！」

　あんまり質問攻ぜめにするものだから叱しかりつけると、鳳おおとりくんはしゅんとうなだれた。ちょっと言いすぎだったかもしれない。

「それでさ、こいつにも手伝ってくれって言ってるんだけどな」

　藤ふじ島しまくんは桐きりゆ生うくんを指さして言った。

「俺には俺のすることがあるからな」

「まあなー、理由を知ったからには、無む理り強じいはできないからな」

　桐生くんのすること、とは当然、鳳くんの護ご衛えいだろう。けれど。

「もしかして、恭きよう悟ごのすることって僕に関係してる？」

　鳳くんはきょとんとした顔で言った。

「僕のことだったらいいから、恭悟、藤島のことを手伝ってやれよ」

「ばーか、そんなわけにはいかないだろ」

「でも、せっかく表おもて地球にきたんだから、秋あき津つ島しまではできないことをすればいいじゃないか」

「なに言ってるんだよ。なんのために俺と来くる栖すがここにいると思ってるんだ。だいたい、先週のことだって、もしかしたら……いてっ！」

　突然、桐生くんの身体からだが沈んだ。見ると、テーブルの下で膝ひざ頭がしらをおさえている。どうやら、来栖さんに蹴けられたようだった。

　警けい告こくの視線が向けられる。察するに、桐生くんは何かを喋しやべりすぎたらしい。

　先週のこと……異い世界に行ってしまったことだろうか？　それとも事故のこと？

　いずれにせよ、どうやら私たちこちらの世界の人間には言ってはいけないことを口くち走ばしってしまったらしい。言ってはいけないことが何かはわからないけれど、この際だから、ついでに聞いて見ることにした。

「ねえ、表地球ってなんのこと？　秋津島って？」

　来栖さんや桐生くんがうっかり口にしたことなら、教えてくれないかもしれないけれど、鳳くんが喋ったことなら、なにか教えてくれるかもしれないと思ったからだ。

　そして、その目もく論ろ見みは当たった。

「秋津島は、むこうの世界のことで、秋津島大やま和との国くに。表地球はこちらの世界のことを、秋津島の人間が呼ぶ時の名前だよ」

　表地球？

「どうして、表おもて地球なの？」

「うーん、それは……うっ」

　今度は鳳おおとりくんが膝ひざを押さえた。やっぱり、鳳くんでも喋しやべりすぎてはいけないことがあるんだ。

　膝を蹴けられた鳳くんは恨うらめしそうに来くる栖すさんを見た。

「明あける子こ、いいじゃないか、それくらい」

「鷲しゆう一いち郎ろうさまがいいとおっしゃられるのなら、別にかまいません」

「うう……」

　鳳くんが返答に詰まっていると、祐ゆう奈なちゃんが身を乗りだしてきた。

「それって、バスジャック事件のことですよね」

　考えてみれば、六人のなかで、祐奈ちゃんだけが、向こうの世界のことを知らないんだ。

「噂うわさでは聞いていたんですけど、やっぱり本当のことだったんですね！　ユキちゃんったら何にも教えてくれないんだから！」

　教えると言っても説明しづらいものがある。どんな噂を耳にしているかにもよるだろうし。

「今度、言ってやるよ……てか、喋っちまっていいのか？」

「まあべつにいいと思うよ。見てしまったものは隠かくしようがないんだし」

　人の口に戸は立てられないと言うし。変な噂を信じこまれるよりは、きちんとした情報を入にゆう手しゆしてもらったほうがいいにきまっている。

「ルコ先せん輩ぱい、教えてくださーい」

「わ、私？」

「だってユキちゃんだけじゃ頼りないから」

「なんだよ、それ。おい、恭きよう悟ご、なんとか言ってくれよ」

　祐奈ちゃんのことを藤ふじ島しまくんたちに任せると、自然とあぶれた鳳くんの相手を私がすることになった。

「鳳くんは、こっちに留学しているって言っていたよね。帰ったら、やっぱり王さまになるの？」

「王っていうか……光こう家けの当とう主しゆを王といってしまえば、まあ、そうなるのだけれど……」

　あー、うー、と唸うなりながら鳳くんは答えた。

「王さまになりたくないの？」

「順じゆん当とうにいけば僕がそうなるかもしれないけど、光家の当主って、つまり肩書きみたいなもので、ほかにしたいことがあったら、それをしてもいいと思うんだ」

「そう、なんだ？　じゃあ、鳳くんのしたいことって、なに？」

「こっちにいるあいだに、それがみつかるといいんだけど。まずは向こうにない文化に触れてみたくて……」

「それで、お伽とぎ噺ばなしや童話を調べていたの？」

「童話って人が最初に目にする書物だろう？　いろいろと教きよう訓くんがあったりなかったり。そういうの面白いなと思って。川かわ原はらさんは？　将来やりたいことって、なにかある？」

「私？　私は別に……私のことはどうでもいいのよ！　公務員になってばりばり働くの！」

　やりたいこと、なりたいこと……。少なくとも、お父とうさんのようにはなりたくないと思う。本当は、あっちで食べていければいいけれど、その苦労やたいへんさはお父さんの件で十分すぎるほど分かっている。

「公務員かー、それも似に合あいそうだね。営えい利りを追求せずに、人のために働くんだろ？」

「証券アナリストになって、じゃんじゃん稼かせぐかも」

「あ、そういう分ぶん析せきしたりするのって、面白そうかも」

「医者になって患かん者じやを切り刻んで……」

「うん、川原さんなら外科医いがいいかなー。格かつ好こういい」

　そんな舌した先さきに乗せられるものですか……えーと、えーと……。

「うー…ま、魔法使つかいになっているかも！」

「川原さんなら、勉強熱ねつ心しんだから、優れた魔法使いになれると思うよ」

　ええっ!?　そ、そうきたか！

「で、でも、案あん外がい踊り子なんかに……」

「川原さんは、スタイルがいいからイケルよ！　是ぜ非ひ！」

「ちょっと、そんな迫ってこないでよ！　えっと、じゃあ、えーと……」

　言葉に詰まっていると、ぱっと頭のなかにルースの姿が浮かんだ。

「鳥とり使つかいとか？」

「面白そうだね。そうだ、ルース君のこと聞いたよ」

「えっ!?」

「明あける子こから話は聞いていたんだけど、この前、たいへんだったんだって？」

　ルースの脱だつ走そう事件のことか。

「神しん鳥ちようがなつくくらいだから、川原さんなら立りつ派ぱな鳥使いになる素そ養ようはあると思うよ」

　神鳥……立派な鳥使い？

「神鳥って？」

　おそるおそる聞いてみた。

「ルース君だろ？　あれ、聞いてない？」

　いや、だから、その、ルースがなんだって？

「秋あき津つ島しまの鳥」

　秋津島の鳥……ええーっっ！

「たぶん、初めて僕たちが秋津島から移動してきたときに巻きこんでしまったんだと思う。それを川原さんが保護してくれているって明子から聞いたとき、神鳥が人の手から物を食べるなんてって驚いたんだよ」

　まさか、なにか貴き重ちような鳥なのでは？　と焦っていると、鳳おおとりくんは続けて教えてくれた。

「羽う毛もうをとるために乱らん獲かくされたこともあって、秋あき津つ島しまでは保ほ護ご鳥ちようとして捕ほ獲かくは禁じられているんだ。ほら、綺き麗れいな羽をしているだろう？　乱獲のことがあって、神しん鳥ちようは人間に不ふ信しん感かんを抱いていてね。人間にはあまり近寄らないんだ」

　やっぱり、貴重な鳥だったんだ！　知らなかったとはいえ、どうしよう！

「じゃあ、ルースは……」

「神鳥は賢かしこい鳥で、自分の居い場所をちゃんと知っていると聞くよ。ルース君が川かわ原はらさんのそばにいるのなら、ルース君が、自分の居場所を川原さんのそばって決めたんだろうな。うらやましい。神鳥は受けた恩を忘れない鳥で、助けてくれた人間のために力を貸してくれることになると思う」

「力……？」

「神鳥には不ふ思し議ぎな力というか、運を呼び込む力があると言われているんだ。そういうことも乱獲の原因になったようだけどね。だからこそ、保護のために神鳥が暮らしたい場所は神鳥の自主性に任せているんだ」

　それで、来くる栖すさんは「飼ってみたら？」と言ってくれたのか。とりあえず今のまま一緒に暮らしてもいいということのようで、ほっとした。

「川原さんは鳥とり使つかいを目指すんだ？」

「う……そ、それは……」

　そんな適当に言った職業、どうやってつけるかも分からないのに。

「とりあえず、トレジャーハンターにでもなろうかな？」

「トレジャーハンター！　ぜひ俺を助手にしてよ！」

「どれがいいのよ！」

　あんまり、なんでもかんでも肯定するものだから、ついに切れてしまった。私が、勝かつ手てに。

「川原さんが進む道は、川原さん自身が選ぶ道だから、なにになってもいいと思うよ？」

「な、なによ……」

　適当なこと言って、あわせているに決まっている！

　その時、祐ゆう奈なちゃんに一一日の出来事の説明が終わった。　

「とまあ、そんなわけなんだ。な、川原」

「え？　あ、うん」

　たぶん。だって、藤ふじ島しまくんと来栖さんの会話は全然聞きいていなかったんだもの。

「それでは、そろそろ帰りましょうか？」

　と来栖さんがにこりと微笑ほほえんだ。

「ああ。明るいうちに帰ろう」

「うん。大おお呂ろ作品も見られたし、帰ってシナリオでも考えるか」

「寮りようの夕飯、楽しみだなぁ」

「って、いま食べたところでしょう！」

　鳳おおとりくんの台詞せりふに突っこみをいれながら、私たちは店を出た。

　学校に戻ると、鳳くんたちは男子寮へ、私たちは女子寮へと、校舎を挟んで両りよう翼よくに建つそれぞれの寮へと帰った。

　来くる栖すさんは、祐ゆう奈なちゃんを寮の部屋に送り届けると言ったきり、まだ帰ってこない。私も誘われたけれど、ルースのことが気になったので、来栖さん一人にお願いしてしまった。

　夕飯にも帰ってこなかったし、この時間に帰ってこないということは、祐奈ちゃんの部屋に泊まるのだろうか。うちの寮は適当なので、あまり気にしない。

　ルースは、と見れば。彼は籠かごの縁ふちに止まって片足をあげ、首をぐるりと回して背中の翼つばさのあいだに頭を突っこんでいる。

「ルース」

　呼べば、すかさず足を降ろして、「なに？」という顔をして私を見た。

「おいで」

　指を出すと、ぱっと翼を広げて飛行してくる。呼べばすぐに来るあたり、まるで犬のようだ。

　指に止まったルースはしばらく、私の顔を覗のぞきこんだ。特になにもないことが分かったのか、彼は頭をわずかに下げると、首の羽う毛もうをぼわっと広げた。

「はい、はい」

　これは首を掻かいて、という合あい図ずだ。指で懸けん命めいに掻いてあげると、うっとりと目を閉じ、ぐるぐると首を回していろいろなところを掻かかされる。

「はいはい、ここね。ここも？」

　ぐりぐりと掻いてあげると、結局、首の周囲を一周していた。特にお気に入りは目の縁ふちと耳のあたり。耳を掻いてあげると、欠伸あくびのように、あーんとクチバシを開く。その顔がなんとも間ま抜ぬけで、愛らしく、大好きだ。

「ねえ、お前は本当に神しん鳥ちようなの？」

　昼間の鳳くんの話を思いだして聞いてみる。賢かしこくて、不ふ思し議ぎな力を持つ神鳥。

「気が向いたら私に力を見せて……今はいいわ。ひとまず、自分の力でどうにかしているから」

　ルースは、まるで私の言葉に答えるように頭を一度、縦たてに振った。本当に人間の言葉が分かるのかな？

　ともかく。今日は疲れた。もう寝るにしても。このところ、あっちのほうがさっぱり進んでいない。鳳くんたちと会っているといろいろあって……というのは、自分に対する言い訳だ。

　書けない……だめだめ！　気分を変えて、明日はがんばろう。




　　　４月20日（日）




　衝しよう撃げきの一日だった。いろんな意味で、フェイントをくらった一日。

　明日にはあれが書店に……それを考えると、最後の平へい穏おんな一日になるはずだった。

　それなのに！　とりあえず、思いだせるかぎり、今日のことを綴つづってみる。

　日曜の図書館は空すいていた。木造の大たい正しようロマンちっくな香りの残る学園の図書館は、すごく好きだった。高い天てん井じよう、ちょっと暗くてほこりっぽい書庫は、魔法の香りがするようだった。

　絶対どこかに妖よう精せいが隠かくれていて、こっそりと、悪いた戯ずらで本を移動させている。彼らは生徒たちに見つからないようにちょこちょこと走り回っているんだ。

　そうでなければ、目当ての本がことごとくみつからないはずがない。

　今日みたいに人の姿がなければ、妖精は隠れ放題だから、さらに見つからないかもしれない。でも、ひょっとしたら、気を抜いた妖精を見つけることができるかもしれない。

　姿を見られた時の妖精の顔を思い浮かべると、ちょっと笑える。「しまった！　み、見つかった！」と、驚いた顔をするだろうか。

　そんなことを思って、資料を探すために、さらに人の少ない書庫に向かった。

「あ、川かわ原はらさん」

　ひょっこり現れたのは妖精ではなく、鳳おおとりくんだった。

「あ、お、おはよう」

「おはよう。なにかいいことでもあったの？」

「どうして？」

「なんだか嬉うれしそうな顔してたから」

「う……」

　まさか、妖精のことを考えていたとはいえなかった。そこで、

「こんな早くから、読書？」

「うーん、というか、ちょっと探し物を」

「なにを？　手伝おうか？　いちおう、図書委員だし」

「ああ、でも本じゃないんだ。ちょっと妖精を」

「は？」

「恭きよう悟ごには笑われたんだけど、図書館って、悪戯好きの妖精がいると思うんだ」

「え？」

「だってさ、こういうところって、探しているものに限ってみつからなかったりするだろう？」

　鳳くんは、近くの書しよ棚だなから一冊本を抜きだしては戻すを繰り返した。

「そのくせ、別のものを探しているときに、前に散さん々ざん探してなかったものがひょっこりと！」

「そうそう！　でも貸し出しリストを確認しても、貸し出された形けい跡せきはないのよね！」

「そうなんだよ！　あれは、絶対に俺たちの先回りをして」

「妖よう精せいが隠かくしている！」

「だよね！　いやー、嬉うれしいなぁ。川かわ原はらさんが同じことを考えてくれているなんて！」

　満面の笑顔で言われて、はっと気づいた。

　比ひ呂ろ美みにも話したことのないことを、思いっきり話してしまっているじゃないの！

「……お、鳳おおとりくんだったら、そう考えるかなって思ったのよ」

「本当に？　そっかー、俺の考えていること、分かるんだ」

　と、さらに喜んでいる。あのバカ男は。

「じゃ、じゃあ！　ほかの人の迷めい惑わくにならないようにするのよ！」

　なんとか図書委員の威い厳げんを保とうと、うきうきしている鳳くんに釘くぎをさした。

　それから、なんとなく気が抜けて適当に本を手にして貸し出しカウンターに向かった。

　そこに、司し書しよの原はら先生がいた。原先生は私の顔を見ると、生いけ贄にえを見つけた死し霊りよう使いのような顔をした。いや、死霊使いには会ったことはないが。

「あら、川原さん！　ちょうどいいところに」

　教師が「いい」ということは、生徒に「最悪」と思わせることはよくあることだ。この時もそうだった。

「ちょっとお願いしたいことがあるの」

　ほら来た！

「春休みまでの購こう入にゆうリクエスト図書なんだけどね、そろそろ買っておかないと、一部の読書オタクが暴動を起こしそうなのよ。悪いんだけど、買ってきてくれない？」

「私が、ですか？」

「そ、あなたが」

　でも、とも思ったけれど、原先生の次の一言がきいた。

「実はね、私も読みたいと思っていた本も入っているのよ。去年、サファイア大賞の新人賞をとった新人の新刊が出るの。そこの新人はちょっと期待しているのよね。更さら紗さ羅ら沙さっていうの、知ってる？」

　知ってるもなにも……。

「久しぶりのファンタジーみたいなのよね。このところヤオイ系がはやっていたから、どうかなって思ったけど、けっこうリクエストが多いのよ」

　そっか。多いのか。けれど、期待はそれだけ、不安にもなる。

　とはいえ。どうせ買うのであれば、それはほかの誰でもなく、私の手で買いたかった。

「行かせていただきます。でも、サファイア文庫って、二〇日が発売日じゃないんですか？　今日は日曜だから明日の発売に……」

「そ。だから、昨日きのう出てると思うの」

「え？」

「早売りよ。発売日が日曜の場合、前倒しになるのよね、あそこの文庫」

「ええっ！」

　私の動どう揺ようをよそに、原はら先生は話を進めた。

「じゃあ、川かわ原はらさん、お願いね。あ、でも」

　原先生はもったいぶるように私の全身をじろじろと見た。

「購こう入にゆう図書って、けっこうあるわよ。一人ではちょっとたいへんかも」

「僕が手伝います」

　突然、背後から声が聞こえて振り返ると、鳳おおとりくんがにこにこして立っていた。

「君は？」

「川原さんのクラスメイトです」

「あら、そ。そうね、やっぱり男手があったにこしたことはないし。じゃあ、購入リストとお金、持って来るから。待っていて」

　そう言って、原先生はいそいそと行ってしまった。その背中を見送ってから、私は頭ひとつでかい鳳くんを睨にらみ上げた。

「どうして鳳くんがついてくるの？」

「やー、面白そうだったから」

「面白そう、じゃないわよ。これは、図書委員の仕事なのよ」

「でも、先生もいいって言ってくれたし」

「それはそうだけど」

「旅は道連れ世は情なさけって言うんだろ、こういうの」

「言わないわよ！　街まで買い物に行くのって、旅じゃないでしょう！」

「僕は、川原さんと一緒なら、どこへ行くのも楽しいよ」

　……正直、その瞬しゆん間かん、私の顔からは火が出たと思う。ボッ、ボーボー。音をたてて、燃えた。それくらい、顔が熱かった。

「はーい、お待たせ」

　原先生はリストと二つの茶ちや封筒を差しだした。

「領りよう収しゆう書はレシートでいいから、必ずもらってね。それから、こっちは私の気持ち。二人でお茶でも飲んできなさい」

「いえ、そんな……」

「はい、ありがとうございます！」

　気き遣づかいを断ろうとした私を、鳳くんはあっさりと受け入れてしまった。しかも、にこにこと封筒を受け取っているし！

　あれこれ考えを巡らしたけれど、受け取ったものは仕方ないと腹をくくった。

「じゃ、行きましょう」

「はい」

　まるでキビダンゴを腰に下げた桃もも太た郎ろうの気分だ。犬ならぬ鳳おおとりくんは、軽やかなステップで私の後を着いて来る。

　おおとり、なんだから犬じゃなくて雉きじになるのかな、でも性格は犬そのもの、なんてくだらないことを考えながら、私達は昨日に引き続き、街に向かった。

　巡回バスのなかで、鳳くんはあいかわらず何が楽しいのか、嬉うれしそうにバスの外の景色を見ている。私はというと、まさか早売りなんてものがこの世に存在していたとは。定期連絡のメールではそんなことなにも書かれてなかったのに、とパニクっていた。

　それなのに、鳳くんの、なんとのんびりしたことか！　腹立たしくって、つい、鳳くんの横顔をまじまじと見てしまった。

　その横顔を見ながら、異い世界人といっても日本人の顔よねぇとか、やっぱり秋あき津つ島しま大やま和との国くにっていうくらいだから、同じアジア系なのかしらとか、でも微び妙みように文化が違うようなのはやっぱり異世界だからなのかなぁとか、あやっぱりちょっと鼻は高いかな、目も大きくてぱっちりしてるし、顎あごのラインはシャープだし、よくみれば小顔よねとか……そんなことを考えていた。

　そんなわけだから、

「今日も映画、観みて帰る？」

　と話しかけられた時には、咄とつ嗟さに答えられないほど、うろたえてしまった。

「川かわ原はらさん？」

　鳳くんが私の名前を呼んだ時、一いつ瞬しゆん、バスに乗り合わせていた女子がこっちを見たような気がした。気のせいとは思うけど。男女で下げ界かいに向かって映画を観ようか、なんてまるでデートみたいじゃないか。不意に、周囲の視線が気になった。

「馬鹿ね。今日は図書の買いだし。遊びに行くんじゃないわよ」

　と、まるで言い訳をするように答えてみた。けれど、

「一緒に本を探すのか。それもいいね」

　鳳くんは無む邪じや気きに喜ぶものだから、ますます、うろたえてしまった。うろたえているうちに、学園の巡回バスは駅前に到着していたと思う。

「さ、行くわよ！　迷まい子ごにならないように、ちゃんと着いてくるのよ」

　なんにでも興味を示すのはいいけれど、しっかりついてきてくれなくては困る。もしも何かあったら来くる栖すさんや桐きりゆ生うくんに申し訳ない。もしも、何かあったら。その時は、それぐらいにしか思っていなかった。

　特売のランジェリーショップにたかっている客を見ては、

「あの店、何を売っているのかな？　すごい人だよ。俺たちもなにか買って行かない？」

「女性の下着を買って行こうって言うの？」

　街頭のポケットテッィシュを受け取っては、

「小こ銭ぜにの持ち合わせが……」

「いいから！　宣伝だから無料なのよ、それ」

「え、無料なの？　じゃあ、もう少しもらって……」

「や、め、な、さ、い!!」

　この齢としにして、一いち児じの母になった気分だった。

　目的の書店についた時には、すっかり疲れ果て、えらく遠回りをした気分だった。

　買い物は後にして、じっくりと新しん刊かん話題書や好きな文庫のコーナーなどを見て回りたかったけれど、鳳おおとりくんがいるから我が慢まんをした。

　ここは、買い物を済ませてお茶は無視し、さっさと帰るに限る。

「えーと、何を買えば……」

　リストに目を通す。ミステリーの新書、有名な文学賞を受賞した単行本、ライトノベルの新刊、等々……書店の売り場を頭に描いて買って行く順番を決めた。

「よし、行くわよ」

「戦せん闘とう開始って感じだね」

「買い物は闘たたかいよ！」

　自分との、ね。念のために自分の財さい布ふも持ってきていたものだから、うっかり衝しよう動どう買いをしないようにしなければ、と気を引き締めた。

「じゃあ、まずは……」

　決まっていた。ライトノベル、サファイア文庫のコーナー。

　そして、そこに、先日ちらりと見た文庫の表紙がどかんと壁に大判ポスターで飾られていた。

　ああ、そういえば、販売促そく進しんのポスターがどうのってメールにあったような、と思いだした。

「あ、これだね」

　鳳くんは、それを手に取った。平積みになっている本、アリシエル譚たん詩し。

　そう、私の初めての本。

「そ、それは……」

　鳳くんは、さっそく本を開いて読みはじめた。

「わー、やめて！」

　思わず、叫んでしまった。

「どうして？」

「だって、その……それは……」

　狼狽うろたえていた私に、鳳くんは留めの一いち撃げきをくわえた。

「これ、川かわ原はらさんの本でしょう？　ちゃんと読みたい」

「ど、どうして、それを!?」

「えー、それは……なんとなく」

　そんなわけがあるか！

「いや、その、えと……川かわ原はらさんが、書いているところを見て……」

　と言うものだから、てっきり、図書館でメモしていたところを見られたと、その時点では、うっかり観念してしまった。

「うう、そうよ……それ、私の本なの」

「すごい才能だよね。みんなが知ったら驚くよ」

「絶対！　秘密！」

「どうして？」

「その、いろいろと、不ふ都つ合ごうもあるし……」

　興味本位で騒がれたくなかったし、学業優先を建前にしている学園の手前、学園長とも話し合って秘密にしようということを思いだした。本当は、学園長は大々的にアピールしたかったようだけれど。

「そうか。うーん、残念だなぁ」

「いいのよ」

「とりあえず買うんだよね？　しまったなあ。僕も一冊ほしい。サイン、もらえたのに」

「絶対、しないから！」

　断固として。鳳おおとりくんは、サインがほしい、としばらく訴えていたけれど、無視をした。

　そのあいだにも、立ち読みをしていた中学生と思おぼしき女の子が、アリシエルを手にして、そのままレジに向かった。走りよって、抱き締めたい気分だった。

　あんまりそこにいても手にとる買い物客にストーカーをしそうだったので、名残なごりは惜しかったけれど、別のフロアに向かうことにした。

　鳳くんを従えて、書店との闘たたかいは幕を開けた。

　各フロアで基本的に精算を済ませるため、フロアを移動する毎ごと、荷物が増えて行った。

　原はら先生は鳳くんを荷物持ちに任命したつもりのようだったけれど、私は自分で持つつもりだった。それが、図書委員としての仕事だから。

　けれど、お金を払っていると、鳳くんがさっと荷物をさらっていく。

「私、持つわ」

「これぐらいさせてよ。仕事しないと、お茶が飲めない」

「……ああ、そうね」

　どうやら、鳳くんはすっかりお茶を飲んで帰るつもりでいるようだった。

　ほとんどのフロアを回り終えたくらいだったと思う。購こう入にゆうリストをチェックした時、二枚目があることにやっと気づいた。

「これ、二枚目があったんだ……って、ええっ!?」

　二枚目のリストを見て、つい、叫んでしまった。

「なになに？　あ、これ！　やった！」

　鳳おおとりくんが喜びの奇き声せいをあげた。

「騒がないの」

「う、はい」

　自分が先に叫んだことは棚にあげて、鳳くんを諫いさめる。しゅんと、素直に項うな垂だれた。

「これ、間違いじゃないわよね」

「そこにあるんだから、間違いじゃないよ！」

「はい、はい。じゃあ、行きますか、猿さる蟹かに合がつ戦せんを買いに」

　リストにあったのは、数冊の昔話だった。なんの陰いん謀ぼうだろうか。まあ、資料として昔話があってもいいのだろうけれど。

　あるとすれば児じ童どう書のコーナーね、と何も考えずにそこに向かった。

　まさか、彼があんなものを見つけるとは。

　リストの昔話を見みつ繕くろっていて、ふと、鳳くんの姿がないことに気づいた。

「また、何かにひっかかったのね」

　あれほど、ついてきなさいと言っていたのに、と憤ふん慨がいしながら鳳くんを探した。

　長身の男子高校生は目立つ。すぐに発見した。彼は一冊の本を開き、熱心に読んでいた。

「なにかみつけたの？」

「すごく好きだった本をみつけたんだ」

「へー、なあに？　……好きだった本？　でも、あなた、異い世界人でしょう？」

「うん。住んでいたところに表おもて地球を映す鏡かがみがあって、小さい頃はよくそれを見ていたんだ」

　よくは分からないけれど、白しら雪ゆき姫ひめで王おう妃ひさまが使っていた鏡かがみのようなものだろうか。

「たまたま鏡に映った光景だけを見ていたんだ。ある日、映った光景のなかで、小さな女の子が熱心に読んでいた本があって、俺も、その女の子と一緒になってその本を読んでいたんだ」

「それが、その本なのね……って、それじゃあ覗のぞき見じゃないの！　趣味悪いわね！　あ！　もしかして！　私が書いているところを見たって……」

「え、いや、あの、まずいところは見ていないっていうか、ある日ばれて、こっぴどく叱しかられて……それ以来、覗き見はしていないよ」

　ちょっと信用できない。

「言い訳無用よ。で、それ、なんなの？」

「これ」

　と、鳳くんは本の表紙を私に見せた。がつん、ときた。

「そ、それ……」

「うん、カーヤの冒険って本。この本の主人公、川かわ原はらさんと同じ名前だよね。カグヤ、みんなからはカーヤって呼ばれている女の子。この本、もう一度読みたいと思っていたんだ」

　彼に悪気がないことは分かっている。そして、あの本に罪がないことも。

　変わってしまったのは私。そして、夢ゆめ野の大だい作さく。カーヤの冒険の作者。

「えーと、これ買いたいんだけど……」

「買えば？」

　あんな本が、まさか、まだ売っていたなんて。とっくに廃はい刊かんになっていると思っていたのに。これだから、息の長い児じ童どう書はばかにできない。

「持ち合わせがなくって……」

「じゃあ、あきらめなさい」

「……やだ」

「やだじゃないでしょう。高校生のくせして」

「こういうの、一いち期ご一いち会えって言うんだろ？　出会った時が買い時だよ。俺、もう一度、カーヤと一緒に冒険をしたい」

　そんなこと、言われても。

「欲しい欲しい欲しい」

　駄だ々だっ子か！

「ほかの本ならいいけど……それは駄だ目め」

　カーヤの冒険。あれが、あんな本ができちゃったから。だから、お父とうさんは……。

「この本は駄目？　どうして？」

「だって……」

　だって、カーヤの冒険は……。

　鳳くんは、じっと私の顔を見ていた。その真っ直ぐな視線を見ていたら……ぽろりと言葉が口から出た。

「お父さんの本なの」　

「お父さん……夢野大作が？　すごいじゃないか！　たくさん買って、売上に貢こう献けんするよ！　いまお金はないけど」

「いいのよ、そんな本」

「……どうして？　これ、すごく素す敵てきな本じゃないか」

　鳳くんの気持ちは嬉うれしかった。カーヤの冒険に対する賛さん辞じは、幼い頃の私にとっては何にも勝る喜びだった。けれど。

「まぐれなのよ。たまたま新人賞に出したら入選してしまって、本になって、ちょっといい評価をもらって」

　カーヤの冒険は、確かに評判はよかった。児童図書の推すい薦せんも受け、全国の学校に売れた。それで、ちょっとした印いん税ぜいも入ったらしい。それは、こつこつ働いて小金を貯ためるような生活を送っていたサラリーマンにとっては、持ちなれない大金だった。

　持ちなれないものを手にして、家族の金きん銭せん感覚はおかしくなった。

　柳やなぎの下に二匹目のドジョウを狙った。でも。

「その後に出した本は全然まったくからっきしさっぱりすっぱりきっぱり売れなくて」

　ところが、うっかり大金と作家の肩書を手にしてしまった愚おろかな男は、仕事をやめてしまっていた。

「生活が、どれだけ大変だったか……」

　いろいろと思いだすと、泣けてきてしまった。それで、つい、うえーんと泣いていたら、

「お兄にいちゃんがお姉ねえちゃんを泣かしてる」

　小さな男の子が、私たちの前にやってきて指をさした。

「え？　い、いや、誤ご解かいだよ、誤解！　俺は、そんな！」

　鳳おおとりくんは私の手を取ると、男の子から逃げだした。

「えーと、その、そうだ！　お茶！　お茶、しようよ。えっと、どこに行ったら……」

「こっち」

　私は泣きながら、とりあえず気持ちを落ちつけるために鳳くんの手をひいて、喫きつ茶さ店に行くことにした。書店を出て、向かいのビルの一階にあるコーヒー専門店に入ると、鳳くんは物もの珍しそうに店内を見回した。

「お茶って、お茶のことじゃないんだ」

　どうやら、原はら先生の「お茶してきなさい」を日本茶かお抹まつ茶ちやと思っていたらしい。

　コーヒーが出てきて温ぬくい湯ゆ気げに当たると、ちょっと落ち着いた。

「眼鏡めがねが曇る」

　私は眼鏡を置くと、熱いコーヒーをぐいぐい飲んだ。

「熱くない？」

「熱いわ」

「……俺、猫ねこ舌じたなんだ」

「男の人の猫舌って、なんだか許せない」

「えっ!?　が、がんばります」

「なにを」

「いや、その……あのさ、お父とうさんのことなんだけど。その、ごめん。俺が無む神経だったよ」

「そんなことないわ」

　冷静になって考えると、泣くようなことじゃないのに。

「私こそごめんなさい。びっくりさせちゃったわね」

「いや、その、うん、まあ、ちょっと」

「あの本、読みたければ、貸すわよ」

「えっ!?」

「いちおう、持っているから」

　ベッドの下にほうり込まれている荷物の一番下あたりに封ふう印いんしているはずだけれど。

「いいの？」

「いいわよ。ちょっと聞いてもらえる？　馬鹿な男を父に持った娘の意地っ張りな話を」

　なんとなく、その時は喋しやべってしまいたい気分だった。不ふ思し議ぎと、鳳おおとりくんといると気持ちが楽になってくる。

「カーヤは、私の小さい頃の呼び名なの。お話好きだった私は、お父とうさんによく寝ね物語をせがんでいたの」

「寝物語？」

「子供が寝付くまで読んで聞かせるお話よ。人にん魚ぎよ姫ひめやシンデレラ、親おや指ゆび姫のお話もベッドのなかで聞いたような気がする」

「優しいお父さんなんだ」

「そのうち、ありきたりなお話じゃなくて、もっとわくわくするお話を聞きたくなって、おねだりしたの。そうしたら、カーヤという少女を主人公にした冒ぼう険けん物語を考えてくれたのよ」

「それがカーヤの冒険なんだ」

「そ。毎晩、私は主人公カーヤになって、世界中を旅したわ。あんまり楽しくて、眠るどころじゃなくなって。もっともっとって私が言うものだから、考えていたところを語り尽くして、でまかせで続きを考えて……たまにつじつまがあわなくなったりしたところを私に指し摘てきされて、苦し紛まぎれの言い訳を考えていたみたい」

「へー、でも即そつ興きようで考えるってたいへんだよね」

「指摘されて、たじたじしているお父さんが面白くて、つい意い地じ悪わるなこと言っちゃった」

「でも、それがあったから、あの本はすごく練り込まれていたんだろう？」

「そうみたい。本になったお話は、後付けの設定を最初から付け加えていたから」

「じゃあ、二人の共同制作だったんだ」

「そう、なのかな？」

　そんなふうに考えたことはなかった。

　そう考えると、封印していたカーヤの冒険が、ちょっぴり誇らしく思えてきた。

「でも、次が続かなかったのよ」

「全然出してないの、本を？」

「二、三冊出したみたいだけど、さっぱり売れなくて、出版社から依頼もなくなって……」

　そこからは思いだしたくない記き憶おくだ。

「何年かはカーヤの印いん税ぜいで生活していたけど、苦しくなって、母はパートに行きだして……」

「お父とうさんは？　本は？」

「書いていたわ。でも、児じ童どう文学ではやっていけなくなって……」

　それで、あんな……あんな……！

「じゃあ、別のジャンルで？」

「ええ、まあ結局、ペンネームを変えて……」

「なんて名前？」

　言いたくない名前だった。口にするどころか、思いだすことさえ不快な。

「もしかしたら売上に貢こう献けんできるかもしれないよ」

「貢献してほしくなんかない」

　けれど、鳳おおとりくんは私の顔を、じーっと、忠ちゆう犬けんが主人の命令を待つように、私が答えるのを待っていたものだから、つい、

「森もり野の性しよ子うこよ」

　と、答えてしまった。

「えっ！　森野って、あの月に濡ぬれる義いも妹うととかを書いた森野性子？　女の人だと思ってた」

「………は？」

「…………あ」

「知って、いるの？」

「えーと……」

「ど、こ、で！　読んだのよ！」

「いや、あの、ほら、えーと、そのー」

「覗のぞき見はやめたんじゃなかったの！」

「いや、その、たまたま、偶然にだよ、偶然！　それに、森野先生の作品は、あれだよ、純愛系けいで、レイプとか監かん禁きんなんかの鬼き畜ちくや凌りよう辱じよくはないから……」

「しっかり読んでいるんじゃないの！　このスケベ！」

「お、男はみんなスケベなんだよ」

「開き直るな──っっ!!」

　信じられない！　それで眼鏡めがねも忘れて、さっさと立ち上がり、店を飛びだしてしまった。

　その時は、後あと先さき考えていなかったけれど、購こう入にゆうした本は全部鳳くんに持たせたままだった。原はら先生にお茶用のお小こ遣づかいをもらっていたからよかったものの、彼は小こ銭ぜにもろくに持ち合わせていないはずだった。

　でもでも！　鳳くんが、お父さんのあんな本を読んでいたなんて！　今でも、ちょっぴり信じられない。

　とにかく私は憤ふん慨がいしながら、休日のために人でごった返している街を駅に向かってずっかずっかと歩いていた。

「川かわ原はらさーん」

　案あんの定じよう、鳳おおとりくんは追いかけてきた。

「待って、待って、川原さん！」

　知るものか、絶対答えてやらない、と思っていたけれど、

「川原さん、川原さん、川原さん、川原さーん！」

　あまりに連れん呼こするものだから、行き交う人もくすくすと笑っている。さすがに、恥ずかしくなった。

「ちょっと、いい加か減げんにしなさいよ！」

　振り返ると、鳳くんはいつの間にか、私の真後ろに立っていたらしい。目の前に、鳳くんの広い胸があった。

「はい、これ」

「え？」

　差しだされたのは、私が店に置き忘れていた眼鏡めがねだった。

「眼鏡なしでも歩けるんだ。俺は眼鏡がなかったら、かなり人にぶつかっていると思う」

「そ、それは……持ってきてくれてありがと」

　あまり突っこまれる前に取り返そうとしたけれど、私の手は虚むなしく空を切った。鳳くんは、さっと眼鏡を持っていた手を上に上げてしまった。まるでいじめっ子がとりあげるように。

「川原さんって、どれくらい視力悪いの？」

　と、自分の眼鏡と掛け替えようとしたものだから、

「あ、駄だ目め、ちょっと、返して！」

　眼鏡を取り返そうと、抵抗を試みたけれど、鳳くんの動きのほうが素す早ばやかった。

「ん？」

　私の眼鏡をかけて、くいくいと眼鏡を持ち上げては目に映る世界を確認している。

　あちゃー。ばれた。

　それが、その時の私の正直な気持ちだった。

「これ、度どがほとんど入っていないというか……あれ？」

「そうよ」

　ばれたからには、仕方がなかった。下へ手たな言い訳は、鳳くんを誤ご解かいさせるか混乱させるだけだろうから。

「その眼鏡、度は入っていないわ」

「そうか！　俺、知ってるよ。こういうの、コスプレって言うんだろ？　眼鏡っ娘こコスプレ。でもコスプレってコスチュームプレイのことだよね？　眼鏡もコスチュームでいいのかな？」

「ち、違うわよ！」

　たぶん！

「だいたい、なんのプレイをするのよ、眼鏡めがねをかけて」

「そ、それは……」

　一瞬、鳳おおとりくんの顔が赤くなった。

「なんの想像をしてるのよ！」

「ご、ごめん」
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　鳳くんは、眼鏡を外すと、私に返してくれた。

「はい。現実って、直視するのは、嫌な時ってあるよね」

　彼はそれ以上、なにも言わなかった。

　どきりとした。

　それこそが、私が眼鏡をかけている理由だったから。

　本好きのわりに視力はいい。左右とも１・５はあるから眼鏡なんか当然必要ない。でも、自分の目で、見たくなかった。変わってしまったお父とうさんを。生活に疲れたお母かあさんを。そして、お父さんを嫌いになってしまう自分を。

「帰ろうか」

　鳳くんは、購こう入にゆうした本が入った重い本を持ち替えて、私の前を歩きだした。

　現実を直視するのは嫌な時がある、と彼は言った。

　それは、私に対してだけ言ったのか？

　もしかして。彼にも直視したくない辛つらい現実があるのだろうか？　異い世界の王子さまで、異世界を行き来する力を持ち、憎めない人ひと柄がらで、外見だってかなり良い部ぶ類るいだ。

　それでも、辛いことってあるのだろうか。

「鳳おおとりくん」

　彼が振り返る。

「なに、川かわ原はらさん？」

「あのね」

　私は呼びかけずにはいられなかった。

「駅、あっち」

「え、あれ？」

　たはは、と鳳くんは頭を掻かいた。

「ほら、こっち、行くわよ」

　そうして、駅に向かって一歩踏みだした時だった。日曜、天気の好い午後、駅近くの繁はん華か街がい。大おお勢ぜいの人でごったがえしている。

　そんな人波のなか、奇き妙みようなものを見た。なにかが、建物の陰からこちらを見ている。ビル陰に隠かくれているつもりらしいが、気づいてしまうとその動きは余よ計けいに怪しさを増している。

　道行く人は、まさかそんなところに人がいるとは思わないのだろう。誰もそちらを見ることなく、通り過ぎている。

「川原さん、どうかした？」

「うん、あそこ……」

　私が指さした先には、奇き妙みような物体があった。

　ちょうど店先に飾られているマネキンのようにも見えた。ただし、それはまるで風船のようにビル陰に浮かんでいた。一つは首から胸にかけて。その下のほうに浮かんでいるのはマネキンの腰のあたりだろうか。

　つまりマネキンのバスト部分とヒップ部分が、ぽっかりと宙に浮かんで見えた。しかも、そのマネキンは明らかに男性のものだった。そんな馬鹿なことがあってたまるものか。きっと幻まぼろしだったんだ。そう思いたいけれど、鳳くんにも見えていたようだし。やっぱり、あれは現実のものだったのだろうか？　見なかったけれど、ワイヤーかなにかで釣つられて……。

　よく確かめようと思ったのだけれど、

「ち、近づかない方がいいよ」

　と鳳くんに引き留められてしまった。

　おかげで、結局なんだったのか、分からず終じまいだった。

　それから駅前で巡回バスに乗り、誠せい城じように戻った。図書館で原はら先生に本とお釣つりを渡し、お茶のお礼を言ってから、鳳くんと別れた。

　来くる栖すさんとは夕飯後、少し話をした。

「祐ゆう奈なって、今いま一人部屋なんですって。それで、なんだか寂しいらしくて……あとで、一緒に祐奈の部屋に遊びに行かない？」

「いいわよ。でも、私、邪じや魔まじゃない？」

「まさか。昨日ね、トランプを教えてもらったの。気がついたら日付が変わっていて……あんなに楽しい時間を過ごしたのは初めてだったわ」

「トランプか……最近は遊んでないわね」

「祐奈、いろいろなゲームを知っているのよ」

「楽しそうね」

　来栖さんは、秋あき津つ島しまではどんな生活をしていたのだろうか。鳳おおとりくんの護ご衛えいとして一緒に表おもて地球にきて、いくら鳳くんや桐きりゆ生うくんがいるとはいえ、ほかに親しい友人は誰もいない世界では、やっぱり寂しいんだろうか。

　本当なら、ルームメイトであり、彼女の特とく殊しゆ事情を知っている私がもっと彼女の気持ちを察するべきだろうに。自分の不ふ甲が斐いなさがいやになる。

　なにか話をしなければ、と焦った私は、なんにも考えずに、今日のことを口にした。

「今日ね、鳳くんと街に買いだしに行ったの」

「恭きよう悟ごも一緒に？」

「ううん、私と二人よ」

　来栖さんの顔色が、さっと変わった。

「えっ、そ、それで、何もなかった？」

「あ、うん、別に。図書館のリクエスト図書を買って……帰っただけだから」

　お父とうさんの話や、お茶をしたことは省いておく。鳳くんのことを誤ご解かいされたくなかったから。

「安心して、私、別に鳳くんのこと、なんとも思ってないから。来栖さん、がんばってね」

「がんばってって、いやね！　私は、そんな、別に、なんともないのよ。川かわ原はらさんこそ」

「えと……」

　今だ。ここで言わねば。この、打ち解けかけた場で言わなければそう、思った。

「私のこと、かぐやでいいわ」

「え……」

　一いつ瞬しゆん、口くち籠ごもった時には、しまったかな、と思ったけれど。

「では、私のことも、明あける子こと呼んでください」

　と、微笑ほほえみかけてくれた。

　その時だった。部屋の扉がノックされたと同時に開かれた。一瞬、「ルースは！」とひやりとしたけれど、幸い、彼はカゴのなかで眠っていた。

「ルコ先せん輩ぱい、いますか？」

　現れたのは祐ゆう奈なちゃんだった。時計を見ると一〇時を過ぎている。もうすぐ消しよう灯とうの時間だ。

「ああ、祐奈。ちょっと待ってね、すぐ行くわ」

　話していたトランプの時間らしかった。誘われたけれど、さすがに、アレもしなくては。今日一日、ほとんど進んでいない。

「ごめんね。ちょっとやらないといけないことがあるから」

　と断ると、明あける子こは祐奈ちゃんと連れだって行った。次は一緒に遊ぼうと誘ってくれる祐奈ちゃんが可愛かわいかった。

　さて。寝るまでのあいだ、ちょっとがんばらないと。なにしろ明日には、更さら紗さ羅ら沙さの本が図書館に並べられるのだから。




　　　４月21日（月）




　それは現代国語の時間のことだった。

　よくある、「作者の意図するところを述べよ」というやつだった。

　思うに、作者にしてみれば「大きなお世話」ではないだろうか。

　まあ、私の文章が教科書に使われることはありえないとしても、「何を意図したか」なんてこと、文脈から誤ご読どくさえしなければいいのであって、「その時、作者はなにを考えて、この文章を書いたか」なんて、知ったことじゃない。

　こんな駄だ文ぶん書きたくないけれど生活のためにはやむをえない、と思っていたかもしれない。

　あー、かったるい、とか思っていたかもしれない。

　もしくは、「後のちの世の人間は、作者はこう意図した、と考えるかもしれないように書いてやる。はっはっは」なんてひねくれて書いていたかもしれない。

　とにかく、問題とするのは、文章を読んで、なにを感じ、なにを学ぶか、ではないのか？

　作者の意図って、そんなに重要なのだろうか。まあ、そんなことはともかく。現げん国こくの村むら田たおじいちゃん先生の質問が、鳳おおとりくんに当たった。最近、授業中にちょっと眠そうな鳳くんは、大きなあくびをしたところをおじいちゃん先生に見られてしまったからだ。

「どう思うかね？」

「はあ。そうですね。……腹が減っていたのではないかと」

　うけた。

　それは、たしかに一家の食事のシーンだった。けれど、教師受けするための模も範はん回答としては、

「ばらばらになりかけた家族が、再びひとつになった象しよう徴ちよう的シーン、だとは思いますが」

　と、注ちゆう釈しやくをいれたものだと思う。にもかかわらず、鳳くんは続けた。

「この微びに入り細さいに入り、これでもかと書かれた食卓の風景は、よっぽど腹が減っていたのではないかと」

　一いつ瞬しゆん、目を点てんにしていた村むら田た先生は、あごをなでた。それは、村田先生が感心した時によく出るポーズだった。

「まあ、確かに。読んでいると腹が減るなあ」

　再び、教室がうけた。が、先生としては、納なつ得とくするわけにもいかなかったのだろう。だからといって、私に振らなくてもいいと思う。

「川かわ原はらくんは、どう思うかね？」

「えーと……一家団だん欒らんを強調するシーンだと思います。ですが、作者はこの頃、作品を認められず生活が困こん窮きゆうしていたことを考えると、案あん外がい、自分が食べたいものを想像していたのかもしれないですね」

　と、言うしかないじゃない。

「ふうむ。それもそうだなあ」

　授業は、そのまま次の段落に移行してしまった。って、あれでよかったことになるのか？　回答して椅い子すに座った私に、鳳くんがにこりと笑ってきた。

　教師の思おも惑わくどおりには回答しなかった、という同士のような気がして、悪い気はしなかった。

　だから、まあ、笑い返してあげた。その時は、それで終わった。と、思ったけれど。現代国語の授業後の休み時間、不ふ意い打うちをくらった。

　あまり記したくはないけれど、今日の出来事として、書き留めておく。

「やっぱり親が作家だと、子供も読どつ解かい力は人より優れるのかしら？」

　剣けん崎ざきさんの凛りんとした声が、教室に響ひびき渡った。とても濱はま田ださんだけに話しかけているような声ではなかった。休み時間になって、ちょっとざわめきかけた教室が、しんと静まり返った。

「なんのこと？」

　濱田さんが問いかけると、

「さっきの授業よ。先生までまるめこめている人がいたでしょう」

　鳳おおとりのことか？　いや、あいつは異い世界人だろう？　という会話が教室で囁ささやかれた。そんな声を聞きながら、私はごくりと生なま唾つばを飲んだ。

「誰か、親が小説を書いている人がいるの？」

「ええ。みんな、一度は読んだことがあるかもしれないような、有名な作家先生よ」

「え、誰？　なんて本？」

　遠巻きにしていた数人が、次第に会話に参加しはじめた。

「カーヤの冒険。夢ゆめ野の大だい作さくよ」

　ああ、やっぱり。

「知ってる！　小学生の時に読んだ！」

「私も。あれ、好きだったー」

「課か題だい図書で、読どく書しよ感想文書かいたよ」

　やめてやめて、と耳をふさぎたかった。そんな人知らない。私とは、関係ない。

「でも、子供に夢をくれた偉大な先生が、今では成人向けのエロ小説を書いているとはね」

「え、なんだよ、それ」

　成人向け、と聞いて男子まで会話に参加しはじめた。

　どうしよう。どうして剣けん崎ざきさんがそのことを知っているのだろう、と私はパニック寸前だった。おまけに、彼女は学園長しか知らないはずの、あのことまで口にした。
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「そうやって、親が作家だと、新人賞をとるのもさぞかし楽だったでしょうね、更さら紗さ羅ら沙さ先生」

　剣崎さんの視線が、真っ直ぐに私に向けられた。

「羅紗って……え、アリシエル譚たん詩しの？」

「川かわ原はらさんが？　え、本を書いているの？」

　教室の興こう奮ふんは最高潮ちように達していた。私はどう答えていいのか分からず、ただうろたえていた。

「出版社に勤めているいる母が言ってたのよ。新人賞の受賞は、ある作家の娘かもしれないって。そうしたら昨日、川原さん本人が話しているのを聞いたの。証人もいるわ。ねえ、鳳おおとりくん」

　図書の買いだしに行っていたとき、剣崎さんが近くにいたんだ。ちっとも気づかなかった。でも、そんなことより、まさかこんな形でみんなに知られるなんて。

「川原、おまえの親父おやじの本、俺にもくれよ」

　耳をふさぎたかった。

　その時、誰かの手が私の肩におかれた。振り仰ぐと、鳳おおとりくんがこわいくらいの真顔で立っていた。続いて、明あける子こが私の横に寄り添ってくれた。

「川かわ原はらさんの家庭の事情を、そんなふうに話のネタにするのは感心しないな」

「でも、事実でしょう」

「事実でないこともあったよ」

「どこが！」

「川原さんの賞のこと。お父とうさんの仕事と関係しているなんてこと、知らないな」

「コネに決まっているでしょう！　だって、夢ゆめ野の大だい作さくの娘なのよ！　宣伝になるじゃない！」

「でも、更さら紗さ羅ら沙さの本には、そんなことまったくふれられてなかったよ」

「それは……」

「剣けん崎ざきさんの言うように、コネとか宣伝になるのなら、そのことが本にも紹介されているはずじゃない？」

「で、でも……」

「それに、お母かあさんから聞いた話を持ちだすのは反則だよ。きっと守しゆ秘ひ義務とかあるんじゃないのかな？　剣崎さんが身内だから話しただろうことを、そんなふうに話しちゃいけないよ」

　それから、と鳳くんは一気にたたみかけた。

「川原さんの本、僕も読んだよ。面白かった。もちろん、何作も書いているような作家の人と比べると、まだまだな点もあるとは思うけど、すごく気持ちが伝わってきた。わくわくしたし、はらはらもしたし、続きも気になる。正しよう真しん正しよう銘めい、彼女は賞を受けるにふさわしい筆ひつ力りよくをもっていると思う」

　鳳おおとりくんの言葉のひとつひとつが、胸にしみこんできた。

　ざわついていた教室も、なんとなく、私を擁よう護ごする雰ふん囲い気きに変わってきていた。

「おい、なんの騒ぎだ？」

　次の英語の小こ松まつ先生がやってきて、騒ぎに驚いていた。委員長が簡単に話をまとめてくれたようだった。とりあえず授業は行われ、授業の後、職員室に呼びだされた。

　剣けん崎ざきさんは進しん路ろ指導室に、私は学園長室に追いやられた。

「あらあら、みんなに知れてしまったようですね」

　学園長は、すでに六〇歳さいを越えたおばあさまだけれど、その上品で優ゆう雅がな物腰は、私たちでも尊そん敬けいと憧あこがれを抱いてしまう。あのかたのように年を取りたいけれど、おそらく私には無む理りだ。始業式以来の学園長は、相変わらず温和な淑しゆく女じよだった。

「父の、現在のことまで知れてしまいました」

「なにも恥じる必要はありませんよ。もちろん、教育者としては、お父とう様のご本を生徒たちに読んでいただくわけにはいけませんが。表現の自由、言論の自由は、守られるべきものです」

　学園長の言葉は、とてもありがたかったけれど、同時に、申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

「知られてしまったからには、私からも先生がたには報告しておきます。あなたは、なにも気にせず、これまでどおりの学生生活をおくってください。ただし」

　学園長の指が一本、ぴしりと立った。

「一つだけ、約束してください。あなたの文ぶん筆ぴつ活動は私の認めていることですが、あくまでも学業に影えい響きようを及ぼさないという前提です。もしも、学業に影響があるようなら、直ちに休きゆう筆ひつしていただきます」

　ますます成績を落とすわけにはいかない。

「作家としてデビューしたあなたは、みんなよりもほんの少し早く社会人としてもデビューをしています。本を出すということは、出版社のお仕事に関わっているということです」

　そうか、そういうことになるのよね。

「あなたの本を楽しみにしている人のために、続けられるようにしてくださいね」

　学園長に応えなくては。

「はい！」

　背せ筋すじをただす思いだった。

　自分の本を楽しみにしてくれる人がいるかは分からないけれど。ともかく。

　学園長のお言葉は、しっかり胸にしまいこんだ。

　それから後の教室では、ちょっと話題の中心になったけれど、それは、まあ仕方なかった。でも、お父とうさんのことにはあまり触れず、アリシエル譚たん詩しのことをメインに聞いてきてくれた。鳳おおとりくんの援えん護ごが効いていたのだろうか。

　もっとも、クラスメイトには異い世界の王子さまがいるのだから、女子高生作家がいても、どうという反応はないようだった。

　剣けん崎ざきさんは、私と視線があうと強烈にそっぽをむいた。まあ仕方がない。彼女の気持ちも分からないでもない。

　自分が応募した賞で、作家の娘って理由で受賞したとしたら？

　そりゃあ、腹も立つ。

　……それは剣崎さんの誤ご解かいだと信じたい。私だって、自分が「夢ゆめ野の大だい作さくの娘」だから受賞したとは思いたくない。プロフィールには書いていないし、授賞式でも、編集部に行ったときも、担当の水みず島しまさんとの会話でも、お父さんのことは話題にならなかった。

　剣崎さんの口ぶりでは、受賞者の父がなんという名前の作家かということまでは、剣崎さんのお母かあさんは知らなかったようだ。というか、どういう経けい緯いで知ったのだろう？

　まあ、お母さんには受賞のことをこっそりと報告しておいたから……あんなに苦労させられているわりに、お母さんはお父さんにラブラブだから、もしかしたらお母さんがお父さんに受賞のことを伝えて、そこから出版社に漏れてしまったのか……その場合でも、受賞後の話であって選考の過程では関係ない、と思う……。

　いずれにせよ、鳳おおとりくんが言っていたように、今回の新刊には「夢ゆめ野の大だい作さく」の夢の字も宣伝には使われていなのだから、お父とうさんのことは関係ないと判断していいと思う。

　そんなわけで、たいへんな一日だったけれど、少しだけ鳳くんを見直した一日でもあった。

　水みず島しまさんからメール。書店の反応はまずまずらしい。いつも水島さんにはお世話になっている。寮りように住んでいるから、いろいろと気を遣つかっていただいているし。私の担当になったばかりに、迷めい惑わくをかけているんじゃないかなぁ。

　お世話に報むくいるためにも、がんばらないといけないんだけど。

　今月は、さっぱりだ。
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　自分の身体からだに魔ま石せきがあると言われても、アリシエルには信じられなかった。エリュオウの左手の甲こうや、ルーディカの額ひたいのように、見える場所にはないのだから、尚なお更さらだった。

　アリシエルの魔石にどんな力が宿るのか、それすらはっきりしていない。エリュオウもルーディカも、そして身み柄がらの後こう見けん人になってくれた領りよう主しゆのライアンでさえ「焦らないでいい」と言ってくれる。

　けれど彼らの優しさに触れれば触れるほど、「一刻も早く、何かを成さねば」とアリシエルを焦らせた。

　そんな日々を送っていた時だった。

「一度、家に、帰ってみるか？」

　王城での暮らしは、なに不自由なく、まさしく憧あこがれていたお姫さまの生活だった。けれど、どんなに豪ごう奢しやな暮らしであっても、アリシエルには足りないものがあった。そして、それにはエリュオウも気づいていた。

　無条件に自分を理解し受け入れ、そして叱しつ咤たしてくれる存在。アリシエルに不足しているのは、彼らの存在以外、なにものでもなかった。


アリシエル譚たん詩しより












　　　４月22日（火）




　今日、トイレで剣けん崎ざきさんとすれ違ったときのこと。たまたま、休み時間も終わりかけだったから、二人だけだった。昨日のこともあって、ちょっと声をかけ辛づらいでいると、

「いい気にならないでよね」

　と、睨にらまれてしまった。なぜ、どうして！　と憤ふん慨がいしつつも、仕方がないかなと思う気持ちもあったので、つい反論できないでいた。すると、

「あなたなんかには釣つり合わないんだから」

　と言い放って教室に戻っていった。釣り合わないって、なんのことだろう？

　そんなこともあって、祐ゆう奈なちゃんの部屋でトランプをしようと誘われたとき、すっかり行き詰まっていた。どう考えても展開がつまらない、だらだらとした会話が続いている。もんどりうって転げたい気分だった。それで、そのまま部屋にいても暗あん鬱うつとした気持ちのままなら、少しは気分転換になるだろうと、トランプをすることにした。

　それは、いろいろな意味で、刺し激げき的な時間だった。

「かぐや先せん輩ぱい、いらっしゃーい！」

「おじゃまします」

　祐ゆう奈なちゃんの部屋は柊ひいらぎ館かんの三階にあった。誠せい城じよう学園に入学以来、自分の部屋以外に足を踏み入れたのは初めてだった。と言うか、柊館に入ったのも初めてだった。椿つばき館と柊館のあいだにある大浴場が境きよう界かい域だった。それより北にある柊館には行く必要がないから。だから、存在は知っていたけれど、初めて柊館のいわれになった柊の絵を見たときには、軽い感かん慨がいを覚えたものだった。やはり、その柊も現実の柊とはちょっと違っていた。

　柊館のテリトリーに足を踏み入れると、まるで敵地に赴おもむいたようなドキドキ感があった。誰も思ってはないだろうけれど、すれ違う生徒たちが敵兵を見たように睨にらんだように見えた。

「はー」

　祐奈ちゃんの部屋に入ると、思わず、感かん嘆たんの声がもれた。

　部屋の壁には森のなかを写したポスターがびっしりと貼はられており、ところどころに、観かん葉よう植物の巨大な鉢はちが置かれている。天てん井じようには真っ黒い紙が貼られていて、よく見ると、どうやら星空のポスターのようだった。

「ジャングルみたいね」

「そう、そうなんです！　さすが、かぐや先せん輩ぱい！　嬉うれしいなぁ。この部屋のコンセプトに気づいてくれたのは、二人目です」

「一人目は？」

「ルコ先輩です！」

　語尾にはハートマークがつきそうな勢いで、祐奈ちゃんは明あける子こに熱い視線を送った。熱い視線を送られた明子は、しっかりとその視線を受け止めていた。

「じゃあじゃあ、せっかく三人揃そろったから、今日は神経衰すい弱じやく以外のゲームをやりましょうか！」

「……いつも神経衰弱やってたの？」

「二人でできるカードゲームって、限られていますからねぇ」

　祐奈ちゃんがしみじみと答えると、けれど、

「あら、神経衰弱、楽しいわよ」

　と明子が微笑ほほえんだ。

「うー、でも、いっつもルコ先輩が勝つんです」

「明子、強いんだ？」

「勘かんはいいのよ」

「勘だけじゃなくて、記き憶おく力が抜ばつ群ぐんなんですよ！」

「それって、祐奈ちゃんの記憶力に問題が……」

「わーっ！　それは言わない約束です！　と、とりあえず、お茶出しますね」

　そう言うと、祐奈ちゃんは机の下にもぐりこんだ。

　体を動かして祐奈ちゃんがもぐりこんだ先に何があるのかを覗のぞき見た。どうやら、小さな冷蔵庫が置かれているようだった。無む論ろん、寮りよう則そく違反。寮則では、部屋にもちこめる家か電でん製品はひとつまで。祐ゆう奈なちゃんの部屋には、コンポがすでにテーブルの上を我がもの顔に占せん領りようして、不ふ思し議ぎな音楽が流れていた。

「ま、バレなきゃいいんじゃない？　これ、ユキちゃんに教わったんだよ。このサイズなら、みつからないって」

　あの兄は、妹に何を教えているんだか……。でも、正直、ちょっとうらやましかった。たいした量ははいりそうにないけれど、ちょっとしたもの、たとえばプリンとかコーヒー牛乳とか……そんなものを、共同冷蔵庫に置く必要がなくなる。そうすれば、いちいち名前を書く必要もなくなるし、（書いていてもなくなることがある）、ちょっと夜中に喉のどが渇かわいた時にも、いちいち共同冷蔵庫にまで取りに行く必要がない。そういえば、いつだったか私たちの部屋に泊まりに来たときも、祐奈ちゃんは冷蔵庫と間違えてルースの籠かごをあけたのだった。

　うーん……明あける子こに共犯になってもらって、導入を検討してみようか。とりあえず、一番の問題は、その費用をどこから捻ねん出しゆつするか、だ。

　次に、祐奈ちゃんはわたわたとトランプを取りだし、準備をはじめた。玄くろ人うとはだしなカードさばきでトランプがきられていった。

「わが家では、物心がつくと、まずはこれを教わるんです」

「へー」

　私と明子が揃そろって驚いていると、

「冗じよう談だんです！　そんな、二人揃って真まに受けないでください！」

　と、祐奈ちゃんが全身で否定した。そんな祐奈ちゃんのリアクションを見ていても、彼女といっしょにいると飽あきることがない。明子が、祐奈ちゃんとよく一緒にいる理由もわかる。

「今日は、なんのゲームを教えてもらえるの？」

「そうですねー。じゃあ、セブンブリッジなんてどうですか？」

「セブン……ブリッジ？　えーと、七つの橋？」

「まあ、なんて言いますか……えと、かぐや先せん輩ぱいは知ってます、よね？」

「えーと、役やくを作るのよね？　７は単独でも役になって……」

　カードゲームなんて、何年振りだったろうか。たぶん、中学校の修学旅行以来だ。新幹線の中でクラスメイトたちと遊んだのが最後だったと思う。あの時は、大富ふ豪ごうとかをやっていたように思うから……セブンブリッジは小学生の時に、クラスでちょっと流は行やった時に教わったと思う。だから、かれこれ五年振りくらいだろうか？

　そんなわけでゲームはルールを教わるところからはじまった。明子は、私が思いだすよりも早く理解してしまった。勘かんと記き憶おく力がよければ飲みこみも早いらしい。

「あ、そうだ！　ルコ先輩、かぐや先輩！　せっかくだから、何か罰ばつゲームをやりませんか？一番になった人の言うことを、ビリになった人が聞く」

「一番はともかく、ビリって、どうやって決めるの？」

「うーん……じゃ、じゃんけんで」

　どこがどう「せっかく」なのかわからないけれど、罰ばつゲームは決まってしまった。

「じゃ、カード、配りまーす！」

　手て馴なれた様よう子すで、祐ゆう奈なちゃんはカードをシュッシュッと投げた。カードはまるでそこが定位置と知っていたかのように、私と明あける子この前に順番に飛んできた。

「どーれどれ、ボクのカードは、と……あちゃー！」

　祐奈ちゃんはぱしんと頭を叩たたいたけれど、後にそれは彼女の芝しば居いだったとわかった。「ポーカーフェイスができないから、逆に、どんなにいいカードでも悪いカードでも、同じ行動をするようにしてるんだ」とのことだった。なるほど。

　一回戦目は、祐奈ちゃんがルールを飲み込めていないかもしれない私のために、手て加か減げんしてくれたのかもしれない。なんと、私が勝利してしまった。

「あちゃー、やられた！　７がこっちにあるから、勝てると思ったんだけどなー。ルコ先せん輩ぱいはどうですか？　あれ、ルコ先輩も、７が一枚だけですか？　じゃ、ボクとおそろいだね！」

　そして、祐奈ちゃんはぺろりと舌を出した。

「なんて、喜んでいる場合じゃないか」

　そんなセルフ突っこみの後、

「じゃ、ルコ先輩、じゃんけん、やりますか！　いきますよ。じゃんけん……」

　結果、あっさりと祐奈ちゃんが勝利し、一回戦は私が一番で明子は三番になった。

「じゃ、かぐや先輩、ルコ先輩になにをさせますか？」

「えー……えっとー……」

　祐奈ちゃんに聞かれるまで、なにも考えていなかった。なにをしてもらおうと迷って考えたとき、とっさに頭に浮かんだのは、なぜか鳳おおとりくんの顔だった。昨日、今日と、授業中に生あくびを噛かみしめて、眠そうな……。

「なんで！」

「はい？」

「あー……えー……」

　どんなに、言葉を濁にごしても、鳳くんの笑みをたたえた顔が頭から離れなかった。迷ったすえに出した答え、もとい、明子への要求は、

「んーと、明子はいつから鳳くんと知り合いなの？」

「おー、そうきたか！」

　祐奈ちゃんは、やんやと喝かつ采さいした。一いつ瞬しゆん、祐奈ちゃんも、鳳くんと明子のことが気になるのかな、と思った。

「ま、男のことはどうでもいいけど、ルコ先輩のことならなんでも知っておきたいな」

　……やっぱり、そういうことだった。

「えーと、えーと……」

　いつも平静、沈ちん着ちやく冷静な明あける子こが、珍しくとまどっている。

「ルコ先せん輩ぱい、ここでパスをすると、次はパスできないぞ」

「う……えーとね……いつから、と聞かれれば……鷲しゆう一いち郎ろうさまが生まれた時からかな……」

「え？　生まれた時から？　……物心ついた時には、もう知り合いだったってこと？」

「えーとね……んー、祐ゆう奈なとかぐやだから言うけど、私、鷲一郎さまよりも年上なの」

「年、上……？　鳳おおとりくんよりも？　……それって、つまり……え？」

「えー？　あいつって、ルコ先輩とタメですよね？　え？　じゃあ、ルコ先輩って……」

「私、本当は一九歳さいなの」

「ひょーっ！」

　叫んだのは祐奈ちゃんだった。

「一九歳！　わー！　そうなんだ！」

「えと、変でしょう？　一九歳で高校生って……」

「全然、別に。大人おとなっぽいなー、とは思っていたかな」

　それは、まあ、事実だし、間違いではなかったわけだから……けど、気を悪くさせたかな？

「二歳くらいだよね？　んー、分からなかった」

「本当に？　それなら……よかったと言うべきか……」

「思いもよらないところから、ルコ先輩の真実を知っちゃったな。そっかー。それって、ボクたちしか知らないんだよね？」

「ええ、まあ」

　と言っても、鳳くんと桐きりゆ生うくん、それに学園長は知っているだろうけれど。

「なんだか嬉うれしい。秘密を共有している感じで。と言うか、打ち明けてもらえたってことが」

　その気持ちは、すごく分かった。信頼してもらえているということと、それだけ、うちとけ合っているということの証あかしなわけだから。

「来くる栖すの家系は、代々、鳳家を守しゆ護ごする家系なんです。だから、鳳家に鷲一郎さまが生まれた時に両親から、鷲一郎さまを命にかえてもお守りするのが私の役目だと言い聞かされて……」

「もしかして、桐生くんも年上なの？」

「恭きよう悟ごは鷲一郎さまと同い年ですが、桐生家は来栖家と同じで、鳳家にお仕つかえしてきた家系です。それで鷲一郎さまが表おもて地球に行くにあたって、私たちがお供ともを……」

「そっかー。じゃあ、認めたくないけど、あいつには感謝しないといけないのか」

「どうして？」

「あいつがこっちに来たから、ボクはルコ先輩に会えたんだろ？」

「そうとも言うわね」

「あ、あの、私がこのことを話したということは、どうか鷲一郎さまや恭悟にはご内密に」

「分かってるって」

　祐ゆう奈なちゃんは、明あける子この肩をぽんぽんとなでた。

　それから、明子が年上ということは、

「じゃあ、明子、なんて呼び捨てには……」

「かぐや！　どうか、これまでどおりでお願い。こちらでは、私たちのほうが生まれたてのようなものなのですから」

「生まれたて……そっかー、そうだよな。ルコ先せん輩ぱい、うまいこと言うな」

　そうか。だから、鳳おおとりくんがすごい世間知らずでも当然なんだ。ただ、こちらの世界が見えるという鏡かがみで覗のぞき見をしていただけ、妙みように偏かたよって詳しかったりするのだけれど。

「じゃ、二回戦、行きますか！」

　祐奈ちゃんの鶴つるの一声で、早はや々ばやと二回戦がスタートした。

「やったー！」

　二回戦は、祐奈ちゃんが喜んだとおり、明子の勝利だった。なにしろ、最初のカードのなかに７が二枚もあったというのだから、それは勝てるはずだ。祐奈ちゃんは、自分のことのように喜び、そして私はあっけなく祐奈ちゃんにじゃんけんで敗北してしまった。

「ま、負けてしまった……」

　別に負けず嫌いなわけではないけれど、なんとなくぐったりと肩を落としてしまう。やはり、罰ばつゲームがあると、ゲームに臨む真剣さが違う。

「で？　で？　ルコ先輩、かぐや先輩になにをしてもらいます？」

「え？　えーと……そうねー……」

　明子もなにも考えていなかったらしく、視線が部屋のなかをさまよっていた。そして止まった先にあったのは、祐奈ちゃんが出してくれたコーラだった。あろうことか、コーラの一気のみが罰ゲームに指定されてしまった。死ぬ気でなんとか、飲み干してやった！

「げふっ……じゃ、じゃあ、次、行くわよ」

「あ、やる気だね」

「このまま、負けて終われないわよ」

「おー！　かぐや先輩って、けっこう負けず嫌いだね」

「ふっふっふ……自分でも初めて知ったわ」

「ぎゃー！　先輩の眠れる人格を目覚めさせてしまった！」

「やるわよ！」

　そして、三回戦目がはじまった。結果。祐奈ちゃんが勝ち、じゃんけんで私が勝った。

「あの、お手柔やわらかにお願いします」

　明子は、祐奈ちゃんが何を言いだすのか、おののいていた。

「そうだねー、なにをしてもらおうかなー」

　祐ゆう奈なちゃんは、あごに手を当てると、一いつ瞬しゆん、考えこんでいた。

「じゃ、ルコ先せん輩ぱい、キスしてください」

「キス……えーっ!!」

　祐奈ちゃんのリクエストに私が叫ぶと、けれど明あける子こはきょとんとした顔で答えた。

「キスって……えと、口付けのこと？」

「はい！」

　祐奈ちゃんはぐっとこぶしを握りしめて答えた。

「いいわよ」

「えーっ！」

　あっさりと答えた明子に、私はまたまた叫んでしまった。そして祐奈ちゃんは逆に動どう揺ようしてしまったようだった。

「え？　で、でも、額ひたいとかほっぺにチュなんてのはナシですよ」

「唇くちびると唇ね。もちろんよ」

「ちょ、ちょっと待ってくださいね！」

　祐奈ちゃんは、背中を向けると、大きく深しん呼吸をしたようだった。そして、改めて明子に向き直った。

「では！　よろしくお願いします！」

「はい」

　祐奈ちゃんと明子は正面で顔をあわせ、正座をして膝ひざをつきあわしている。

　知らず、私はごくりと唾つばを飲みこんでいた。

　女の子と女の子がキスをする……ちょっと大人おとなびた明子と、少年のような祐奈ちゃん。こうして見ると、少しも変じゃないから不ふ思し議ぎだ。

　明子が、わずかに腰をあげ、身を乗りだした。右手が祐奈ちゃんの肩に伸びた。

　そして、明子の顔が祐奈ちゃんの顔に近づき……。

　そんなわけで、その後、祐奈ちゃんはなにを話しかけてもぼーっとしていたため、深夜のカードゲーム大会はお開きになった。

　明子が実は年上だったとか、鳳おおとりくんと明子は生まれた時からの知り合いだとかが分かって実に有ゆう意い義ぎな夜だった。そして、明子と祐奈ちゃんのキスとか、実にスリリングな夜でもあった。




　　　４月23日（水）




　いろいろと疲れた一日だった。

　まず、ひとつめは四時限目の体育の授業の後に起きた。

　１組と合同の体育の授業の後、更こう衣い室で着替えていた時だった。

「来くる栖すさんの胸って、すごいわね」

　大おお野のさんの一言で、女子特有の会話がはじまった。

　新学期三週目にして、まあまあ馴な染じんできた余よ裕ゆうもあってか、自然と、女子同士での会話の花があちこちで咲きはじめていた。

「え、そうかな？」

「うん。こう、ばいーんって感じで」

「ば、ばいーん？」

　まあ、確かに、明あける子この胸はばいんばいんって感じだ。

「ねえねえ、触ってみてもいい？」

「え？　うん、いいわよ」

　さすが、女の子とキスすることにもなんの抵抗もない明子。

「わー！　すっごい！　やわらかいけど、張りがある！」

「えー、どれどれ？」

　その辺にいた女子数人が、やいのやいのとよってきて、明子の胸をもみもみしている。あー、祐ゆう奈なちゃんが知ったら、嫉しつ妬としそうだな……。

　そのほかでは、ブラの柄がらやサイズのことで盛り上がっていた。

「ねえねえ、どこで買ってるの？　なんかさー、可愛かわいいのがあってもサイズがあわなかったりするでしょう？　サイズで選んでいるとばばくさかったりするし……」

「あたし、通販だよ」

「大丈夫なの？」

「面めん倒どうくさくないしサイズ展開も豊富だから。でも、つい買いすぎちゃうのが難点ね」

「あー、分かる分かる！　ついさ、いろいろセットで買っちゃったり」

「そうそう、でさ、これは勝負パンツかな、とか想像したり」

「って、あんた、なんの想像してるのよ！」

　まあ、そんな突っこみもあったりしていた、まさにその時。

「きゃ────っっ!!」

　悲ひ鳴めいが、女子たちの会話を中断させた。

「どうしたのっ？」

「なに、なんなのよ？」

「あそこ！　……あそこに、誰かが！」

　そう言ったのが、悲鳴をあげた子だったのかどうかは分からないけれど、ともかく、誰か、顔しか知らない子だったから１組の子だ、が更こう衣い室の天てん井じよう付近を指差した。

　そこは、明かり取りと通気のための小こ窓まどになっている。

「あそこに、男の人がへばりついていたの！」

　今いま思っても、どうやってあんなところにへばりついたんだろうと思う。どう考えても、そこまでたどりつく前に誰かにみつかっているはずなのに。更こう衣い室は体育館に接して建てられている。位置的に、体育館も更衣室も校舎の方から丸見えなのだから。

「痴ち漢かん!?」

　明あける子こが誰よりも早く更衣室から飛びだそうとした。それを、私が押しとどめた。

「明子！」

「かぐや！　私が……」

「私が行くから！　明子は服を！」

　女の子たちに胸をもまれていた明子は、まだほとんど裸はだかも同然の姿だった。そんな格かつ好こうで校内を走り回られるわけにはいかない。幸い、女子の会話に入っていなかった私は、すでに着替えを終えていた。

　更衣室を飛びだして、小こ窓まどがわに走りこもうとした私は、ちょうど曲がり角で誰かと思いきり派は手でにぶつかってしまった。

「きゃあっ！」

　どかんと胸から当たり、弾はじき飛ばされた。目から星も一緒に弾けとんだような気もする。

「ごめんなさ……」

　つい習慣から謝ろうとして、気づいた。こいつ、誰だ！

「あなたっ！　……!?」

　顔をあげたそいつは、顔から下がなかった。顔が起きあがったから気がついたけれど、胸をすっとばして足はあった。でも、足も半分くらいしか見えなかった。

　そいつは、きょろきょろと左右を見回してから、脱だつ兎との勢いで走りだした。

「ちょ、ちょっと！　待ちなさい！」

　私もあわてて立ちあがると、痴漢を追いかけた。とにかく見失ってはいけないと、逃げた先を追いかけて追いかけて……その先が男だん子し更衣室だとは気づかずに、追いかけてしまった。

「うわっ！　なんだなんだ」

「おい、痴ち女じよかよ！」

　ちょうど、更衣室から出てきたところの男子の集団とぶつかってしまった。

「こっちに誰かこなかった!?」

「おい、２組の怒いかり女おんなだぜ。逆らうなよ」

「見てないよな」

「ああ、見てない、見てない」

　私は、男子たちをひとにらみしてから、その先を急いだ。

　更衣室からは校舎に向かう渡り廊下がある。左右は中庭とグラウンドだから、逃げ込んだとすれば、校舎しかない！　と、ダッシュした。

　校舎に駆け込んだ私が見たのは、ぼうっと立っていた鳳おおとりくんだった。

「鳳くん！」

「え？　あ、ああ……川かわ原はらさん」

「こっちに怪しい奴やつがこなかった？」

「怪しい……いいや」

「鳳くん、いつからここに？」

「先に着替えを終わって、みんなを待っていたから……二、三分かな？」

「そう……」

　二、三分も前からそこにいて、逃げる痴ち漢かんを見ていなかったのだから、追いかける方向を間違えたのだと思った。

　そこに、着替えを終えた明あける子こたちが追いついてきた。

「かぐや……と、鷲しゆう一いち郎ろうさま」

「やあ、明子」

「あの、こちらに誰かが逃げてきませんでしたか？」

「あー……変な奴は見なかったなぁ」

「じゃあ、こっちじゃなかったのか」

「ねえねえ、もしかして、男子たちのなかに紛まぎれこんでいるんじゃない？」

「なによ、男子たちがかばっているって言うの？」

「あいつら全員、共きよう犯はんかもよ？」

「でも鳳くんは違うわよね」

　女子たちは、すっかり痴漢は１組か２組の鳳くん以外の男子、と決めつけてしまっていた。鳳くんが犯人から除外されたのは、まあ、日ひ頃ごろの行いもあってのことだろう。

「明子、ちょっと……」

　鳳くんが明子を呼び止めた。女子たちは誰が怪しいとおしゃべりをしながら教室に帰って行く。ちょうど昼休みの時間になったらしく、校舎は教室から出てきた生徒たちで突然さわがしくなった。それで、鳳くんと明子の会話も聞こえなかった。

　けれどなにか、秘密の会話をしているのは明らかだった。鳳くんが話しかけると明子の表情が、さっと変化した。秋あき津つ島しまでなにかあったのだろうか。そんなふうに思えた。

　そんな大騒ぎを掻かきけすような、本日ふたつめの出来事、衝しよう撃げきの現場に出くわしてしまった。

　きわめてプライバシーにかかわることなので日記に書き留めることも躊ちゆう躇ちよしたものの、まあ、自分以外に読んでいる人などいないのだから、何があったのか綴つづっておく。

　放課後、掃除の時間。食堂横にあるゴミ捨て場にゴミを持って行ったときのことだった。

　ちょうど校舎の角の向こう、死角になっていた位置に鳳くんが立っているのが、食堂のガラスに映って見えた。掃除の時間に何をやっているのだろうと思っていると、よく通る澄すんだ声が耳に飛び込み、足を止めた。

「私、あなたに言われたこと、いろいろ考えてみたの」

　紛まぎれもなく剣けん崎ざきさんの声だった。うわ、校舎裏うら呼びだし？　と、一いつ瞬しゆんあせっていると、続けて、

「あなたにみたいに、はっきりと言ってくれる人、いなかったわ」

　と、神しん妙みような声こわ音ね。もしや、これは……。　

「それでね……つきあってほしいの」

　告白！　ミス誠せい城じようが、あの鳳おおとりくんに！　なんて場面に遭そう遇ぐうしてしまったのか！　こんなこと、立ち聞きするわけにはいかない。ゴミは後で捨てようと、そっとその場を離れようとした。鳳くんの答えは気になったけれど。

「いいよ」

　そんな私に追い打ちをかけるように、鳳くんの声が聞こえ、思わず振り返ってしまった。

「えっ……ほ、本当にっ!?」

「うん」

　いい？　たしかに、いいよって言った……え、で、でも……。

「あ、あの、じゃあ……」

　さっきまでの不ふ治じの病やまいを宣告されたような声とは打って変わった、普段は冷静な剣崎さんの声が期待と喜びに弾はずみ、逸はやる気持ちを抑えきれずにいた。

「今は忙しいから、後でもいいかな」

　そんなことを鳳くんが言っていたので、「やばっ、こっちにくる!?」と慌あわてて校舎の角まで駆け込んだ。

　別に、鳳くんが誰とつきあおうと、私には関係ない。関係ないったら、関係ない。

　そう、鳳くんと剣崎さんだったら、案あん外がい、お似に合あいかもしれない。見た目は鳳くんもそれなりに美形だし、長身ですらりとしていて、足も長い。小こ柄がらな剣崎さんを守れそう。そういえば、あの事故の日、私を抱き寄せてくれた鳳くんは、ちょっと凛り々りしくて格かつ好こうよかった。

　性格は反対に、剣崎さんがリードしてくれる感じ。でも暴走したときは、鳳くんがしっかりと手た綱づなを握って。

　正直に言うと、剣崎さんは少し苦にが手てだ。一昨日おとといのお父とうさんのことだって、恨うらめしく思ってないなんて言うと嘘うそになる。でも、周囲のことなんか目に入らないくらい自分に正直なところは、時にはうらやましく思えることもある。そう、今日の剣崎さんの告白のように。ああ、そうか。剣崎さんは、ずっと鳳くんのことが好きだったんだ。それで、私と鳳くんのことを誤ご解かいして、昨日トイレで「釣つり合わない」って言われたんだ。

　誤解よ、そんな。だいたい、鳳くんが私なんかを好きになるはずがないじゃない。鳳くんが好きになるのは……そっか、鳳くんは、剣崎さんのようなタイプが好みだったのかな……ひっくりかえっても、私の硬い髪の毛は剣崎さんのようなふわふわにはなりそうにない。

　そんなことはともかく。剣けん崎ざきさんが告白して、鳳おおとりくんがＯＫしたのだから、二人はつまり、相そう思し相そう愛あいということになるわけだから。

　でも……でも、そう、明あける子こ！　鳳くんは明子のことを、どう思っているんだろうか。鳳くんが剣崎さんとつきあうとなると、明子はどうなるの？

　どうしよう？　うっかり立ち聞きなんかするんじゃなかった。

　明子に伝えるべきか、いや、立ち聞きしたことをどうやって伝えればいいのか。だいたい、そもそも、あの鳳くんと剣崎さんとは……。

　けれど、そんな心配は必要なかった。明子は部屋を空あけていた。食堂で祐ゆう奈なちゃんにも聞かれたから、どうやら祐奈ちゃんの部屋に行っているわけでもなさそうだ。今日の告白をされる前の鳳くんと明子の様よう子すから、なにかあったのかなと想像をめぐらしていた。おかげで、勉強も作業もちっともはかどらなかった。

　突然、それまでずっとおとなしくしていたルースがむっくりと顔をあげ、窓に向かってぴぎゃあと鳴いた。続いて、窓ガラスがこつんと叩たたかれた。窓に寄ると、やはり鳳くんだった。なんてタイミング！

「出てこられる？」

「いいわよ」

　誘われるままに窓から抜けだした。なんとなれば、剣崎さんのことを聞かなければ。でも、どうやって。そんなことを考えながら、私たちは寮りようの裏手に広がる森に、夜の散歩に出かけた。

「あ、あれ、弓ゆみ星ぼしだ。ほら、あの三つの星をつなげるんだ」

「ああ、春の大曲線ね」

「春の大曲線……そうそう、表おもて地球ではそう言うんだよね」

「秋あき津つ島しまでは呼び方が違うのね……じゃあ、ほかにも違うことって、いろいろあるんじゃないの？　勉強とか、たいへんじゃない？」

「あー…こっちに来る前に、猛もう特訓した」

　ぷつり。そこで、会話は途と切ぎれてしまった。しまった。会話のキャッチボールを受けそこなってしまった……ような気がする。

　さあ、今こそ聞くべき時！　と、思った。

　でも。いざ、その瞬しゆん間かんになると、鳳くんの口から答えを聞くのが怖かった。「剣崎さんは可かわ愛いいよね。前から気になっていたんだ」そんな言葉を聞くことになるの？　そんな……そんなの……いやだ。

「少し、休もうか」

　よく比ひ呂ろ美みと座ったベンチの前で、鳳くんが提案した。

「いいわよ」

　二人で並んで座り、何も言いだせないまま、星空を眺ながめていた。すると。

「痴ち漢かんなんだけどさ」

　突然、ふって湧わいてきた話題に、一いつ瞬しゆん、なんのことかと思った。

「名前は篁たかむら隆りゆう志し郎ろう」

「え？」

「僕の……遠い親しん戚せき」

「は？」

「つまり、秋あき津つ島しまの人間で……」

「あ、あの！」

　このままでは、私は「へ」とか「は」とか、言葉すら発することができない。鳳おおとりくんの言葉をさえぎった。

「ちょっと待って。あの痴漢野や郎ろう、知り合いなの？」

「痴漢……ってわけじゃないんだけどね」

「ないって!?　だって、更こう衣い室を覗のぞいていたのよ！」

「いや、覗いていたんじゃなくて……なんか、出現ポイントを絞しぼれないらしくて……表おもて地球に現れたら、たまたまトイレだったり、更衣室だったりするらしくて……」

「……苦しい言い訳ね」

「あはは。その辺は、僕にはなんとも」

　と、鳳くんは苦にが笑わらいした。仕方がない。ここは鳳くんに免めんじて、一いつ旦たん、信じるとした。

「じゃあ、あのまだらに見えているのも……？」

「うん。きちんと現れることができないんだ」

「……騒そう動どうの種たねね」

　思いだした。いつだったか、町でみかけたまだらの物体。顔は見えなかったけど、あれが篁隆志郎だったんだ。

「そうなんだ。だから、彼は表地球に来ることを禁じられていたんだ」

　ということは、あの時から鳳君くんは篁隆志郎がこちらに来ていると気づいていたんだ。

「その禁じられていた人が、どうして？　だいたい、前から気づいていたんでしょう？」

「それは……彼がこちらに来たのは僕がいるから。でも、誰にも危害を加えないならと思って黙っていたんだ」

「……よく、分からないわ」

　鳳くん恋しさに、追いかけてきた……なんてわけ、ないわよね。

「彼は…篁家は、鳳家の分ぶん家けで……継けい承しよう権のある中では、彼が二番目なんだ。もしも、僕になにかあったら……」

「はあっ!?」

　私は、すっ頓とん狂きような声をあげていた。

「それって、なに？　お家いえ騒そう動どうなわけ？」

「それほど大おお袈げ裟さなものじゃないよ。実際、隆りゆう志し郎ろうの能力では、自分をこちらの世界に出現させるのがやっとのくらいだし。それも、半分だけ」

「でも、鳳おおとりくんになにかあれば、彼が得をするのよね？　あ、だから！」

　いつも明あける子こや桐きりゆ生うくんが心配をしていたのは、そういうことだったんだ。

「光こう家けの人間には、ある種の特権があるから、なかなか厳きびしくするのもできなくて。でも今後は、できるだけ隆志郎には表おもて地球にこないように、進言しておくよ」

「それはそうよ。だって、もしかすると、バスが事故にあったのも……」

「いや、事故は関係ないと思うよ。あれは自分ではないって言っていた」

「……事故の後、会って話しているの？　自分の命を狙っている人と」

「うん、その……今日」

「今日って……もしかして、私が追いかけていた時？」

　鳳くんは、ばつが悪そうに頷うなずいた。ひどい話だ。痴ち漢かんをかばったのは鳳くんだったんだ。

「怒った？」

「うん」

　出現場所を自分で決められないことは仕方ないとしても、更こう衣い室の小こ窓まどにへばりついていたのだから、絶対に着替え途中の女子たちを見ているはずだ。それは、断だん罪ざいされるべきだ！

「で？　どうして、それを私に話したわけ？」

「えーと……その、知っておいてもらったほうがいいかな、と思って」

　分かったような、分からないような。続いて鳳くんはコロリと話題を転じた。

「あ、そうそう。ルース君は元気？」

　ルースのこととなると、話題にのってしまった。

「元気よ。そうそう神しん鳥ちようだけど、寿じゆ命みようとか食べ物とか病気のこととか、それから、どれくらい賢かしこいのかな？　ほら、インコって言葉をしゃべったりするでしょう？」

「けっこう賢いって聞くよ。寿命も長いみたいだし、丈夫だから病気の心配もないと思う」

「そうなんだ。じゃあ、そのうちしゃべったりするかしら」

「それ以上かも」

「以上って……しゃべる以上ってこと？」

「まあ、個体差もあるからね。気長に待つに限るよ」

「そうね。しゃべろうがしゃべるまいが、ルースはルースですものね」

　その後はまた星空を見ながら、どんなペットを飼っていたとかの話をして帰った。

　鳳くんはペットだと思ってこっそり飼っていたネズミが、実は秋あき津つ島しまではユカシタネズミという害がい獣じゆうだったという話には、笑ってしまった。

　結局、わいわいと会話をして帰っただけだった。

　ああ、剣けん崎ざきさんのこと、聞けなかった……自分のバカ。




　　　４月24日（木）




　学園の廊下で、意い外がいな人とすれ違った。秋あき津つ島しまに行ったときにバスに乗り込んできたおじいさん、たしか里さと見みさんと桐きりゆ生うくんが言っていたと思う、が学園の廊下を歩いていた。たぶん、学園長室に向かっていたのだと思う。今日は一日、鳳おおとりくんの姿が見えなかったのは、あの人をこちらに連れてくるために秋津島に帰っていたからだろうか。それとも、鳳くんの具合でも悪いのだろうか。ここ数日、ずっと授業中に眠そうな顔をしていた。

　そして五時限後の休み時間中、剣崎さんが話しかけてきた。

「鳳くんのコンヤクのこと、聞いてくれた？」

　私の頭は剣崎さんの言葉についていけず、意い味み不明な思し考こうを繰り広げていた。コンニャク？　鳳くんが蒟こん蒻にやくみたいな人ってこと？　たしかに鳳くんの物腰はやわらかいけれど蒟蒻っていうの……。

「ケッコンは、卒業してからなのかしらね？」

　ケッコン？　血けつ痕こんが、どうかしたのか？　まさか、誰かが怪け我がでも……。

「ちょっと、川かわ原はらさん、分かっているの？　鳳くんが婚こん約やくをして、結婚するのよ！」

　その時になって、やっと、婚約者、結婚という単語が頭のなかで変換された。婚約者？　鳳くんに？　結婚？　鳳くんが？　

「なに？　鳳にカノジョがいるってこと？」

「幼なじみの婚約者か？　やっぱり王子ともなると、そういう存在がいるんだな」

　囃はやし立てるみんなを前に、剣崎さんは、

「さっき、向こうの世界にいた人を見たの。結婚の相手は決まったって話をしてた」

　と声を高らかに、勝ち誇ったように説明した。そうだ。剣崎さんと鳳くんはつきあうんだ。

　そうか。鳳くんの特定の女性といえば、そういうことなのか。思いもよらなかった。彼は王子だから、軽々しく「おつきあい」なんてことにはならないんだ。

「それは、おめでたいことだと思うけど……」

　どうして、それを私に話しかけてきたのか。

「あら、川原さん知らなかったの？　異い世界の王子さまと結婚するって、すごいシンデレラストーリーでしょう？」

　どうも剣崎さんは私を目の敵かたきにしているような気がする。いつぞやの、更さら紗さ羅ら沙さの件があったから、仕方ないのかもしれないけれど。

「本当に、そのお相手はシンデレラだと思う」

「そうでしょう？　ふふ。彼、照れ屋だから皆へ発表できないでいるのね。でも、川原さんと彼、仲がよろしかったから、もう知っているのかと思ったわ」

「仲がいいなんて……私と鳳おおとりくんは、ただのクラスメイトで……」

「ただのクラスメイト！　本当に、そういうことだったようね」

　鳳くんはただのクラスメイト。ちょっとボケてて、大型犬けんみたいな人ひと懐なつっこくて、真ま面じ目めで、優しい、ただの友達にすぎない。

──ただのクラスメイト
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　なんだろう。胃のあたりが、ずんと重くなる。

　休きゆう憩けい時間の終わりを告げるチャイムが鳴ったので、会話はそれで打ちきりとなった。

　でも。そうか。そうなんだ。やっぱり、剣けん崎ざきさんがそういうお相手になるんだ。明あける子こだったら本当によかったのだけれど。

　よかったのに……。明子だったら。優しくて、真面目で、鳳くんに真っ直ぐな明子なら、それなら……それなら、なんだって言うの？

　ばかだ、私は。鳳くんのお相手がどんな人であれ、私には関係ないじゃないの！

　寮りように帰ると、比ひ呂ろ美みからの手紙が届いていた。正直、封を開けるまで読むべきか読むまいか、迷っていた。もちろん、せっかく届いた手紙なのだから、読まないのは比呂美に悪い。でも、どんな内容が書かれているのかが怖かった。だからこそ、どんなことが書かれているのか、一刻も早く読みたかった。

　封を開けようとした瞬しゆん間かん、明あける子こが帰ってきた。

「かぐや、先に帰っていたのね。その……昨日の痴ち漢かんのことだけど……」

　明子が先に篁たかむら隆りゆう志し郎ろうの件を持ちだした。

「痴漢って、篁隆志郎のこと？」

「ど、どうしてそれを……」

　それで、鳳おおとりくんから聞いた話を説明した。明子は私の話を聞くと、ほうと息を吐いた。

「そうですか、お聞きになったのですね」

「でも、あの人ってただの痴漢じゃないの？」

「鷲しゆう一いち郎ろうさまもおっしゃっていたと思いますが、隆志郎さま自身には、鷲一郎さまを亡なき者にしようというような野心はお持ちではないですよ。ただ……秋あき津つ島しまとて、一枚岩ではありません。現在の光こう家けの在り方をよく思わない人たちもいます」

「どういうこと？」

「光家の力で表おもて地球の進んだ技術を取り入れることはできます。けれど、それは同時に私たちの世界の進歩を妨さまたげているのではないかと考える人たちもいるのです」

「反対派ってわけね？」

「そうです。私たちが怖れているのは、そういった人々が隆志郎さまを利用するのではないかということです」

　不完全とはいえ、篁さんも秋津島から表地球にくることができる。そうした反対派の人が篁さんの力を利用して表地球にきている鳳くんの命を狙うと……。ぞっとした。

「そんなことにならないよう、願うだけです」

「そうね……」

「では、隆志郎さまのことについて、恭きよう悟ごと話をしてきますので」

　鳳くんの警けい護ごについて話しあうってことだろう。結局、鳳くんの婚こん約やく者の件は聞けないままだった。部屋を出ていく明子を見送っていると、

「カーヤ？」

　ルースが問いかけるように私の名前を呼んだ。どうしてか、ルースは私のことを「カーヤ」と呼ぶ。かぐや、と発音しづらいのだろうか。そして、机の上の手紙をくちばしでつついた。

「そうね。うん、ちゃんと読むよ」

　それで、ルースを肩に乗せると、寮りようを出て遊歩道に向かった。寮の裏山に通じる遊歩道にあるベンチ。比ひ呂ろ美みからの手紙を読むのは、そこがふさわしいように思えたからだ。

「日が落ちるの、遅くなってきたね」

　なんとなくルースに話しかけると、

「ソウダネ」

　という返事があった。会話になったことに驚いて肩のルースに目を遣やると、私の歩行にあわせてゆらゆら身体からだを前後に揺らしながら、羽は繕づくろいに専念していた。どうやら、偶然だったらしい。それにしても、ルースの言葉のレパートリーは増える一方で、意味の通じる会話になることがあるから驚かされる。

　もしかすると、理解しているのかもしれない。なにしろルースは神しん鳥ちようなわけだし。

　そんなことを考えながら、ベンチに到着すると、しばらく封筒を見つめていた。

「ヒガオチル？」

　ルースが喋しやべった。私の言葉を反復したのだろうけれど、実際そのとおりだったので、苦にが笑わらいしながら、封を開けた。




　ＤＥＡＲ　かぐちゃん




　その一文にはじまる手紙に、私のことをまだ「親愛なる」と呼んでくれることにほっとした。私には、離れても私のことを親友と思ってくれる大切な友達がいるんだ。

　手紙はなんてことのない、比ひ呂ろ美みの最近のことが書かれてあった。両親との生活はやっぱり口やかましくてかなわないとか、新しい高校でも合唱部に入ったとか、テストばっかりで疲れるとか（比呂美の新しい高校は、かなり進学に力をいれているらしい）、私服ＯＫの学校だから何を着て行くのかかえって迷うとか。

　いかにも比呂美らしい新生活だった。

　そして、二枚目には、恐ろしいことに、アリシエル譚たん詩しの感想が書かれてあった。顔から火の出る思いで読んだ。好意的な感想が、今はとにかく嬉うれしかった。

　三枚目になると、がらりと調子が変わった。

　突然、ごめんなさい、と文頭に書かれてあったのには驚いた。

　比呂美は、私が新しい生活をおくっていることを手放しで喜んでくれていた。と、同時に。一緒に暮らしていた頃、なにもしなかったことを謝っていた。

　その謝しや罪ざいの意味が、よく分からなかった。

　四枚目まで読んで、どうやら、比呂美は私が周囲から孤こ立りつしていたのに「助けなかった」ことを謝っているのだと分かった。

　曰いわく、私を独占したかったから、と。

　活かつ字じ中毒で読むのも書くのも好きな川かわ原はらかぐやを理解しているのは大おお谷たに比呂美だけ、という状況をなくしたくなかった。なによりも、新人賞をとって女子高生作家としてデビューするという秘密を、自分だけが知っているという優ゆう越えつ感にひたりたかった。

　そんなふうに思っていたとは、知らなかった。

　私は別に、比呂美に対して恨うらみがましい思いなんて抱いていない。むしろ、私の愚ぐ痴ちや泣き言ばっかり聞かせて、ちゃんと比呂美の話も聞いていたかな、と反省しているくらいだ。

　私がデビューできたのだって、比ひ呂ろ美みがいてくれたからだ。

　お父とうさんのお下がりのパソコンで、「自分の読みたい物語を書いてみたら？」と勧めてくれたのは比呂美だ。応募作も、アリシエル譚たん詩しも、比呂美に読んでもらって、彼女のお墨すみ付きがあったから、自信がもてた。

　今は、どうしたらいいのか分からなくなっているけれど。

　最後に比呂美は、鳳おおとりくんたち新しい友達が私を孤こ立りつから解消してくれているようでよかった、と結んであった。

　まるで見えているみたい。比呂美の書いているとおり、鳳くんと知り合って、まるで引き寄せられるように、友人と呼べる人が増えたような気がする。

　それでも。やっぱり、比呂美は大切な親友。

「返事、書かないとね」

　ルースに話しかけると、ぎゃ、と一声鳴いてから、「ヒガオチル」と言った。言われてから、ずいぶんと暗くなっていたことに気がついたので、帰って夕飯を食べた。夕飯は比呂美が大好きなビーフストロガノフだった。

　日記を書いていると窓が叩たたかれた。窓を叩いたのは、やはり鳳くんだった。

「ちょっと、いいかな？　つきあってほしい所があるんだ」

　昼間の、剣けん崎ざきさんとの会話を思いだす。鳳くんに、婚こん約やく者……。もしかして、そのことだろうかと、想像を巡らした。

「なに、どうして？　どこへ、なんの用で」

「いいから、いいから」

　有う無むを言わさない勢いで、ともかく鳳くんにつきあって、寮りようの外に出た。もうすでに夜も更ふけ、けっこう遅い時間のはずだった。

「じゃ、行くよ」

「行くって、どこへ？」

「その山のそばひらを巡れば、世の中になき花の木ども立てり……扉よ、開け」

「え、え、え、えーっ!?」

　気がつくと、鳳くんは例の呪じゆ文もんを唱えていた。

　ひやりとした夜気が身体からだを包んだ。寮の明かりは見当たらなかった。月明かりだけを頼りに周囲を見渡すと、どうやらどこかの山の中のようだった。

「これ、着て」

　渡されたのは、男物のジャケット。すべて計画的犯はん行こうってわけだ。寒かったから、勧められるままに羽は織おった。ジャケットは大きくて、鳳くんの匂においがした。途と端たんに、ぽわぽわと身体が暖あたたかくなった。私がジャケットを着ると、鳳くんに手を引かれた。

「ちょ、ちょっと、待って……」

　夜道の山の中、手を引くのは鳳おおとりくん。どうしよう、どうしよう？　と頭の中が真っ白になっていると、それが見えた。

「……あれは……」

　ぼんぼりだった。木々のあいだに、煌こう々こうと光を放っていた。そして、ぼんぼりの光が照らしていたものは。

「屋や台たい……？」

　雑な、ただ木材を組み合わせて、ビニールシートを被かぶせただけのものだけれど、それはたしかに屋台だった。さらに、その屋台の向こうに見えたピンク色のものは。

「夜よ桜ざくら見物、しようと思って。ほら、前に人込みは苦にが手てだって言ってただろう？　ここなら、ほかに人はいないし」

　呆あきれた。いつだったか、ほんの戯たわ言ごとで言った私の言葉を鳳くんは覚えていてくれたんだ。呆れて……それから、嬉うれしかった。素直に、嬉しいと感じた。

　鳳くんの言葉どおり、山の中に濃いピンクの花に覆おおわれた木々が数本、緑の山中に点在していた。夜の山中にくっきりと浮かび上がっている桜は、数にして一〇本程度だろうか。決して多くはないけれど、その力強い桜の色は強烈な存在感を示していた。

「ほら、前に川かわ原はらさん、行けなかっただろう？」

「でも……もう、四月も下げ旬じゆんよ？」

「山桜っていうみたいだよ。開花はソメイヨシノよりも遅いみたいだね。まあ、こんな山の中だから、麓ふもとよりは開花は遅いんじゃないかな」

「それにしても……」

　桜を照らすぼんぼりの電力は、発電機らしい。それはそうだろう、山の中なのだから。

「ねえ、ここって……もしかして、秋あき津つ島しま？」

「まあね。偶然、桜が咲いているのをみつけてね」

「偶然、ね……」

　どんな偶然で山の中の桜をみつけたのかは、聞かないことにした。

「さて、お客さん、座って座って」

　ぼんぼりを灯ともしている発電機のブーンという音が聞こえるなかで、屋台もどきに座らされた。簡かん易いコンロの上に、鉄てつ板ぱんが置かれ、その横には食材が鎮ちん座ざしていた。どうやら、なにもかも、まえもって準備していたらしい。

「これ、どうしたの？」

「まあ、その、いろいろと……」

　発電機に屋台。とても、一人でできるとは思わない。けれど、鳳くんに限って、特とつ権けんを行使するような人ではない。

「正直言うと、少しだけ恭きよう悟ごと藤ふじ島しまに手伝ってもらった」

「二人に？」

「発電機と木材の手配をね。焼きそばで、いい？」

「焼きそばって……鳳おおとりくんが作るの？」

「この前食べた時、すごく美味おいしかったから」

「それはプロが作ったからでしょ？　夕飯を食べた後だから、別に……」

　お腹は空すいていなかったけれど、鳳くんがしゅんと項うな垂だれたので、つきあうことにした。

「半分くらいだったら、食べられないこともないわよ」

「本当っ!?　じゃあ、作るね！」

　コンロを点火し、油を引いて、野菜を炒いためた。見ていて、ひやひやした。

「その野菜、水切りした？　ああ、ほら、油が跳ねた！　麺めんはほぐしてから！」

「え、や、あー……」

　鳳くんの手て際ぎわが、あんまり悪かったから。

「もう！　ちょっと、どきなさい！」

　これでも、中学までは家事全般は私の仕事だった。お父とうさんには生活能力はないし、お母かあさんはパートで忙しかったから。だから焼きそばくらいはつくれる。それで、つい、結果的には私がつくっていた。

「川かわ原はらさん焼きそば、美味しいよ！」

　鳳くんは、焼きそばを本当に美味しそうに食べてくれた。

　正直、ソースの匂においは犯罪級だ。夕飯後だったというのに、激しく食欲をそそられた。

「じゃあ、ちょっとだけ……」

　自分がつくったものだったけれど、わくわくした。お箸はしを割って、いざ食べようとすると、焼きそばから立ちのぼった蒸気で、眼鏡めがねが曇った。

「ここなら」

　すっと、鳳くんの手が私の顔に伸びた。

「ガラスを外してもいいんじゃないかな」

　眼鏡が外された。その時、気づいた。私の顔に触れた鳳くんの指は絆ばん創そう膏こうだらけだった。

「その指、どうしたの？」

「や、これは……あはは」

　笑ってごまかしていたけれど、ぴんときた。

「もしかして、この屋や台たい？」

「あー……材料を集めるのは手伝ってもらったから、せめて作るのは自分でと思って……木材を組むだけだから、簡単だと思ったんだけど」

　呆あきれた。鳳くんは屋台を手作りしていたんだ。ぼんぼりや屋台の準備を。それで最近、授業中も眠そうにしていたんだ。呆あきれたけれど。けど、彼の気持ちが、嬉うれしかった。

「桜さくら、綺き麗れいね」

「うん。……お茶もあるから。ポットだけど。山の夜は寒いから。身体からだを冷やさないようにね」

　そうして、二人でお茶を飲みながら、夜よ桜ざくら見物をしながら言葉を交わした。

「ねえ、あの呪じゆ文もんだけど」

「呪文？　ああ、俺が扉を開くときの？」

「あれって、もしかして……古こ文ぶん？」

「ああ、わかった？」

　鳳おおとりくんは悪いた戯ずらをみつけられた子供のような顔をして笑った。

「古文が、呪文になるの？」

「呪文というか……あれは、なんでもいいんだよ。当時勉強していた表おもて地球の文学を口にしてみたら、いい感じで集中できたから」

「……集中するために、言ってるんだ？」

「使いだしたら、言わないと落ち着かないというか、集中できなくなって……集中させるための呪文っていう意味では、まあ、呪文になるかな？」

「それは、つまり、その言葉を使ったから扉を開けるとかいうことではないのね？」

「そうだね」

　ちょっと残念だった。

　帰ってきてから、またしても、鳳くんの婚こん約やくの件を聞き忘れていたことを思いだした。

　そのことを思いだすと、ぎゅっと胃が収しゆう縮しゆくしたように感じた。

　鳳くんは、どうして私を夜桜見物に誘ってくれたんだろう。桜さくら祭まつりに行かなかった私を可哀かわい想そうに思って？　クラスメイトで友人のルームメイト、小さい頃に好きだった本の作者の娘。鳳くんにとっての私は、そんなものにすぎない。剣けん崎ざきさんのように華はなやかな可愛かわいらしさもない。いつも怒ってばかり。

　なのに。それなのに。

　思わせ振りな、優しさは……やめてほしい。

　優しくされれば、されるほど、辛つらくなるから。







[image: ]










　一緒に来た男を探しているんだ、とルファーナは答えた。男の名前を口にすると、どこか陰りのあるルファーナの顔がさっと明るくなった。ああ、ルファーナはその人のことが好きなんだ。それは恋話に疎うといアリシエルでさえはっきりと分かった。自分の感情に正直なルファーナが、アリシエルは羨うらやましくもあった。

「その人、ルファーナのいい人？」

「あたしのこと、守ってくれるんだ」

　アリシエルの問いに、ルファーナは頬ほおを染め、うつむきながら答えてくれた。その瞬しゆん間かん、ルファーナの身体からだから暗い影を帯びた炎ほのおが噴ふん出しゆつしたように見えた。

「そ、そう……お幸せにね」

　暗い炎は不ふ吉きつな未来を予よ兆ちようさせた。それがなにかアリシエルは理解できなかったけれど、そんなものが見えたと悟さとられないよう、できるだけ明るい口く調ちようで答えた。

　祭りの最さい中ちゆう、街角でほんの一いつ瞬しゆんすれちがっただけの女性。それは二度と会うことはないような邂かい逅こうになるはずだった。けれど、アリシエルは確信していた。

　あの女性とはもう一度会う。


アリシエル譚たん詩しより












　　　４月25日（金）




「おめでとう」が、鳳おおとりくんに対する今日のみんなのあいさつだった。耳をふさいでいたかった。当然、昨日の剣けん崎ざきさん情報によるものだけれど、当の本人はなんのこと、という顔をして、

「みんながおめでとうって言っているけど、今日はなにかめでたい日？」

　と私には聞いてくる始し末まつ。彼にとっては、婚こん約やくっていまさらながらの話題だったのかもしれない。だから、

「知らない。自分の胸に手を当てて考えてみたら」

　と答えておいた。鳳くんが胸に手を当てたのは、お約束だ。

　本当なら、おめでとうと言うべきかもしれない。けれど。言いたくないというか……そうよ、向こうから何も言ってこないのに、どうしてこっちから言わないといけないのよ。




　なんてこと！

　時間が時間だから明日の日記に書こうと思ったけれど、腹が立って眠れないから書いておく。

　つい半時間ほど前のこと。パソコンに向かったまま、いつの間にか眠っていたらしく、目が覚めたのでお風ふ呂ろに行くことにした。

　寮りようの大浴場は二四時間だから、まあ、いつでも入れるけれど、さすがに日付が変わって夜中の一時ともなれば、利用する人はいない。これがテスト前とかテスト中ならば、目覚ましに利用する人もいるけれど。

　きっと貸し切り状態だろうと思いこんで大浴場に向かった。すると、脱だつ衣い場から聞き慣れた声がした。

「うわっ！　ルコ先せん輩ぱい、すごい！」

　脱衣場に入ると、明あける子こと祐ゆう奈なちゃんがいた。トランプに熱中しすぎて、その時間にお風ふ呂ろにきていたらしい。

「かぐやも今からですか」

「ええ、まあね」

　明子は鳳おおとりくんの話を聞いていないのだろうか？　ずっと祐奈ちゃんといるようだけれど。そして祐奈ちゃんは、ふわーとかはえーとか、意い味み不明な感かん嘆たんの声をあげながら、指をわきわきさせていた。

「あ、あの、その……さ、触っても……」

「じゃあ、祐奈ちゃんのも触らせてもらえる？」

「えっ、ボ、ボク？　いやいや、そんな！　触るほどのものでは！」

「それは、私が決めることよ」

「どしぇー」

　騒ぎ放題だけれど、まあ、女子風呂ではありがちな光景だったので、放っておくことにした。のんびり広い湯ゆ船ぶねにつかっていると、なにもかもがお湯のなかに溶けだして行きそうだった。その時。

「あ───っっ!!」

　突然、祐奈ちゃんが浴場の隅すみを指さして叫んだ。そこにいたのは。

「た、たか……」

　何か言いかけて明子は口を閉ざした。篁たかむら、と言いたかったのだろう。どんなに偉い人なのかは知らないけれど、女子風呂に侵しん入にゆうするとは！

「わっ！　い、いや、こ、これには！」

　そいつは、あたふたと左右を見回し、出入り口に向かってダッシュした。

「ちょっと！　待ちなさいっ！」

　締めてやる！　自分の状況は分かっていたけれど、とにかく捕まえなくては！　その時は、彼を捕まえることしか頭になかった。

　篁隆りゆう志し郎ろうを追って、風呂場から出ると、とりあえずバスタオルだけひっつかみ、そして逃げ去る男の背中を追った。夜中の一時だろうと二時だろうと関係ない。私の声で誰かが起きてきたらと、それだけ考えていた。

「待てっ！　待ちなさい！　痴ち漢かん！　泥どろ棒ぼう！　放火魔ま！」

「ほっ、放火はしてないぞ！」

　篁たかむら隆りゆう志し郎ろうは逃げながら言い訳した。

「外に逃げる気！」

　寮りよう内ないを走り、一いち目もく散さんに玄関に向かっていた。まるで、寮の見取り図を知っているかのようだったから、もしかすると、何度も侵しん入にゆうしていたのかもしれない。あのド助すけ平べ！

　絶対！　許さない！　女子のトイレや更こう衣い室や風ふ呂ろ場に侵入するなんて！

　現れる場所を決められない、なんて鳳おおとりくんは言っていたけれど、あそこまで徹てつ底ていしていると、逆に選んでいるとしか考えようがないじゃないの！

　だから。寮の玄関マットで脚あしを滑すべらせたそいつに追いついた私は、とにかく、とっちめることしか頭になかった。

　突然、寮の玄関扉とびらが篁隆志郎の目の前で開かれた。扉に驚いて、篁隆志郎がたたらをふむ。私の身体からだは反射的にローリングソバットの体勢にうつっていた。回転をかけられた脚は、篁隆志郎の顔面に、クリーンヒットした。

「ぐぎゃー」

　奇き妙みような悲鳴をあげて、篁隆志郎は玄関の端はしに吹っ飛んで行った。

「隆志郎……川かわ原はらさんっ!?」

　篁隆志郎が転んだと同時に開かれた扉から、なぜか、そこに鳳くんが、立っていた。

「あ、あの、その……」

「鳳くん？　……きゃ───!!」

　身体にはバスタオルしか巻いてなかった。そんな格かつ好こうで蹴けりを叩たたきこんだところを鳳くんに見られていた。ぎゃあ。

　その時になって、初めて篁隆志郎の顔を見たのだと思いだした。齢としは私たちよりもちょっと上くらいだと思う。顔は鳳くんの親類というだけあって、まあまあ整っていたように思う。まあ、けり飛ばされて白目を剥むいてノックダウンしているのだから、平素の顔がどんなものかは分からないけれど。

　ちょうどそこに、パジャマを着た明あける子こと祐ゆう奈なちゃん、それに私の声に気づいて起きてきた女子寮の学生がやってきた。

「なに、なに？　どうしたの、こんな時間に」

「例の痴漢みたいよ」

「えっ、あれ２組の鳳くんでしょ」

「鳳くんじゃなくて、あっち。ほら、転がっているほう」

「川原さんがやっつけたみたいよ」

「かぐや先せん輩ぱい！　大丈夫ですかっ！　って、男はあっちに行けよっ！」

「鷲しゆう一いち郎ろうさま、すみません、こんな遅い時間に」

　どうやら明あける子こが鳳おおとりくんに連絡をいれたようで、申し訳無さそうな顔をしていた。でも、悪いのは篁たかむら隆りゆう志し郎ろうなんだから！　明子が申し訳無がる必要はないはず。

「とりあえず、こいつは学園長のところに連れて行くよ」

「よろしくね」

　女子一同の声に見送られて、鳳くんは篁隆志郎を引きずって行った。

　絶ぜつ妙みようのタイミングで鳳くんが現れたのは、後で聞いたところによると、風ふ呂ろ場の電話を使って鳳くんを呼びだしたかららしい。

　その後、着替えた私と祐ゆう奈なちゃんと明子は、揃そろって学園長室に向かった。時間にして夜中の三時。そんな時間に学園長室に行くことになろうとは。

　学園長室に入ると、正面の机に学園長が、その向かいに私たちに背中を向ける形で篁隆志郎が座っていた。

　後ろから見ても、彼の姿は異い様ようだった。つまり、頭の一部が透すけて見えたのだ。どうやら、表おもて地球に現れきれない部分というのは毎回違うらしい。

　項垂うなだれていた彼は、私たちには気づいていないようだった。

「それで」

　学園長は私たちにそこにいなさいと目め配くばせをしてから、篁隆志郎に視線を向けた。

「鳳くんになにかあれば、自分が光こう家けの跡あと継つぎになれると？」

「も、もうしわけありません」

「仮に鳳家になにかあったとして、その原因があなたにあった場合、そのような行為に及んだあなたが、光家の跡継ぎになれるわけがないでしょう？」

「浅はかでした」

　しゅんとしてはいたけれど、本当に理解しているかどうかは疑わしい。

「我が校の女生徒に対して、破は廉れん恥ちな行為を取るなど、たとえ、秋あき津つ島しまの大切な客きやく人じんであったとしても、私は許すわけにはいきません」

「その、まことに……」

「まずは、彼女たちに謝しや罪ざいが必要でしょう」

　学園長に促うながされて、はじめて、彼は私たちがいることに気づいたようだった。「あっ」と言って、私の顔を凝ぎよう視しした。一いつ瞬しゆん、蹴けり飛ばされたことを根に持っているのかと思った。今にして思えば、そっちのほうがましだった。

「あなたは！」

　よろよろとよろけながら、そいつは私に近づくと、足元でひざまづいた。

「ど、どうかもう一度、あの見事な蹴りを……」

　グーパンチでぶっ飛ばしてやった。

　篁たかむら隆りゆう志し郎ろうは、その後鳳おおとりくんたちに見送られて、きっちり秋あき津つ島しまに帰った。とはいえ、

「まったく！　出現場所を選べないなんて言い訳、無用よ！」

　私の怒りは収まらない。学園長室から寮りように帰る道すがら、ぎゃーすぎゃーすがるるると叫ぶ私の横で鳳くんはいつもの穏おだやかな笑みのままだった。明あける子こは、ほとんど眠っていた祐ゆう奈なちゃんを連れて、先に寮に帰っていた。

「鳳くんも！　覗のぞきとかしたら、ぶっとばすからね！」

「はい」

　殊しゆ勝しように返答するものだから、つい調子に乗って、後の言葉を続けた。

「婚こん約やく者に嫌われるわよ」

「はい……って、はい？　なんのこと？」

「なんのことって……」

　鳳くんはきょとんと目を丸くしていた。そこで、剣けん崎ざきさんから聞いた話を説明すると、

「ちっ、違うよ！　婚約者だなんて、決めてないよ。あ！　みんなの様よう子すがおかしかったのは、もしかしてそのせい？」

「でも、この前、秋津島から里さと見みさんが来て……」

「確かに里見は来ていたけど、あれは隆志郎の件で対策を考えるために来ていたんだ。そりゃあ、俺のことも言われたけど、婚約のことは、誰かに決められるのが嫌なら早く自分で決めないと、誰かが決めてしまうぞってことを言っていたのであって……」

「そう、だったんだ……」

　ほっとした。剣崎さんの聞き間違いだったんだ。その時、

「違う？」

　寮の手前で声がした。月夜の下に現れたのは、あろうことか、剣崎さんだった。

「それ、どういうこと？」

「剣崎さん、これは、その……」

「あなたには聞いてない！　答えて鳳くん。私と、つきあうって言ったじゃない」

「剣崎さん、その……申し訳ない」

「どういうことよ！」

「てっきり、その、なにかの用事かと……」

「ばかっっっ！！！！」

　そして剣崎さんは走り去ってしまった。どうして剣崎さんがあの場所にいたかは分からないけれど、鳳くんがバカであることは間違いない。

　鳳くんはといえば、剣崎さんが消えた闇やみのほうをむいたまま、途と方ほうにくれていた。

「本当に、その……ごめん」

　と、闇にむかって、何度も謝っていた。

「鳳おおとりくんは」

　私はといえば、心しん中ちゆう、実に複雑だった。剣けん崎ざきさんの誤ご解かいだったとはいえ、あれでは普ふ通つう誤解する、鳳くんが全面的に悪い。でも。誤解でよかったと、ちょっぴり思ってしまう。そんなことを思う自分が情なさけなくて、むかむかと吐き気がした。気持ち悪くて、結局、鳳くんにあたってしまった。

「こっちの世界を勉強する前に、女性心理を勉強したほうがいい」

「本当に、そのとおりだよ」

　しゅんと項垂うなだれていたけれど。それ以上、なにも言えなかった。




　　　４月26日（土）




　まだ昼前だから、半日記かな。

　昨夜の騒そう動どうを考えると、今日は（まだ終わってないけど）比較的、平和な一日になりそうだ。

　明あける子こは昨夜、祐ゆう奈なちゃんが部屋に帰り着く前に眠ってしまったので、彼女を私たちの部屋に泊めていた。私と明子が起きると、祐奈ちゃんは不ふ承しよう不ぶ承しよう、身体からだを回転させた。

「んあー？　いま何時ですか？　えー、まだ八時前じゃないですか」

「そろそろ食堂に行かないと、朝食を食べ損なうわよ」

「いらないから、寝る」

　ぐにゃぐにゃと抵抗する祐奈ちゃんに、

「じゃあ、口移しで食べる？」

「えっ！」

　明子が囁ささやきかけると、祐奈ちゃんは跳び起きた。

「え、え、え、本当、本当に？」

「起きたようだから、一緒に食べに行きましょう」

　しまった、という顔をしている祐奈ちゃんに明子はにこりと微笑ほほえみかけた。すっかり、祐奈ちゃんのコントロール方法を把は握あくしているようだった。

　休日の食堂は、いつもがらがらだった。

「休みの日に、こんなに早く起きたのは久しぶり。あー、でも、朝っていいなー。いつもは昼前くらいに起きてるから、一日が早いんだ」

「昼前まで寝てるの？」

「去年のルームメイトは夕方まで寝てたんだ。二人して全然、勉強しなかったら成績を落としちゃって。春休み前に、親の命令で自宅に強制送そう還かんされた」

　祐奈ちゃんはあははと笑っているけれど、彼女の成績は大丈夫なのだろうか。

「じゃあ、せっかく早起きしたから、ボク、ちょっと走ってきます」

　祐ゆう奈なちゃんは朝食を食べ終えると同時に、勢いよくイスから立ちあがった。

「走るって？」

「ボク、陸上部なんです」

　小こ柄がらだけどエネルギッシュ。アスリートって感じは彼女のイメージそのままだと思った。

「それじゃあ、私も、ちょっと」

　と、明あける子こも部屋に帰らないまま、食堂からどこかへ行ってしまった。

　部屋に帰った私を、ルースが「オカエリ」と出迎えてくれた。

「今日はどうしようか」

　話しかけながら籠かごを開けると、ルースは籠から飛びだして私の肩にちょこんと止まった。

「お前も、日光浴はしないとね」

　それに、こんな狭い部屋のなかでは、自由に飛ぶこともできないから、翼つばさの力も弱ってしまうかもしれない。鳥は、自由に飛んでこそ、鳥。

「手乗りインコだったら無む理りだろうけど……」

　ルースは神しん鳥ちよう。賢かしこい鳥だと鳳おおとりくんは言った。

「行ってみる？」

　なんだろう、とルースは肩の上で小首を傾かしげた。よし、と思った。

「行こう！」

　肩の上に止まっているルースに全神経を集中させながら、私は部屋を出た。

　どきどきだった。一八日の騒ぎを知っている人なら、私が鳥を連れていても分かるかもしれないけれど、知らない人だったら？　そもそも寮りよう長ちようの許可はとってないわけだから、やっぱり見つかるとやばいような気がするし。それに、ルースが戻ってこなかったら？

　でも、そんな心配は無用だった。

「あ、ルースくんだ！」

　寮の廊下で突然、背後から声をかけられて、一いつ瞬しゆん、ぎくりとした。振り向いた先に立っていた寮生は、にこりと笑って駆け寄ってきた。

「おはよう！」

「オハヨー」　

「すごーい、返事、するんだ。頭いいんだ、この子」

　ルースのことを知っているということは、一八日の騒ぎの場にいた人なのだろう。私はよく知らない人だったけれど。

「世話、たいへんじゃない？　悪いわね、川かわ原はらさんに任せちゃって。その代わり、寮長とか、ほかの子の口止めは任せておいて！」

　そう言って、彼女は寮の廊下を駆け抜けて行った。

　寮のなかで、見ず知らずの人とあんなに普通に話をしたのは初めてだったかもしれない。去年は、ほとんど部屋にこもっていたから。

　人との会話はくすぐったいけれど、悪くない。

　寮りようの玄関ではガーベラが私たちを見送ってくれた。ガーベラは首を高らかにあげて、私たちを見送ってくれているように見えた。

　靴に履はき替えて外に出た。空は快晴、大気は澄すみ、風はさわやか、散歩にはもってこいの天候だった。

「ルース、行くなら行っていいからね」

　行ってほしくはなかったけれど、すっかり身体からだも回復したようだったし、彼が野生で生きていけるのなら、寮のみんなの厚こう意いは無む駄だになるかもしれないけれど、飛び立ってしまってもやむを得ないと思っていた。

　けれどルースは私の肩の上で、私の歩行にあわせてゆらゆらと身体を揺らしているだけだった。彼の顔を見ると、その視線は周囲の景色を興味深そうに見ているようにも見えた。

　いつもの散歩コースに向かう途中、アネモネを手にした高たか森もりさんに出会った。今年から同じクラスになって半月が経たったけれど、彼女と個人的に会話をしたことはなかった。

「おはよう」

　これまでの私なら、挨あい拶さつをして、それでおしまいだったと思う。でも、人見知りしない鳳おおとりくんや、ルースの件もあって、ちょっぴり、勇気を出してみた。

「それ、アネモネ？」

「ええ、そう、そうなの！」　

　ぱっと、高森さんの表情が明るくなった。

「これ、園えん芸げい部で育てたのよ」

　ふと、寮の玄関に飾られているガーベラのことを思いだした。

「もしかして、玄関のガーベラ……」

「わー、気づいてくれてたの？　そうなの、園芸部の花を飾っているのよ。これは柊ひいらぎ館に飾ろうと思って」

「玄関に花があると、ほっとするわよね」　

「そう言ってもらえると嬉うれしいわ。……私、川かわ原はらさんのこと、誤ご解かいしていたみたい」

　高森さんは打ち明けてくれた。

「なんだか、冷たくて怖い人って思ってたけど。痴ち漢かんを撃げき退たいしてくれたり、ルースくんの面めん倒どうを見てくれたり。それに、図書委員みたいな面倒な役を進んで請うけてくれているし。人の噂うわさって、役に立たないって本当ね」

　どんな噂が流れていたのかは知らないけれど、自じ業ごう自じ得とくでもあるから仕方がない。

「小説も書いているのよね。まだ読んだことがないんだけど、今度ぜひ読ませてもらう」

「ありがとう」

　小説のことでいろいろと悩んでいたことが、嘘うそのように、素直に言うことができた。

「そういえば昨夜の騒ぎだけど。川かわ原はらさんたちが学園長のところに行ったあと、剣けん崎ざきさんが様よう子すを見に行ってくれたの。でも彼女、すぐに部屋に帰ってしまって……何かあったの？」

「えと、さ、さあ……」

　さすがに、鳳おおとりくんとの誤ご解かい事件は私が言うことではない。適当に、ごまかした。剣崎さんがあの場に現れたのは、女子寮りようを代表して様子を見にきたからだったのか。

「そう。まあ、いいわ。じゃあよかったら、園えん芸げい部も覗のぞいてみて」

「うん、ぜひ」

「じゃね、ルースくん」

　手を振り、笑ってその場を離れることができた。

　思いきって話してみてよかった。やってみればどうってことないのに、今までは、とても気を張っていた。眼鏡めがねをかけたように、壁をつくって、世界を拒絶して。

　なんだか気を張り詰めていた自分がばかばかしく思えた。いつもの鳳くんの笑ったような顔を思いだして、自分もちょっと笑顔をつくってみた。すると、ちょっとだけ肩の力が抜けたような気がした。私自身の本質は変わっていないけれど、鳳くんや明あける子ことの出会いもあって、何かが変化しているのかもしれない。

　壁は壊して、広い世界を見渡そう。

　寮を出て、校舎の裏山に続く長い遊歩道の手前で藤ふじ島しまくんと桐きりゆ生うくんに出合った。

「お、かぐや！　おはようッス！　んん？　なんだよ、そいつ」

　藤島くんは驚いて、桐生くんは興味深そうにルースを凝ぎよう視しした。

「そいつが、川原が保護している神しん鳥ちよう？」

「神鳥？　……ってことは、異い世界の生き物？　ひえーっ！」

「ギャァッ！」

　ルースが一声、まるでたしなめるように鳴いた。

「ほら、うるさいってさ」

　桐生くんは、藤島くんの首根っこをぐいっと掴つかんで、ルースから引き剥はがした。

「ぐあっ！　く、首が絞まるー」

「そのまま絞まったほうが、永遠に静かになるかもな」

「そうだなー……って、死んでるだろ、それ！」

　いつ聞いても、二人の会話は漫まん才ざいのよう。

「で、その異世界の鳥がどうしてかぐやの肩にいるんだ？偶然、保護した？　へえ。こいつ、真っ白なのに頭の毛は七色だぜ」

　するとルースは褒ほめられたことが分かったのか、自じ慢まんするように胸を張って翼つばさを広げた。

「お、ふんぞりかえった。こいつ、意味わかってるのかな？　おおー、すげぇ！　見ろよ、恭きよ悟うご！　こいつ、羽の下も綺き麗れいだぜ！」

「ああ、そうだな」

「なんだよ、感動が薄いな。あ、そうか。見たことあるのか」

「いや、見たのは初めてだ」

「だったら、もうちょっと、喜んでみても」

　桐きりゆ生うくんは藤ふじ島しまくんの言葉を聞いて、ちょっと目を細めた。そして、

「すげえはねのしたがなないろだはじめてみたぜこいつちょうきれいだな」

　と、感情のこもらない一本調子でしゃべった。

「こいつ……まったく、素直じゃないんだから！」

　藤島くんは、そう言って桐生くんの肩をどやした。

「で、こいつ、なんて名前なんだ？　ルース？　へぇ、ルースか。よろしくな、ルース！」

「あ、あの、藤島くん、この子が異い世界の鳥ことは……」

「ああ、分かってる分かってる。秘密だろ？　でも綺麗だよな。こいつ、映像に残せないかな。コンクールに出展とかはできないよな、異世界の鳥じゃあ」

「コンクール……あ、自主制作の？」

「ああ。いま、いろいろ学園内を試し撮どりしているんだ」

　その時やっと、藤島くんがビデオカメラを手にしていることに気づいた。

「がんばってね、未来の大だい監督さん」

「おうよ！」

　藤島くんは親指を立てると、満面の笑みで応えてくれた。

「んじゃ、行くぞ、恭きよう悟ご」

「はいはい」

　どうやら、桐生くんは撮さつ影えい助手らしい。二人は、学園の森のなかに颯さつ爽そうと飛び込んで行った。あの先になにがあるのかは知らないけれど、コンテストにはいったいどんな映像を出展する気なんだろう。

　それから、遊歩道にむかっていると、また声をかけられた。

「せんぱーい！」

　祐ゆう奈なちゃんだった。ランニングシャツにランニングパンツという出で立ちは、アスリートそのままだった。

「祐奈ちゃん、こんなところを走っているの？」

「トラックを走っているだけって、同じ風景ばっかりでつまらないから。ルース！　君も散歩か？　よかったね」

　と、その場で足踏みを続けながら祐奈ちゃんは会話を続けた。

「さっき、藤島くんに会ったわよ」

「ユキちゃん？　あ、撮さつ影えいかな？」

「そうみたい。いい作品が撮とれるといいわね」

「そうっすね。人生かける勢いだから。ところで先せん輩ぱい、ルコ先輩を見ませんでしたか？」

「明あける子ことは朝、別れたきりよ。会ったら祐ゆう奈なちゃんが探していたって伝えておくわ」

「え、いや、そんな、別にいいんです！　じゃあ、ボクはトラックに戻ります」

　そう言うと、祐奈ちゃんは走り去った。一いつ瞬しゆん、振り返って手を振ってくれた。

「さて、と。それじゃあ。散歩兼けん明子探たん索さくといきましょうか」

　図書館かもしれなかったけれど、それは後で行くつもりだった。とりあえず、休日の朝、まだ生徒の姿もあまりないうちに、ルースに学園内を案内して回りたかった。

「この道が、遊歩道よ。ずーっと歩いて行くと、学園の敷地の一番高いところまで行けるの。そうしたら、校舎も寮りようも一望できるのよ」

　そんな説明をしながら、遊歩道を歩いて行った。ルースはまるで私の説明を聞いているかのように、山の上のほうを見たり校舎を見たりしていた。

　聞き手がいるとなると嬉うれしくて、つい説明にも熱が入った。

「春は桜さくらで山の一帯が淡あわいピンク色に染まるのよ。今はもう葉は桜の季節ね。だから、桜の下には近づかないようにしているの。お前も駄だ目めよ、ルース。毛虫を食べて帰ってきたりしたら、部屋にいれてあげないからね」

「ぎゃ、ぎゃっ！」

　それは困るから葉桜には近づきません、と言ったかのようだった。

「そうそう、枇び杷わや柿かきの木もあるのよ。去年みつけた時は、それはたわわに実って……」

　そうやって、調子に乗ってルースに説明をしていた。今から思うと、傍はたから見ればまるきり独り言のようなものだから、ちょっと恥ずかしい。

　ともかく。あの瞬しゆん間かんは私のなかでは、自分とルースしか存在をしていなかった。だから、

「それは楽しみだね」

　と、鳳おおとりくんに声をかけられた時は、心しん底そこ、心しん臓ぞうが止まるかと思うほど驚いた。

「ぎゃあっ！」

「ぎゃあとはなんだよ。心しん外がいだな」

「お、お、おどろかさないでよ」

「あれ、気づいてなかったんだ？　さっきからずっと案内されていると思っていたのに」

「私はルースに案内していたのよ！」

「やあ、君がルースか。明子から話は聞いていたよ。おはよう、ルース」

　しれっと鳳くんはルースに言葉をかけた。きちんと鳳くんがお辞じ儀ぎをすると、驚いたことにルースもまた、ぴょこりと私の肩の上で頭をさげた。

「わー、すごい！　お辞儀した！」

「賢かしこいだろう？　主あるじが愛情をもって接すれば、それだけ神しん鳥ちようは主に近づこうとする。つまり、主のことをどんどん真ま似ねて、さらに賢くなっていくんだよ」

「私、そんな」

　そんなふうに言ってもらえるほど、愛情をかけているだろうか。登校すれば、下校するまではほったらかしなわけだし。

「愛情をかけるって、一緒にいる時間の長さだけじゃないよ」

「そう、なのかな」

　ルースは頭に指が伸びると、首をさげた。頭から首にかけて毛がぼわっと膨ふくらむ。優しく、少し強く掻かいてあげると、目を細めて、ここもここもと言わんばかりに頭を動かす。

　うっとりとしたルースの表情を見ていると、もっとやってあげなければという気になる。せっせと掻かいてあげると、時間を忘れてしまう。　

「外に連れだすって、いいアイディアだよね」

「どうかと思ったけど、ルースの自由にさせてあげようと思って」

「時々外を案内していれば、自分で散歩に出て、ちゃんと帰ることができるようになるよ」

「そっか。自分で行きたい時に行って、帰りたい時に帰ってこられるんだ」

　それは理想的な関係かもしれない。お互いに自立しつつ、でも、帰る場所はひとつ。

「本当に賢い子ね」

「賢いからこそ、どこが一番安全で安心できる場所か分かっているんだよ」

　鳳おおとりくんの言葉はどれもこれも、ちょっとこそばゆかったけれど、でも、嬉うれしかった。

　神鳥に詳しい彼のお墨すみ付きを得て、私の接し方は間違っていないのだと安あん堵どできた。

「昨日のことだけど」

　安堵したあとだっただけに、鳳くんがそう切りだしたときは、ドキリとした。

「剣けん崎ざきさんには、また後でちゃんと謝っておくよ」

「それがいいわ」

　うやむやにしないで真ま面じ目めに考えていたんだ。よかった。あの場だけで終わりにするような不誠実な人じゃなくて。もっとも、鳳くんならそうするだろうとは思っていたけれど。

　反省はしなければならないだろうけれど、そればかりでは可哀かわい想そうだから話題を変えることにした。

「鳳くん、明あける子こを見なかった？」

「さあ？　朝食の後、少し図書館によっていたけれど、明子はいなかったなあ」

　鳳くんに聞いてよかった。明子を探して図書館に行ってみようと思っていたから。

「明子を探しているの？」

「祐ゆう奈なちゃんが」

「ああ。祐奈ちゃんは、明子が大好きみたいだね」

「そうね。まあ、憧あこがれる気持ちは分かるわ。鳳おおとりくんは？」

「え、僕？　うーん、女性に憧れるという気持ちは、その」

「ばかね。分かっているわよ。憧れとかじゃなくて、つまり、どう思っているかってことよ」

　ずばり聞いてみた。婚こん約やく者騒そう動どうが誤ご解かいだったのだから、鳳くんの気持ちを確かめることが一番てっとり早い。そうは分かっていても、聞きたいような聞きたくないような、複雑な気持ちだった。

「彼女には、小さい頃からお世話になっているな。来くる栖す家は代々、鳳家の当とう主しゆの護ご衛えいをしてきたから。彼女も、僕のことを弟みたいに守ってくれていたよ」

　それは、つまり。あくまでも主しゆ従じゆう関係にすぎないってことなのだろうか。

「だから、まあ、頼れる姉というか……あ、本当の姉はいるんだけど、頼れるかというと、姉たちはちょっと違うから」

「お姉ねえさんがいるんだ」

「うん。三人」

　三人も。新しい鳳くん情報だ。鳳くんはお姉さんが三人いる。へーへーへーとボタンを押しながら、そんなことで喜んでいる自分に呆あきれた。

　ルースを肩に乗せて、鳳くんと二人で散歩をした。そんなことでほわほわとした気持ちになったのはどうしてなんだろう。

「あ、ここ。奥のほうに小さな泉いずみがあるの。ちょっとした滝たきになってて、気持ちいいのよ」

　獣けもの道みちのような小道を進んで行かないといけないので、あまり人はいないはずだ。今日は天気もよく、次第に気温体温もあがってきていたので、ちょっと涼すずみたいという気持ちが、泉の存在を思いださせたのだと思う。

「へー。行ってみたいな」

「行ってみる？」

　私のお気に入りの場所だから、鳳くんも気に入ってくれるといいけど。

　そんなことを考えながら雑ざつ草そうを掻かきわけて進んで行くと、次第に涼しげな水音が聞こえてきた。そして、ぽっかりと開けた場所に出た。

「あ」

　私と鳳くんは、ほとんど同時に口を開いていたと思う。

　明あける子こが合あい気き道どうかなにかのような胴どう着ぎと袴はかま姿すがたで泉の前に立っていた。

「え？　あ、かぐや……と、鷲しゆう一いち郎ろうさま？」

　一ひと坪つぼほどの真ん丸い池は、背後の岩に沿って森のなかに水を送る小川につながっているはず。水源は、岩の上のほうにある泉で、そこからこんこんとわき出た清し水みずが、小さな滝になって池に注そそがれていた。

　池に流れ落ちる水音と、風が木立を揺らす音が耳に心地よかった。汗ばんでいた肌はだから、さっと熱が放出されていくようだった。

「あ、ご、ごめんなさい」

　あきらかに、なにかの邪じや魔まをしてしまったような雰ふん囲い気きで、思わず私は謝っていた。

「やあ、明あける子こ。稽けい古こかい？」

「あ、はい。怠なまけていては父上に叱しかられますから」

「明子は、来くる栖す流の達たつ人じんなんだ」

　鳳おおとりくんは、私に向かって、まるで自分のことのように自じ慢まんそうに教えてくれた。

「そんな、達人だなんて」

　なんだかよく分からないけれど、おそらくなにかの武術なのだろう。なにしろ、王さまを輩はい出しゆつする家か系けいを代々、警けい護ごしてきた家系らしいから。

　そういえば、祐ゆう奈なちゃんがバスのなかで痴ち漢かんに遭あったとき、明子は人とは思えない力で痴漢をぶん投げていた。あれも、来栖流の奥おう義ぎのひとつなのだろうか。

「ごめんね、邪魔をして」

「いいえ、少しも。集中さえできれば、時間や環かん境きようは関係ありませんから」

　そういうものなんだ、と感心をした。とはいえ、話しかけるのはできるだけ手て短みじかにしたほうがいいだろうと、

「祐奈ちゃんが探していたよ。陸上部のトレーニングでトラックにいるって」

　と、ついつい早口になってしまった。

「一度、見学に行くって約束をしていたんです。では、後で行ってみますね」

「うん。少し見学していていいかな」

　それは、滅めつ多たに見られない経けい験けんだった。

　明子の瞳ひとみが閉じられ、拳こぶしを握った手は腰に添そえられた。

　明子が呼吸を整えると、それに合わせて、泉いずみの周囲の空気がピンと張り詰められて行く。まるでびりびりと、うなじの毛が立ったような感じだった。

　そして、気き合あい一いつ閃せん、明子の手が、足が、大気を切り裂いて行った。

　すごかった。達人、と鳳くんが言ったのも頷うなずけた。武道にはまったく疎うとい私ですら、明子のすごさが伝わってきた。手しゆ刀とうや蹴けりが、流れるように、まったく乱れることなく繰りだされていく。それは、まるで最高のダンスを見ているかのようだった。

　その瞬しゆん間かん、きっと息をすることすら忘れていたのだと思う。明子の袴はかまの裾すそが整えられ、両の拳が腰に添えられると、私は深い息を吐き、酸素を求めてあわてて息を吸った。

「すっげー」

　明子の動きが静止するのを待っていたかのように、背後から声がした。

　振り返ると、カメラを構えた藤ふじ島しまくんと桐きりゆ生うくんが藪やぶのなかに立っていた。

「やるじゃないか！　格かつ好こういいなあ！」

「やあ、藤ふじ島しまに恭きよう悟ご。撮さつ影えいかい？」

「なんだ、お前も映画研究会に入会したいのか？　幽ゆう霊れい会員なら足りてるぜ」

「僕は生きてるから幽霊じゃ……」

「部ぶ活かつに顔を出さない名前だけの部員のことを幽霊部員って言うのよ」

　鳳おおとりくんの真ま面じ目めな回答を訂正しながら、藤島くんのビデオに興味を移した。

「それ、なにを撮とっていたの？」

「学園内の景色だよ。ほら、変な彫ちよう像ぞうとかもあるだろ？　あれも、いちおう」

「なんだか学園案内みたいね」

「ああ、学園案内か！　いいな、それ！　来年の新入生用に作ってみようかな。もしかすると、予算もふんだくれるかもしれない」

　入れ知恵をしてしまったようだけれど、明あける子こも映っているのなら、ぜひ見てみたかった。

「後で見せてもらえる？」

「ああ、いいよ。と言っても、テスト撮影だから、映像の垂たれ流しだけど。それにしても、こんな場所があるんだなぁ」

　カメラから顔を離すと、藤島くんは周囲にきょろきょろと視線を飛ばした。それから、池のそばに近づいた。

「これ、どこから流れてきているんだ？」

「すぐ上のほうに水源があるのよ」

「水が湧わいてるんだ？　へー。もしかして、学校の水は、それを使っているのかな」

　そうだったら面白いとは思った。けれど。

「それほど水量がないから、無む理りなんじゃないかな。でも」

　それでも、この小さな泉いずみと滝たきがミニチュアのようで好きだ、と続けようとした。そこへ、

「でも、箱はこ庭にわみたいで、これはこれでいい感じだよね」

　と、鳳くんが続けてしまった。

　そんなふうに、示し合わせたわけでもないのに、時々、私と同じことを考えている彼に親しみやすさを感じてしまう。

「静かでいいな。こんなところで昼飯を食って、昼寝でも……」

「それ、いいな！　ここで、ピクニックしないか？」

　桐きりゆ生うくんの言葉に、藤島くんが飛びついた。続いて鳳くんも、

「うん、いいね」

　と賛同をした。そして、あっさりとピクニックは決定してしまった。

「買いだしをしてくるから、集合は一二時くらいでいいかな」

　と、藤島くんは半なかば強ごう引いんに、鳳くんと桐生くんを引き連れて去ってしまった。そして、鍛たん練れんを終えた明子は祐ゆう奈なちゃんを探して連れてくるということになった。

　と、いうわけで、この日記を書いている。

　今日の昼食はどんなことになるのだろう。鳳おおとりくんがからむと、いつもなにかが起きているような気がする。でも、なにが起きるかなとわくわくしている。

　あっと、もうこんな時間。時計を見たと同時に、扉がノックされた。「かぐや」と明あける子こが呼んでいる。それじゃあ、行くとしようか。

「ぎゃ？」

「もちろん、お前もよ」

　ルースを肩に乗せると、いざ、出発。







　信じられない！

　そんなことってありなの!?

　人をからかうにもほどがある！







　目が覚めたら少し落ち着いていた。部屋に帰ってすぐ布ふ団とんをかぶってふて寝をしていたから。

　意い気き揚よう々ようと、昼食に出掛けた数時間前が嘘うそのよう。

「先せん輩ぱい、大丈夫ですか？」

　起きるなり、祐ゆう奈なちゃんに声をかけられた。明子は結局寮りようには戻ってこなかったようだ。代わりに明子の机つくえを使っていた祐奈ちゃんの眉まゆ根ねは心配そうに寄せられていた。どうやら、本を読んでいたらしい。ちらりと見えたそれは、アリシエル譚たん詩しだった。胃が痛い。

「うん、平気。ちょっと落ち着いた」

　気にしてくれるのは、とても嬉うれしかった。でも、そっとしておいてもほしかった。

「あの」

　そんな私の気を察したのか、祐奈ちゃんは、おずおずと言葉をかけてきてくれた。

「ボク、あいつはそんなに悪いヤツじゃないと思うし、ああいうことって、冗じよう談だんでは……」

「ごめん。ちょっと考えたい」

　悪いとは思ったけど、祐奈ちゃんに背を向けてしまった。背後で、祐奈ちゃんが息を吐く気け配はいが伝わってきた。

「じゃあボク、一度部屋に帰ります。ルコ先せん輩ぱいが帰ってきたら……いいです。それじゃあ」

　そして、背後で扉が閉まった。考えてみたら、祐奈ちゃんは私のことを心配して部屋にいてくれたのかもしれない。悪いことをした。

　ルースを籠かごから出すと、くるると鳴いてから首を傾かしげた。どうしたのと問いかけるように。

　そうだ。昼間、なにがあったのか。いちおう、書いておこう。




　楽しいピクニックになるはずだった。実際、途中までは楽しかったと思う。

　祐ゆう奈なちゃんは、学園内に小さいとは言え泉いずみや滝たきがあるということに半はん信しん半はん疑ぎだったけれど、いざ泉を見るや、驚きよう嘆たんの声をあげて喜んでいた。

「すごい！　こんなところがあったんだ！　へー、どれどれ」

　池のほとりから岩をよじのぼったので、驚いたのは私と明あける子こだった。

「ちょっ、祐奈ちゃん！」

「祐奈、危ないわよ！」

「平へい気き平気！　こういうところを見ると、つい登りたくなるんだよな」

　そう言って、あっと言う間に岩の上に登ってしまった。

「うわ、本当だ！　すごい！　こんなところから水が湧わきでてる」

　私が森の中を回り込んで発見した湧き水ポイントを、祐奈ちゃんはわずか一分ほどで発見してしまった。元気少女だけじゃなくって、野生児のようだった。うらやましい。

「あ！　やっほー！」

　振りむいた祐奈ちゃんが手を振った。私たちも振り返ると、男性陣じんが袋を提さげて森のなかから姿を現した。男子たちが買ってきた昼食を広げてしばらくは、和やかな雰ふん囲い気きが続いていたと、私は思っていた。

　祐奈ちゃんは明子にぴったりとくっついて独どく占せんしていた。桐きりゆ生うくんの口数は少なかったけど、もともと多い方ではない。身振り手振りを交えて場を盛り上げてくれる藤ふじ島しまくんを、庇ひ護ご者のような顔で見つめていた。

　鳳おおとりくんは、いつもの笑顔でみんなの会話に絶ぜつ妙みようのタイミングで合いの手をいれている。話し手はますます会話に熱が入る。本当に鳳くんは聞き上じよう手ずだった。

　私もなにか話をしなくては。なにか会話の糸口をみつけるための話題を考えようとした時だったと思う。

「ぎゃーっ!!」

　祐奈ちゃんの悲鳴が、梢こずえを揺らした。

　得え体たいの知れないなにかが、祐奈ちゃんにくっついていた。私たちは、弾はじかれたように、ピクニックシートの上で立ち上がった。

「おわっ！　なんだ、お前！　祐奈から離れろ！」

　祐奈ちゃんにぺったりとはりつくようにして、身体からだを縦たて半分に真っ二つに分ぶん割かつされた痴ち漢かんが出現した。

「いやだいやだいやだきもいきしょいはなれろはなれろはなれろ──っっ!!」

「ぎゃーっ！」

　果か敢かんにもルースが祐奈ちゃんに加か勢せいしていた。祐奈ちゃんとルースの攻撃を受けて、縦二分割男はごろりと転がった。

「あいや、またれい。これは不ふ可か抗こう力りよくだ。む、うまそうなおにぎりではないか」

　縦たて二分ぶん割かつ男、篁たかむら隆りゆう志し郎ろうは、広げていたピクニックシートの上に残っていたおにぎりやら唐から揚あげや卵焼きをむしむしゃと口に運んだ。

　鳳おおとりくんの親しん戚せきということは、けっこうな身分ではないのか？　その食い意地の張りっぷりは、育ちが知れるというものだ。

「隆志郎、それは僕たちのお昼ごはんだよ」

　親戚が親戚なら、鳳くんも鳳くんだ。突っこみどころが微び妙みようにずれていた。

「こら、鷲しゆう一いち郎ろう。年上に向かって呼び捨てはないだろう、呼び捨ては」

　と言うからには、やはり彼は年上なんだ。おにぎりを口くち一杯にほお張って、身体からだ半分でふんぞりかえられても、あまり年上の威い厳げんは感じられなかったけれど。

「それで、隆志郎さま、今日はいったい……」

「そうだ。この前の騒ぎで、こっちには来ないと約束をしたじゃないか」

　あくまで丁てい重ちような明あける子こと、憮ぶ然ぜんとした桐きりゆ生うくんは、畳たたみ掛けるように問題点を指し摘てきした。

「む、来くる栖すはいつ見ても美しい。桐生はいつ見ても偉そうだな。立場をわきまえよ」

「それはあんただろ」

「ええい、うるさい、うるさい！　私はお前らには用はない！」

　この後の騒そう動どうを思いだすと、こめかみに血流がどくどくと流れだす。

「私は、そちらの…‥女め神がみに会いにきたのだ」

「女神？」

　青空の下、数人の声が重なった。

「なんだよ、それ」

「ええい、この不届き者！　そちらの女によ人にんは〝それ〟などではないわ！」

　ぺしんと、見えない右半分が藤ふじ島しまくんの頭をはたいた。どうやら、見えないだけで、残の半分もそこに存在はしているらしい。

「いってーなー。なんだよ、にょにんって」

「そちらにいらっしゃる、すばらしい女人のことだ」

　変へん態たい二分割男の指が、あろうことか、私をさした。

「にょにんって……あ、あた、あたし？」

　あまりのことに、呂ろ律れつが回らなかった。

「そうです。川かわ原はらかぐや嬢じよう、お名前はあの辺の輩やからから聞きました。どうぞ、私の妻つまになってくださいませ」

「つっ、つまーっ!?」

　藤島くんと祐ゆう奈なちゃんが声をそろえて叫んでいるのを聞きながら、本当にあの二人は双ふた子ごのように息があうなぁ、とどこか他ひ人と事ごとのように変へん態たい二分ぶん割かつ男の言葉を聞き流していた。

「ちょっ、まっ、それっ……どういうことだよ！」

「どういうもこういうも、我々光こう家けの人間は、成人すれば正式に妻つまとなる女性を選ぶもの。幸い、私はまだ決めていなかったので……」

「どこの家にも断られて、嫁よめの来てがなかっただけだろうが」

「外がい野やは黙っていろ！　そんなわけで、かぐや、私とともに、秋あき津つ島しまのわが家へ……」

　どうやら右手を差しだしたようだったけれど、見えないので、改めて左手を差しだした。私に向けて。そして、

「だっ、だめだっ！」

　叫んだのは鳳おおとりくん。鳳くんは私に向けられていた手を払いのけた。

「川かわ原はらさんは俺が決めたんだ！」

「決めたって……？」

　祐ゆう奈なちゃんと明あける子この疑問形に、鳳くんは答えるように。

「俺は、川原さんが、好きだっ！」

　以上が、午後の顛てん末まつだった。

　ふざけてる！　あんまりよ！

　そりゃ、私は怒りっぽくて、友達は少なくて、父親はエロ小説家よ！　だからって！　からかわないでほしいっ！　思いだしたら、胸の動どう悸きが激しくなった。

　どうして、どうして、どうして？

　からかっていた証しよう拠こに、あの後、「俺が先に言った」とか「俺が先に好きになった」とか、幼児の喧けん嘩かをはじめた二人を明子と桐きりゆ生うくんが引きはがし、変態二分割男を帰すために、異い世界人組はその場から消えてしまい、以来、なんの音おと沙さ汰たもない。

　なによ、もう、もうもう！

　腹が立ったら、お腹なかが減った。考えてみれば、あの後、その場を片付けてから寮りようの部屋に帰り、そのままふて寝してしまったから、六時間、半日近く寝ていたことになる。

　貴き重ちような休日を無む駄だにした。もうすぐはじまる連休を前に、少しでも勢いをつけておきたいところなのに。書けない理由は、本当は分かっている。

　エリュオウとアリシエルの気持ち。二人は恋をするんだろうか。それとも、ただの旅の仲間であり続けるのか。二人の気持ちが分からない。

　だから、なにを書いても、嘘うそっぽい。空から回りしている。

　あの人の気持ちが分からない。

　自分の気持ちが分からない。
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　ルファーナの情念が放った炎ほのおは、彼女の想いの色そのままに、紅ぐ蓮れんの柱となった。炎は、愛するダッカを捜すかのように、町の隅すみ々ずみを鮮あざやかな紅くれないの残光を放ちながらのたうちまわった。

　祭りの華はなやかな楽がくの音と人々の笑顔は、火の手を告げる鐘かねと人々の阿あ鼻び叫きよう喚かんにかわった。

　炎が町を、人を、舐なめ、咀そ嚼しやくし、飲み込んでいく。

「いやっ！　やめてっ！」

　アリシエルは、ライアンの居きよ城じようで流れ込んでくる激しい想いに身体からだを射い貫ぬかれ、倒れ込んだ。

──早く逃げろ……熱い……苦しい……せめてこの子だけでも……助けて……助けてっ！

　心の内に隠かくしている感情が、思いが、炎に追われて仮か面めんをはずし、アリシエルを襲おそった。

「アリシエル、しっかりしろ！」

　闘いを終えて満まん身しん創そう痍いのはずのエリュオウが、アリシエルを守るように抱き締めた。

　行き場を失った感情の波がアリシエルを飲み込み、おぼれそうだった。

「道を示すんだ。炎に追われて道を見失っている彼らに、何をすべきなのか、教えるんだ」

「そんなこと……できない……」

「できる！　魔ま石せきは、アリシエルがそれをできるからこそ、君を選んだんだ！」　


アリシエル譚たん詩しより












　　　４月27日（日）




　今日は（正確には昨日の夜から）、これまでの人生において最高最大の転機になる一日だった。

　落ち着いて、この二四時間のことを考えてみた。

　昨夜、消灯間ま際ぎわのことだったと思う。

　明あける子こは帰ってこず、鳳おおとりくんと篁たかむら隆りゆう志し郎ろうの件に憤ふん慨がいしたまま、一日が終わるかと思われた。

　そんな状態だったから、パソコンは起き動どうさせたものの一ひと文字も進まずに、画面を睨にらみつけていた。エリュオウとの会話に一いつ喜き一いち憂ゆうするアリシエルが妬ねたましくもあった。自分が作ったキャラなのに。

　すると、眠っていたルースが起きあがって、窓まで飛来し、こつんとガラスをつついた。どうしたのだろう、と窓に歩み寄ると、窓の外に鳳くんが立っていた。

　思わず、回れ右をしたけれど、窓の外から名前を連れん呼こされたので、静かにしてもらおうとやむを得ず、窓を開けた。

「静かにして！」

「話があるんだ。ちょっと出てきてもらえないだろうか」

「私はないわ」

「じゃあ、ここで叫ぶ」

「ば、ばかっ」

　叫ばれても困るので、仕方なく、鳳おおとりくんの言葉に屈してしまった。

　ルースを肩に乗せて夜の遊歩道を歩いて行くあいだ、鳳くんは無口だった。なによ、昼間は人を惑まどわせるようなことを言って、話があると連れだしておきながら。そんなふうに、口を尖とがらせていた。
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「昼間のことだけど」

　丘の上のベンチまで着くと、不意に鳳くんは口を開いた。私の顔を真っ直ぐに見て。

「僕は、川かわ原はらさんが好きだ」

「そ、そんなこと言って……」

「川原さんのことを、もっと、ずっと前から。きっと、初めて会った時から」

「初めてって言っても……まだ三週間くらいじゃないの……」

「時間なんて関係ないよ。それに、本当の初めては、もっと前だよ」

「もっと、前？」

「ヒントは、カーヤの冒険」

「それがどうしたのよ……」

「初めて鏡かがみで表おもての世界を覗のぞいた時、僕が見たのは、一冊の本をとても大切そうに、とても嬉うれしそうに読んでいる女の子だった」

「それは……」

「その子の名前はかぐやといって、その本はその子のお父とうさんが書いた本だった」

「まさか……」

「僕はその頃、光こう家けの跡あと取とりという自分の立場が嫌で、友達といえば、自分と一歩離れたところにいる恭きよう悟ごと明あける子こだけで、不満だらけだった。それで、ちょっとした反抗心から、鏡かがみを覗のぞいたんだ。鏡のなかでは女の子がとても楽しそうに笑顔を浮かべていて、その子の楽しそうな顔がうらやましくて、どうしたらあんな笑顔になれるんだろうと思ったんだ。それでカーヤの冒険を鏡ごしに読んでみた。とても面白かったけど、僕はあの子のような笑顔をつくることはできなかった。そこで、もう一度、鏡を見た」

　そんなことを思って、カーヤの冒険を読んでいたのね。

「……それで？」

「それで、分かった。僕は、本が読みたかったんじゃない。その子の、笑顔が見たかったんだ」

「私の……」

　カーヤの冒険を屈くつ託たくなく読んでいたのは、お父さんが賞をもらって、あれが本になったばかりの頃。六年ほど前のことだ。まだ、小学生の頃で……。

「それで、こちらに来ることになった時も、かぐやと会えればいいなと思っていた。だから、本当に会えた時はすごく嬉うれしくて……」

「そんな特別嬉しそうな顔もしてなかったと思うけど？」

「喜びを抑えるのに必死だったんだよ。それからは、川かわ原はらさんから目が離せなくて」

「ど、どういう意味よ」

「正義感が強くて意い地じっ張ぱり、頑がん固こで短気で、けっこうすぐに手が出る」

「う……」

　当たっているだけに、否定できない。

「寂しがり屋のくせに本当の気持ちを口に出せない。優しさを誤ご解かいされても正そうともしない」

「ほ、ほっといてよ」

　そこまであからさまに言われると、頭に血がのぼって、耳が痛いほど熱くなった。

「そんな、ありのままの川原さんが、好きだ」

　顔にのぼった血が、吹きだすかと思った。

「そっ……そんなことっ……」

　でも。私は……鳳おおとりくんには……。

「私……私は……普通の女の子で……」

「僕にとっては特別な女性だ。だから」

　と言って鳳くんは立ちあがった。

「川かわ原はらさんを好きって気持ちは、ちゃんと伝えたかったんだ」

　ちゃんと、伝える。じゃあ、私は？　伝えてもらった私は？

「これから、隆りゆう志し郎ろうの件でまた向こうに帰らないといけないんだ」

　それじゃあ、私の気持ちは、いつ答えたらいいの？　戸と惑まどっているうちに、鳳おおとりくんの身体からだは光に包まれはじめた。

「答えは、次に会うときで……願ひをかなふることの」

「ま、待って！」

　そんなの、どうしたらいいのよ！　それで、私は光のなかに消えかかった鳳くんにしがみついてしまった。

「うれしさ……川原さん、危ないっ！」

　鳳くんと一緒に、秋あき津つ島しまに飛んだ私は、次の瞬しゆん間かん、目の前が真っ暗になって、意識を失ってしまった。




　コンコンと、どこかで木が打ち鳴らされている。

　その音で目が覚めると、妙みように頭が痛かった。そっと手をもっていくと、ひどいコブができてひりひりと痛む。傍かたわらには濡ぬれタオルが落ちていた。どうやらタンコブを冷やしてくれていたらしかった。

　それから視線を天てん井じように向けるとベッドの周辺にカーテンが見えた。もしやこれは噂うわさに聞く天てん蓋がい付きベッドでは？　と思し考こうを巡らして、やっとそこが寮りようの自室ではないことに気づいた。

「ええっ!?」

　身体を起こして周囲を見渡すと、やけにだだっ広い部屋だった。そして扉がノックされている音が耳に届いた。木を打つ音はノックの音だったと気づいた。

「はい！」

「川原さん、気がついた？」

　扉が開かれて入ってきたのは鳳くんだった。ひとまず、経けい緯いを聞くことにした。

「私、どうしたの？　ここは？」

「覚えてない？　一緒にこっちに来たんだけど、転んだ拍ひよ子うしに頭を打って……ちゃんと検査をしたほうがいいと思うけど、こっちでは……」

「ああ、大丈夫よ。ひどいコブはあるけど、それだけみたいだから。それより、ここは秋津島なのね？」

「うん」

　異い世界に対する興味はあったけれど、それよりも、ここにきた原因のことを思いだした。

「あのね、昨夜のことだけど……」

「あ、あの……」

　その後、私と鳳おおとりくんのあいだで数分間、沈ちん黙もくが訪れた。だいたい、鳳くんを追いかけて、私はなにを答えようとしたのか。それは、つまり、その……。

　思し考こうを巡らせていると、

「よかったら、観光案内でもしようか？」

　と、まったく話を転じて、鳳くんが提案した。

「でも……」

「その、できれば、僕も……答えを聞くための心の準備をしておきたくて……」

「そ、そうね」

　鳳くんの言葉に救われた思いで、同意をした。

「じゃあ、案内、してもらおうかな。でも、いいの？　隆りゆう志し郎ろうさんの件で帰ってきていたんでしょう？」

「ああ、いいんだ。とりあえず、強制送そう還かんと経けい緯いを報告しただけ。あとのことは僕が決めることじゃないから」

　と、いうことで。私は暢のん気きにも観光案内を頼んでしまった。この後、激しく後こう悔かいすることになるとも知らずに。

　私が目覚めた部屋は、お屋や敷しきの客用の一室だと鳳くんは説明してくれた。お屋敷のなかには、いくつか洋風の部屋もあるらしい。

　庭に面した廊下を歩いているだけで、その庭の広大さと、お屋敷の巨大さは想像できた。なにしろ、視し界かいに入るすべて、小高い丘とか巨大な池とか、池から流れる川とか、すべてが敷しき地ち内ということなのだ。

　てくてくと彼について、いくつもの曲がり角を曲がると、やがて見覚えのある場所に出た。

「ここ……」

「うん、オリエンテーリングの帰りに事故で戻ってきた場所だよ」

　あの時は、なにがなんだか分からなかったし、ゆっくり景色を楽しむ余よ裕ゆうなんてなかった。改めて見ても、とにかく広い空間を贅ぜい沢たくに使った、まるで世界遺い産さんのような建築物だと思った。

　そのすごさに言葉を無くしていると、

「外国からの要よう人じんも訪問してくることがあるし、ある程度、見み栄えも張っておかないとね。でも、僕の部屋は六畳じようの部屋が一室だけだよ」

「寝室が、じゃないの？　ほかに勉強部屋とか、遊び部屋とか……」

　私の言葉に、鳳くんはははと笑った。

「それだけあるといいけどね。プライベートに使っているのは両親と住んでいる３ＬＤＫの家の一部屋だよ。それも、まあ、言ってみれば借しやく家やみたいなものかな」

「王さまなのに？」

「僕たちのものはすべて、国民のものだよ」

「そういうものなんだ」

「外国に行くと、そうじゃない国もあるけどね」

　私たちの世界とあまり変わらないのかも。

　館やかたを出て数歩歩いたあと、鳳おおとりくんが不意に振り返った。

「さてと。それではショートカットしようか」

「え？」

　と思ったときには、鳳くんの身体からだは光り輝いた。

「一度、むこうに出るから……よき事なり」

「え？　え？」

　え、しか言ってなかったような気がする。

　私の肩に触れている鳳くんの身体が光り、続いて周囲が暗くなった。瞬まばたきひとつの間。一いつ瞬しゆん、ストロボのように、明るい景色が見えたようだったけれど、すぐに周囲は暗さを取り戻した。続いて明るくなった時には、すっかり辺りの景色は変わっていた。

　異い世界、というものが存在したとしても、異なる世界である以上、交わることはない。交わることがなければ、互いの存在に気づくことは永遠にありえない。鳳くんたちのように、二つの世界を交わらせる力は、その力以上の価か値ちがあると思う。異世界という、もう一つの地球、もう一つの宇宙の存在を与えてくれたのだから。

　そこは、大きな川にかかる橋の下だった。

「この橋が、都みやこのメインストリートに繋つながっているんだ」

　川幅はかなりあるけれど、水量はあまりない。けれど高い土ど手てから、大雨の日にはかなり水量が増すんだろうと想像できた。

　川岸は緑の絨じゆう毯たんで覆おおわれ、ぽつりぽつりと散歩をしている人の姿が見える。あれが正しよう真しん正しよう銘めい、秋あき津つ島しまの一般人かと思うと、ああ、ここは異世界なんだと思う一方、やっぱり私たちの世界とほとんど変わらないな、と思えた。

　川岸に植えられている木々にも見覚えがあった。

「あれ……？」

　でも、それは現実の木ではなく、

「椿つばき？」

　そう、寮りようの玄関に飾られていた絵画のなかに描かれていた椿にそっくりだった。

「あ、気がついた？　あれが、こっちのツバキなんだ」

「あの絵って……秋津島の絵だったの？」

　鳳くんは知っていたんだ。でも、どうして秋津島の絵画が誠せい城じようの寮に飾られていたのか？　疑問と同時に答えが思い浮かんだ。

「学園長？」

　秋あき津つ島しまから鳳おおとりくんたちを迎えいれたということは、学園長は秋津島となにか関わりがあるということだ。

「うん。あのかたにはいろいろとお世話になっているからね。こちらからの贈り物なんだ」

　どういう経けい緯いで、学園長と鳳くんたちが知り合ったのかはわからないけれど、どうやら深いつながりがあるようだった。いつか、話せる機会があれば、お聞きしたいものだ。

　そのとき、思いついたことがあった。

「扉……学園長にしても、寮りようの絵にしても、すぐそこに秋津島と私たちを結ぶ扉があったのね」

「そうだね」

「気がつかなければ、そのまま卒業して、素す敵てきな学園長と、ちょっと変わった絵が飾られていたってことしか記き憶おくに残らずに、それもいつか忘れてしまったのかもしれない」

「異い世界のことなんか、誰にも知られずにね」

「うん。この前の事故で、私たちのクラスは異世界の存在を知ったけれど、その異世界と、存在を知る前からずっと繋つながっていたのね。あの絵が、その扉だったんだわ」

「そいういうことになるかな」

「もしかすると……私たちが気づかないだけで、ほかにも異世界と私たちを繋ぐ扉があるのかもしれない」

「そうか。そうだね。秋津島があるのなら、ほかにも異世界があっても不ふ思し議ぎではないか」

　そう考えると、ちょっとわくわくした。

　そんな私のくだらない発想を「そんなことない」と笑い飛ばさない鳳くんが、嬉うれしかった。

　土ど手ての急斜面に沿うようにある階段を上ると、大通りが目に飛び込んできた。

　メインストリートというだけあって、人じん馬ばの往おう来らいは激しかった。人馬。そう、この世界の交通機関はいまだに馬のようだった。

「馬車？　みんな、馬車で移動するの？」

「電気自動車も最近はあるよ」

「電気？　ガソリンじゃなくて？」

「この世界は、表おもて地球の文明を参考にしながら進んでいるんだ」

　私たちの世界を参考に、と言われて分かった。

「つまり、私たちの世界を反面教師にしているのね」

「もちろん、いい点もたくさん取り入れているよ」

　だからだろうか。秋津島は自然にあふれ、都市は整然と整備されているように見えた。

　やってきた辻つじ馬車に乗り込むと、ぐるりと街を一周した。

　私たちの世界では見たことのない商品を取り扱っていて、見て回るだけでも楽しめそうな繁はん華か街がい、石造りの大きな建物は、表地球で言うところのオフィス街なのだろうか。

　そういえば馬車に乗り込んだ時、乗客たちが「おや」という顔をした。あれはやっぱり、鳳くんに気づいていたのだろうか。王子さまなのだから、有名人なんだ。だから明あける子こや桐きりゆ生うくんが表おもて地球にもついてきていたんだから、もっと注意すべきだったと、後になって気づいた。

　ともかく、その時は初めて見る異い世界の街並みにくぎ付けになっていた。

　初めてみる世界なのにどこか懐なつかしい。その既き視し感はなんだろうと考えてみた。

　映画やドラマ、漫まん画がやアニメで見たことのある、大たい正しよう時代の街並みだ。無む論ろん、それほど詳しいわけではないけれど、それに気づくと、異世界であるはずの秋あき津つ島しまの国が身近になったような気がした。

　秋津島は、表地球のいい点を参考にしている。ということは、大正時代、大正浪ろ漫まんとか言われていた時代は、いい時代だったんだ。

「素す敵てきな街ね……わあ、見て、あの建物、葉っぱに覆おおわれてる！」

「うん。緑化には力をいれているんだよ」

「この国の人は、緑が好きなのね」

「表地球の人も、嫌いではないと思うよ。余よ裕ゆうがないだけで」

「そっか……そうかもしれないわね」　

　のんびりと辻つじ馬車から景色を楽しんでいた私の横で、鳳おおとりくんがちょっと目を細めた瞬しゆん間かんがあった。鳳くんの視線を追って街路に目をむけたけれど、その時は通行人がいるだけにしか見えなかった。

「どうかした？」

「ちょっと。やばいのがうろうろしているようだから、そろそろ移動しよう」

「あ、うん……」

　やばいのがうろうろしている。それをもっとちゃんと聞いておけば。そうすれば、その後の展開も変わっていたかもしれない。でも、あの楽しいひとときが終わってしまうんだ、という残念な気持ちばかりが先行して、ちゃんと確認できなかった。

　馬車から降りると、鳳くんは突然、私の手をとって、

「やばい、みつかった！」

　と叫んだ。ええっ、と思う間もなく、鳳くんに連れられて、いったん、ビルの陰に移動した。さすがに、街まち中なかで鳳くんの力を使うわけにはいかなかったからだ。

　ビルの陰は昼とはいえ、ほの暗く、鳳くんが力を使うときに現れる光がまぶしかった。

「はかなく口くち惜おし」




　それから暗転し、ぼんやりと何かが見えたと思った刹せつ那な、瞬まばたきひとつで再び暗くなり、次の瞬間には森のなかに私たちはいた。

　秋津島の森の中。この森は、夜よ桜ざくら見物した森と繋つながっているのだろうか。あの日の出来事が、遠い昔のことのように思えた。

「ここは……？」

「大丈夫」

　そう言った鳳おおとりくんの顔は、ちっとも大丈夫そうになかった。とても青ざめて見えた。不意に、明あける子この言った言葉が思いだされた。

──光こう家けのことをよく思わない人々がいる。

　まさか！　鳳くんが見た人たちとは、そんな危ない人たちなのか。

「どうしたの？」

「なんでもない、とにかく、こっちへ！」

　鳳くんは、私の手をとると森の中を走りだした。

「鳳くん、待って、ねえ！」

　どうして必死になっているのだろうと思っていると、背後から足音と声が聞こえてきた。

「こっちだ！」

「みつけたぞ！」

　その声は、あきらかに私たちを追っているようだった。森の陰にちらちらと人ひと影かげが見えた。黒いコートに山やま高たか帽ぼう。あっと思った。街路で見かけた人の中に、辻つじ馬車をじっと見ている同じような格かつ好こうをした人がいた。

　やばい人って、この人たちのことだったんだ！

「早く、こっちへ！」

「う、うん！」

　逃げなければ。今思えば、鳳くんの力を使って、街から森まで飛んできたというのに、どうやって先回りしてきたのか。もっと、よく考えるべきだった。

　でも、すっかり頭のなかはパニックに陥っていて、考えるゆとりなんかなかった。

　だから、前方の木の陰から突然に人が現れた時には、悲ひ鳴めいをあげてしまった。

「きゃあああっっっ！」

「か、かぐや！　私、私たちですよ！」

「きゃあーっ……って、明子？」

　明子と桐きりゆ生うくんだった。

「た、頼む、この場は……」

　ほっとしたのもつかの間、鳳くんは胸を押さえ、息も絶え絶えの様よう子すだった。その顔はすっかり青ざめ、まるで、どこかに深ふか手でを追っているようだった。

「鷲しゆう一いち郎ろう、だけど……」

「大丈夫、必ず……」

「わかりました」

　桐生くんは鳳くんの言葉に渋っているようだったけれど、明子はきっぱりと了りよう承しようをした。それに桐きりゆ生うくんは驚いていた。

「ここは私たちに任せてください。お二人は、どうかこのまま」

「仕方ない、か」

「頼む。さあ、川かわ原はらさん！」

　手を差しだした鳳おおとりくんの表情はとても真しん摯しで、とても振り払うことはできなかった。

　よくはわからないけれど、この場は鳳くんについていくしかない！

　そして森のなかを鳳くんについて走った。ただ、闇やみ雲くもに。けれど。

「もう、だめ、だ……」

　どれだけ走ったか。鳳くんの足取りは重くなり、やがて、がくりと膝ひざをついてしまった。




　ここから先は書き辛づらいけれど、私の人生を変えたことにもなるのだから記しておく。




「鳳くん!?　どうしたの!?」

「ごめん、川原さん……」

　膝をついた鳳くんの顔には、ただ走っただけとは思えない大おお粒つぶの汗が浮かんでいた。とても苦しそうな息使いに、悪い考えが浮かんでしまった。

　あの追っ手に、なにかされたのだろうか？　もしや、どこかに怪け我がでもしているのでは？

「鳳くん、しっかりして！」

「僕は、平気……ごめん……必ず、君を元の世界に戻して……」

「そんなことはいいから！　喋しやべらないで！」

　森のなかにすっかり身を横たえてしまった鳳くんの頭を抱いて、私はどうしよう、どうしたら、とそればかり考えていた。

「こんなところで……で、でも、川原さんのことを大切に思っているのは、本当だから……」

　だから。鳳くんが、そんなことを言うから。

「私……私も！　私も、鳳くんのことが好き！」

「……本当に？」

「本当よ！　好きなの、あなたが！」

「よかっ……」

　そして、そのまま、鳳くんは目を閉じてしまった。

「鳳くん？　鳳くん！　しっかりしてっ！　いやっ！　私を置いていかないでっ！　私のこと、好きだって言ったじゃないの！」

　なにがどうしてこんなことになってしまったのか。二人で街を観光していただけだったのに。のんびりと街の景色を楽しんでいただけだったのに。

　なのに、私の腕のなかで鳳くんは目を閉じて横たわっていた。

「鷲しゆう一いち郎ろうさま！　かぐや！」

　その時になって明あける子こと桐きりゆ生うくんがやってきた。

「ああ、無事でしたか」

「無事じゃないわ！　鳳おおとりくんが……鳳くんが！　私が愚ぐ図ずで軽けい率そつなばっかりに……」

　私は泣きながら叫んでいたと思う。けれど。鳳くんの顔を覗のぞき込んだ桐生くんは、ひどく冷静な声で言った。

「ああ、よく寝てるな」

「……え？」

　言われて、鳳くんの顔を穴が開くほど見た。

　ぐうぐうと、よく眠っていた。

「寝て、る……？」

「この一日に、随ずい分ぶんと力を使いましたからね。その反動です」

「反動って……で、でも、あの黒い服の追っ手は……」

「彼らは宮きゆう廷てい護ご衛えい官たちです。さすがに、街に鷲一郎さまをお一人で出すのは危険だと判断して、派は遣けんされたようです」

「で、でも、あんな先回りをして……」

「お忘れですか？　こちらには、すべてを見通す鏡かがみがあるのですよ。鷲一郎さまの行動は、すべてお見通しです。だから、私たちも追いつけたのです」

「え、じゃあ、あの、さっきの私の……てか、この会話も、もしかして……？」

「ええ。おそらく、記録されていることでしょう」

　なんてこと！　思いだしただけでも、顔から火が出る。

「鳳くんは、あの人たちが護衛官だってことは……？」

「無む論ろん、御ご存ぞん知じですよ」

「じゃあ、どうして逃げたりしたのよ！」

　てっきり、彼に危害を加えようとしている人たちかと思ってしまった。

「それは……」

　明子と桐生くんは、二人、顔を見合わせた。

「お二人だけの時間を、少しでも長くほしかったからでしょう」

「あ……」

　そう……そうだったんだ……。

「えと、護衛官の人たちは？」

「必ずお館やかたにお返しすると約束して、丁てい重ちようにお引き取りいただきましたけれど」

「まあ、川かわ原はらさんは気にすることはないよ。悪いのはすべて、この馬鹿だから！　まったく、軽率で考えなしの大おお馬鹿野や郎ろうのすっとこどっこい！」

　と、桐きりゆ生うくんは鳳おおとりくんにむかって叫んだ。

「疲労により体は眠っていますが、意識はあるのですよ。だから、私たちの会話はすべて聞こえているのです。今も」

「え、え、ええっ！」

　つつつつまり！　あの泣き喚わめいていた私の言葉は、すべて鳳くんにも聞かれていたのだ。

　恥ずっ！　穴があったら入りたいくらいの恥ずかしさは、どこかで見知らぬ誰かが見聞きしているのよりも、鳳くんに聞かれていたことのほうが恥ずかしかった。

　あー……思いだすのも辛つらい、恥ずかしい記き憶おく！

「とりあえず、こいつは俺が運ぶから。帰ろうか」

「そういえば、ここって……」

「今け朝さほどまでかぐやが使っていた館やかたの裏山ですよ」

　立ち上がって数歩進むと、森のなかの頂上付ふ近きんだった。そこから見下ろすと……今朝、見上げた景色を見下ろしていた。

　その後、あの豪ごう華かな洋室の客間に帰った。鳳くんが回復するまで待つことになったからだ。明あける子こにペンと紙をもらって、その間、猛もう然ぜんと原げん稿こうを書いた。紙にペンで書いたのは、正直、初めてだった。漢字が出てこなくて、ほとほと参ったけれど、どうせパソコンに打ちなおすからと、わからない漢字はひらがなで書き飛ばした。

　鳳くんに思いのたけをぶつけることができたことは、恥ずかしいけれど、よかったと思う。

　自分の思いを、あれほど素直に吐きだしたのは、久しぶりだ。

　比ひ呂ろ美みと別れた朝、感情は吐きだした。けれど、思いは飲み込んだままだった。行かないでとは、あの時は言えなかった。

　けれど。思いも感情も、すべて吐きだした今は。なんだか、とてもすっきりしていた。

　気になることがあるとすれば。それは、ただひとつだけ。明子のことだった。

　寮りようの部屋に帰って悶もん々もんと考えていたところに、遅れて明子が帰ってきた。

　つい先さき程ほどまで明子に言わないといけないと思っていたのに、いざ本人を前にすると、なかなか言いだせない。そんな自分に苛いら立だってしまった。

　それでも、どうにか「話がある」と伝えると、真ま顔がおで明子も「私も」と答えた。

　背中に一〇キロの重りが載ったような気分だった。胃がむかむかして目の前がくらくらした。

「私から言っていいですか？」

「あ、うん、ど、どうぞ」

　喉のどがからからになって、舌が口のなかにひっついたような感じだった。

「隆りゆう志し郎ろうさまの件、もうしわけありませんでした」

「あ、それ？　別に、どうってことないわ」

　それには、すらすらと言葉が出たから不ふ思し議ぎだった。

　そして、明あける子この次の言葉を待ったけれど、一向に口を開く気け配はいはなかった。そればかりか、

「それで、かぐやの話とは？」

　と聞いてくる始し末まつ。

「明子の話って、隆りゆう志し郎ろうさんのことだけ？」

「はい」

　はいって、じゃあ、鳳おおとりくんのことは!?

「あの、鳳くんのことだけど……」

「ああ！　本当によかったです。お二人は、とてもお似に合あいだと思います」

　むしろ、わくわくと楽しそうな顔をして。

「お似合いって……その……」

　次の言葉が出てこなかった。かわりに、あろうことか。

「かぐや!?　どうしたの？　大丈夫？　どこか痛いところでもあるの？」

　涙が、出てしまった。

「だ、大丈夫なんかじゃ……ない、わよ。明子が、お似合いだなんて言うから……」

「え、そ、それは、ごめんなさい。その、失礼な言い方をしてしまって……」

　違う。そうじゃなくて。

「明子、鳳くんのこと、好きなんでしょう？」

「は？」

「だから、私なんかが、後から出て来て……」

「ちょ、ちょっ……」

「で、でも、私は、鳳くんのこと……」

「ちょっと待って」

　しっかりと手をとられて、私の言葉は遮さえぎられた。

「かぐや、どうしてそういう誤ご解かいをしてしまったのですか？」

「ごかい？」

　それって、海にいる……。

「それはゴカイ、ワームです。今は釣つりをしている場合ではありません。そうじゃなくて。かぐや、落ち着いて」

　私は至し極ごく冷静なつもりだった。

「うん、大丈夫。つまり、明子は磯いそ釣づりにいくのね」

「かぐや、私は、鷲しゆう一いち郎ろうさまに恋れん愛あい感情はありません。年ねん齢れいこそ下ですけれど、鷲一郎さまは私がお仕つかえをしている主あるじです。お慕したいはしていますし、その点では好意を抱いています。けれど、それは、鷲一郎さまがかぐやに言った好きとは別のものです」

　それは明子が主しゆ従じゆう関係を大切に思うあまりに、恋愛に昇しよう華かしていないだけなんじゃないの？

「かぐや、私は祐ゆう奈なとは口づけできますが、鷲しゆう一いち郎ろうさまとはできません」

「あの、全然、分からないんだけど」

「そうですか？」

　明あける子こは、しれっと答えると、とても晴れやかな顔で、立ち上がった。

「かぐやこそ私と鷲一郎さまの関係を誤ご解かいして、本心を偽いつわろうとしていたのではないですか？」

「そ、そんなこと！」

「では、先さき程ほどの涙は？」

　それは……。

「どうぞ、自分の気持ちに正直になってください」

　正直って言われても……。

「私、今夜は祐奈の部屋に泊まりますね。私だって、好きな人と一秒でも長くいたいです。だから、協力してくださいね」

　そう言って、明子はウィンクをして部屋から出て行った。好きな人と一秒でも長くいたいと言って、祐奈ちゃんの部屋に行った……それは、つまり……？

　愛の形には、いろいろあるってことなの、かな。




　　　４月28日（月）




　学校学校と焦って起きた。昨日の体験のおかげで、学校という日常生活に戻るには、頭を切り換える必要があった。

　朝早くに水みず島しまさんから電話があって、目が覚めた。

「ゾウサツが決まったわよ！　早く伝えてあげたくて、電話しちゃった」

　象ぞう殺さつとは穏おだやかではないけれど水島さんの声は明るかった。どこの象が殺されたんだろう？

「どこで……」

「けっこう書店の評判がよくって、出版部が増ぞう刷さつに踏みきってくれたの」

「……はあ」

　象のことはともかく、アリシエルの原げん稿こうが進みそうだと話したら、とても嬉うれしそうだった。

　それから急いで食堂に向かうと、入り口で明子と祐奈ちゃんに会った。

「かぐや先せん輩ぱいだ！　昨日はたいへんだったらしいですね！　でも、よかった無事に還かえってこられて。あ、でも。次に秋あき津つ島しまに行く際には、ボクも連れていってください」

「鳳おおとりくんに相談してみましょう」

「絶対ですよー」

　でも行き来のために力を使いすぎて昨日のようなことになるのは困る。

　食堂に入ると、ばたばたと走る藤ふじ島しまくんを先頭に、桐きりゆ生うくんと鳳おおとりくんがやってきた。

「遅ち刻こくだ遅刻だ！　早く食わないと遅刻だっ」

　と叫ぶ藤島くん。そして。

「お、おはよう」

「おはよう」

　あらためて鳳くんと顔をあわせるのは恥ずかしかった。

　昨夜、こちらに帰ってくるときは、鳳くんの体を気き遣づかった侍じ従じゆうの人や取り巻きの人がいて、ゆっくり話すことはできなかった。帰ってからも、お互い、すぐに部屋に帰ってしまったから。

「昨夜はちゃんと話をできなくて、ごめん」

「べ、べつに」

「思ったんだけど、川かわ原はらさんのこと、かぐやって呼んでいいかな？」

「え、ええっ？」

「だって、ほら、僕たちって相そう思し相そう愛あいの仲なんだろ？」

「えっ！　そうなんですか！　ルコ先せん輩ぱい、どうして教えてくれなかったんですか！」

「えーっ！　おい、いつの間に!?　なんだよ、川原、ＯＫしちゃったのか？」

　同じテーブルを囲んでいた祐ゆう奈なちゃんと藤島くんが大騒ぎした。桐生くんは頭を抱え、明あける子こは苦く笑しようしていた。

「ば、ばかっ、人ひと前まえで言わなくても……だ、だいたい、そんな、名前でなんて……」

「えー、駄だ目めなの！　じゃあカーヤにしようか？」

　そっちのほうが、もっと恥ずかしい！

「わかった、わかったわよ。名前で呼んでもいいから」

「うわーい」

　と、「よし」と言われた犬のように鳳くんは尻尾しつぽを振って喜んだ。

「じゃあ、僕のことも鷲しゆう一いち郎ろうでよろしく」

「な……ど、どうして！」

　とたんに、餌えさを目前にして「待て」と言われた犬のように悲しそうな顔をした。

「駄だ目めなの？」

「だ、駄目よ！　私のキャラクターじゃないわ」

「どうしても？」

「どうしても！」

「じゃあ、鷲一郎くんとか、鷲一郎さんとかは？」

「それくらいなら……」

　その時は百歩譲ゆずって、鷲一郎くん、ぐらいならいいかな？　と思ってしまった。




　だから、その、これからは、鳳おおとりくんのことを鷲しゆう一いち郎ろうくんと書くことにする。




「おいおい、それくらいにしてくれよな」

　呆あきれた声で藤ふじ島しまくんに言われて、やっと、私と鷲一郎くんがバカなカップルを演じていたと気づいた。

「あ、あの、その……」

「まあ、いいけどな。あー、あつい、あつい」

　藤島くんは、自分の顔を手でぱたぱたと扇あおいでいた。

　鷲一郎くんとつきあっていると、どんどん、自分のキャラクターが変わっていくような気がする。

　それでも。彼と一緒にいて起きる変化がどのようなものになるのか。

　それを考えると、ちょっとだけ、胸がどきどきした。





了












　手を伸ばせば触れられそうなほど、低く灰はい色いろの雲が垂れ込めていた。それは掴つかめない夢に向けて手を伸ばすようなもので、決して届くことはないと知っていた。雲の一群はグレイシャス連山からラーズリル平原に向かう風によって、激しく吹き飛ばされていた。瘤こぶの塊かたまりがいくつも重なり合った灰色の雲は、次々と別の塊に押しだされ位置をかえていく。目まぐるしく雲は動き、やがて、灰色の瘤の間から一いち条じようの光が地上に向けて放たれた。光は雲の動きとともに、一条また一条と数を増していった。光の矢が突き刺さったラーズリル平原には、光の池ができた。

「見て。まるで、天と地を結ぶ光の階段のようじゃない」

　アリシエルの語調は、まるで光のような、純粋な明るさに包まれていた。

「天に向かう光の階段……でも、天上の世界が必ずしも楽園とはかぎらない」

　エリュオウの否定的な言葉に、けれどアリシエルは笑みで応えた。

「そうね。だからこそ、楽園は地上に作らないと」

　それは、旅立ちに向けたアリシエルの決意とも言えた。

「地上に……楽園を……」

　エリュオウは、幾いく度どかその言葉を繰り返し、同意するように頷うなずいた。


アリシエル譚たん詩しより









　　あとがき




　電でん撃げき文庫読者の皆みな様さま、はじめまして、こんにちは、日ひ比び生き典てん成せいと申します。




　第三回電撃ｈｐ短編小説賞をいただき、ぼちぼちと電撃ｈｐに作品を掲けい載さいしていました。投票してくださった読者の皆様、ありがとうございました。その電撃ｈｐでは第七回電撃ｈｐ小説賞が開かい催さいされています。早いものです。




　えっと、あとがきですね。この物語では、女の子の一いち人にん称しようを日記形けい式しきにしてみようというコンセプトで書きだしたものです。結果的には「こんな長ちよう文ぶんの日記を書いていたら夜が明ける」と突っこみをいれたくなるような内容になってしまいました。

　とはいえ女の子が主人公の物語を書けて楽しかったです。典成なんて名前ですが私は女なので、そろそろ同性の物語を書きたいと思っていたところでしたから。電撃ｈｐに掲載した物語は、受賞作「真実の鏡かがみ〜お札と猫と彼女〜」、連載をした「Ｆｌｙ Ｍｅ Ｔｏ Ｔｈｅ Ｅａｒｔｈ！」「レミエル！　レミエル！」と、すべて男の子が主人公の物語でしたから。

　作中、アリシエル譚たん詩しというファンタジー小説が出てきます。これについて感想を述べるシーンと、アリシエル譚たん詩しの著さく者しやに説せつ教きようを述べるシーンがあるのですが、これがなかなか難しかったです。自分の作品に自分で感想をつけて（それも好こう意い的な）、著者つまり自分に説教するわけですから……。そのシーンは生なま温あたたかい目で見てやってください。




　短たん編ぺん小説賞をいただいてから、受賞というのはスタートにすぎないのだということをしみじみ感じた四年間でした。この間に、泣いたり笑ったりいろいろなことがありましたが、支えてくれた大おお勢ぜいの方のおかげでどうにか続けてくることができました。

　担たん当とう編集のＴさん、見捨てずおつきあいくださりありがとうございました。がんばりますので、引き続き見捨てないでください。

　レミレミに引き続き、素す敵てきなイラストを描いてくださった東あずままさかづさん、ありがとうございます！　ほんわかしたイラストに和みっぱなしです。

　苦しいとき辛つらいときに励ましてくださった先せん輩ぱい作家の皆様、いろいろな御ご助言をありがとうございました。これからもよろしくお願いします。

　電でん脳のう世界ですれ違ったたくさんの方たちへ。一人一人に感謝を述べたいところです。本当に、ありがとう。

　先輩Ｅさん。あなたと交わす創作談だん義ぎはやる気を引き起こす源みなもとです。また飲みに行きましょう。いつでも誘ってください。

　そして、Ｆ。あなたがいたから、ここまで来ることができました。ありがとう。そして、これからもよろしく。





日ひ比び生き典てん成せい









日ひ比び生き典てん成せい

高知県出身、兵庫県在住。山羊座のＢ型。現在は、ピザ、ピノ、ロトに夢中。話しかける相手は主に同居のインコ、オス１歳半。せめて名前ぐらいは言えるようにと語りかける日々。でも彼は黄色い鳥のマスコットに夢中で、あまり私とは話してくれません。
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東あずままさかづ

三重県出身。熱い日本茶と和菓子と眼鏡っこが大好きです。最近眼鏡が好きすぎて、眼鏡本体にもときめく今日この頃です。








電撃文庫

かぐや日にっ記き

〜GIRL meets BOY from AKITSUSHIMA〜





日ひ比び生き典てん成せい






二〇十二年九月二十七日　配信





発行者　　塚田正晃

発行所　　株式会社アスキー・メディアワークス

　　　　　〒一〇二−八五八四　東京都千代田区富士見一−八−十九




(C)2006 TENSEI HIBIKI／ASCII MEDIA WORKS










本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社アスキー・メディアワークスおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。








[image: ]




item/image/t123.jpg
4H19
B~4H218
L

a@*"‘ﬁ’





item/image/p086.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p275.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/t231.jpg
4F]25El~4ﬁ26|3






item/image/k004-k005.jpg





item/image/t079.jpg
ap1
28~4H[180
fBE *),%b)ti*ﬁﬁ)ﬂ*\





item/image/t271.jpg
4H270~4[280 %

x
iR





item/image/p022.jpg





item/image/p104.jpg





item/image/k006-k007.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		４月５日〜４月11日　別れと出会いと驚愕の世界



		４月12日〜４月18日　ボクっ娘と桜祭りとスキスキダイスキ！



		４月19日〜４月21日　未来と過去と現在



		４月22日〜４月24日　キスと告白と夜桜



		４月25日〜４月26日　隆志郎と鷲一郎とかぐや



		４月27日〜４月28日　秋津島



		あとがき



		奥付











item/image/p064.jpg





item/image/t185.jpg
47228~4H240

X AED





item/image/p179.jpg





item/image/k001.jpg
=e
&
He
A 9
oy =
mé






item/image/p217.jpg





item/image/k008.jpg
Designed by Toru Suzuki





item/image/t011.jpg
4R58~4H110

wit
\Y’é\.‘tééxﬁm
e





item/image/photo.jpg





item/image/t009.jpg
from

AKITSUSHIMA

Vs
A

h
z
P
0]
E

OOG

A





item/image/p168.jpg





item/image/p046.jpg





item/image/p121.jpg





item/image/k002-k003.jpg
ZEDDCNBT

RS

D CNED DI SHICSB T B7l)

R e e a1






